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発刊にあたって

本書は，長崎屋史文化博物館の建設に伴って平成14年度から実施した長崎奉

行所(立山役所)跡・岩原日付屋敷跡・炉粕町遺跡の発掘調査報告書です。

長崎奉行所(立山役所)は延宝元年 (1673)に置かれ，江戸時代の海禁政策

下において外交・貿易や西国大名の監視などに重要な役割を果たしました。岩

原目付屋敷は，正徳五年(1715)年に奉行所の北側に置かれ，長崎奉行を監視・

補佐することが日付の職務でした。炉粕町遺跡は奉行所の南側に隣接し，奉行

所と関連が考えられます。三つの遺跡は内容からみて有機的に結びついた，近

世長崎を代表する遺跡であると言うことができるでしょう。

調査によって，岩原日付屋敷の建物跡のほか，炉粕町遺跡で奉行所との境を

示す大きな濠がみつかりました。また，ヨーロッパや中国など海外との交易を

示す多くの国際色豊かな遺物が出土しました。

本書の内容は，先に刊行した長崎県文化財調査報告書第177集『長崎奉行所

(立山役所)跡・炉粕町遺跡』の続編と言えるもので，本書の刊行をもって長

崎歴史文化博物館の建設に伴う調査が完結することになります。二巻の報告書

は，出土遺物や一部保存が決まった遺構と共に，新しい博物館で活用される予

定です。調査にご協力いただいた皆様に感謝申し上げ，発刊のあいさつといた

します。

平成17年3月31日

長崎県教育委員会教育長

立石暁



例目

1 .本書は歴史文化博物館建設に伴う埋蔵文化財の発掘調査報告書(下巻)である。

2.本書が所収する遺跡および内容は以下のとおりである。

①長崎奉行所(立山役所)跡・・・平成16年度調査区の遺構と全地区出土の遺物

②岩原目付屋敷跡・・・遺構と遺物

③炉粕町遺跡・・・遺物

3.調査は，長崎県教育委員会が主体となり実施した。また，調査の一部を支援業務として国際航業

株式会社に委託した。

4.調査および整理担当者は以下のとおりである。

長崎県教育庁学芸文化課文化財保護主事 川口洋平

文化財調査員 柚木亜貴子

文化財調査員 平田賢明

文化財調査員 上原恵

国際航業株式会社稲垣正宏・飯田秀樹・伊藤敬太郎・安村健・土岐耕可・土橋出起

長尾聡子・東圏千輝男・藤崎周太郎

5.長崎奉行所の絵図面の変遷については，長崎県都市再整備推進課指導主事の小松旭が，出土瓦に

ついては，国際航業株式会社研究員の安村健が考察を行った。ガラス製品については，神戸市立博

物館学芸係長の岡泰正氏から玉稿をいただいた。また，木製品の樹種同定を株式会社古環境研究所，

金属遺物の科学分析をパリノ・サーヴェイ株式会社に委託したが，紙面の都合で所収できなかった。

結果については，関連文中で触れることとする。

6.現場における実測は，調査担当者と国際航業株式会社が分担して行った。遺構の撮影は川口が

行った。

7.整理作業および実測・トレースの協力者は巻末のとおりである。

8.執筆分担は文末に記す。また，本書の編集は，柚木・平田の協力を得て川口が行った。
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第 1章序 章

1 .調査の経緯

昭和40年 (1965)に開館した長崎県立美術博物館は，開館から30年以上が経過し，老朽化やスペー

スの狭さの問題が目立つようになった。このため長崎県と長崎市は共同で，周辺の諏訪の森整備の一

環として，新たに長崎歴史文化博物館の建設を計画した。建設にあたっては，江戸時代にこの場所に

あった長崎奉行所(立山役所)を一部復元する計画が策定された。

新博物館設置の主体となったのは，長崎県政策調整局都市再整備推進課であり，建設工事について

は長崎県土木部建築課が発注を行うため 調査を担当する教育庁学芸文化課を含めた三者で協議を行

い，調整を図った。平成14年4月，学芸文化課が国庫補助事業により工事予定匿内に予備調査を実施

し，遺構の残存状況などから本調査の必要な面積・費用・期間を積算した。そして既存建物の解体工

程との調整を行い，国際航業株式会社に支援業務を委託し，同年7月に長崎奉行所の本調査に着手し

た。平成15年度には長崎奉行所に加え北側に隣接する岩原目付屋敷跡と南側に隣接する炉粕町遺跡の

調査を行った。平成16年度は，博物館建設基礎工事のために一旦調査を中断したが， 11丹になって長

時奉行所の未調査区域の発掘を行った。この間 平成15年度末にそれまでの調査成果から遺構を中心

に報告書を作成している。本書では，平成15年度の岩原日付屋敷跡，平成16年度の長崎奉行所跡およ

び未報告であった出土遺物の内容を報告する。

〈関連調査一覧〉※太字は本書所収。直は支援業務なし。

※予備調査(国庫補助)平成14年 4 月 8 日 ~4 月 26 日 (32m')

①長崎奉行所 平成14年7月8日~平成15年3月31日 (5，000m')遺構・遺物

平成15年 4 月 1 E3~平成15年 6 月 30 日 (600ぱ)遺構・遺物(直)

平成16年11月2日~平成16年12月3日 (180ぱ)遺構・遺物

②岩原目付屋敷跡平成15年7月1日~平成15年12月25日 (3，050m')遺構・遺物

③炉粕町遺跡 平成15年4月1日~平成15年4月30日 (200m')遺構・遺物(車)

平成15年5月1日~平成15年6月30日 (350m
2
) 遺構・遺物

2.遺跡の立地と歴史的環境

遺跡は，長崎市街の北東部に位置する立山・炉粕町にある。付近は標高約366mの金比羅山の南側

山裾にあたる標高1O~30mの傾斜地で、ある。山裾のため湧水が多い。

付近には慶長頃に山のサンタマリアとよばれる聖堂や墓地があったとされる(九続いて寛永頃に宗

門奉行の井上筑後守の屋敷として使われた記録がある。延宝元年 (1673)に奉行所が置かれ，北慨に

は正穂五年 (1715)に岩原目付屋敷が置かれた。奉行所は，享保二年 (1717)に大規模な改築が行わ

れた記録がありへこのことは発掘調査からも裏付けられている。明治以降は，学校や官庁として利

用され， しだいに原形は失われていった(九

註(1)アピラ・ヒロン『日本王国記』大航海時代叢書11岩波書応 1965 

(2) r長崎実録大成正編』長崎文獄叢書第1集・第2巻長崎文献社 1973 
(3) r長崎奉行所(立山役所)跡j長崎県教育委員会 1998 

- 1 
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第2章調 査

1.調査方法

調査は，前回までに使用した世界測地系に基づく公共座標に対応した10mXIOmのグリッドを引き

続き利用した(上巻p.4参照)。これとは別に工程に合わせて設定した調査区も踏襲することとした。

掘削は表土を機械により掘削し，以下を人力で行った。遺物包含層及び遺構内については適時精査を

行った。遺物の取り上げは層位・遺構ごとに行い，出土位置や出土レベルの記録は行っていない。

遺構記録は， 20分の lの縮尺で各面ごとに手実測を行った。写真については， 35ミリのリバーサ

ル・同モノクロ・デジタルカメラの3種で撮影し，重要なものについては 6X7判でも撮影を行った。

慧13Ei語 ~ 

函断
「崎明本基

奉行所中区

奉行所南区

奉行所北区

奉行所西区

4層-18C初頭以降の整地層(ただし上部は削平)

5層ー17C中頃~18C初頭の整地層

18C初頭以降の生活面(ただし上部は削平)

晴
1
彊
山

SD20 

第2図基本土層図・調査区域
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2.長崎奉行所(立山役所)跡

今回報告する調査地点は，奉行所正門階段の真向かいに位置する隣地との境目付近である。博物館

建設工事の工程によって未調査となっていた。機械による表土除去の結果，複数の遺構が検出された。

以下にその概要を記したい。

-石垣7東側一前回調査で確認していた正門階段の東側に位置する芯垣で，未調査の南側隅部を新た

に検出した。下部は石垣17で，積み足しが行われていると考えられる。 18世紀初頭の遺構か。

-石垣12(石塀)一正門前の階段の真正面にあり東西に伸びている。上下2段に分かれており，積み

方が異なることから，ある時期に積み足しが行われたと推測される。上部は長さ22.7m，高さ0.9

~l. Om，厚さ(推定) 0.6mで， 2 ~ 3段程度の切り石積みである。天端のレベルは19.5m前後で、

あり，この上に白壁が建っていたと考えられる。下部は長さ22.7m，高さl.1~l. 2mで，南側麗が

近代にコンクリートで固められているため厚さは不明であるが，北側面は上部より数センチ程度

出っ張っている。上部と異って乱積みであり，天端石のレベルは18.5m前後で、揃えである。上部は

18世紀初頭以降，下部は17世紀後半から18世紀初頭か。

-石垣13一正門階段東側に平行して伸びる南北方向の石垣で，前回に上部を確認していた。今回の調

査で，残存長約 5m，高さ0.7mの石垣であることが判明した。切り石積みで天端のレベルは18.1

mで、ある。南側はSX7に切られている。 17世紀後半から18世紀初頭か。

-石垣14 石垣?と SX7の関で切られるように検出された東西に伸びる石垣である。二石のみが残

存しており，規模などは不明である。 17世紀後半から18世紀初頭か。

-石垣15一石垣12下と平行して伸びf，S D39・40と溝を形成。後に縁石と SD38を形成。

-石垣16-S X 7の南側に位置する切り石積みの石垣である。 SX7に切られ石垣12下部にあたって

いる。石垣14の続きと思われる。 17世紀後半から18世紀初頭か。

-石垣17一石垣7の下部で，石垣12の下段よりも早い時期につくられたと考えられる。北側は石垣14

と溝 (SD38~40) を形成していると推測される。 17世紀後半から 18世紀初頭か。

. S D36一石垣12下と対を成す近代の溝で， S D36によってSX7と結ぶ。

. S D37-S D36の上につくられたアマカワの溝である。近現代か。

. S D38一石垣12下と縁石によって形成される18世紀初頭以降の溝。

. S D39一石垣12下と石垣15によって形成される18世紀初頭に埋まった溝。

. S D40一石垣12下と石垣15によって形成される溝で，床付近のSD39以前の堆積。

. S D41一石垣12下部の下にあると考えられる遺構で，石垣12北側裾に平行するように堀方が検出さ

れている。石垣の保存のために掘り下げができず規模が判明していないが，地山を堀り込んでおり

暗灰色の粘質土が覆土となっている。慶長期の遺物(石垣7前VI層)が出土している。

. S D42 石垣14・17で対を成すと推定される溝で，幅0.5m，深さ0.3m程度になろうか。前回調査

で検出したSD8・9.30に対応するものであろうか。

. S X 7 (溜池) 前回の調査で北側半分が検出されていたが，今回の調査で全体の規模が判明した。

長さ6.0m，幅l.7m，深さl.2mで、あるが，遺構内の土層観察から60センチ程埋まった時点で西側

に石列を設けてSD36に排水していたことが判明した。その時期は幕末から明治頃か。

-玉砂利一正門階段下の石畳周辺で検出された。 18世紀初頭以降か。

4 
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遺構番号 設置面 f布 考 年 1t 中局
sx7 上 i留治，階段下 19c 
SD36 中・上・近代 SX7とSD37-40をつなぐ -20C 
SD37 近代 アマカワのj葬 -20C 
SD38 上 縁石の溝 -19C 
SD39 中 SD38以前 -18C初頭
SD40 中 SD39J-j_目。
SD41 下 16C末-17C初頭
石垣7 上 石垣17に積み足し 18C初頭以降
石垣12上 上 切石積み 18C初頭以降
石垣12下 中 野面積み -18C初頭
石垣13 中 石珂14のつづき? -18C才'lJl!頁
石垣14 中 石王宮13のつづき? -18C初頭
石垣15 中・上 右指12と溝を形成 -18C初頭以降
石垣16 中 -18C初頭
石垣17 中 石垣7の下音11 -18C初頭
SK193 下 16C末-17C初頭
SK194 下 16C末-17C初頭
SK195 下 16c末-17C初頭

第 1表 長崎奉行所跡正面階段付近遺構一覧表

3.岩原目付屋敷跡

岩原目付屋敷跡は，旧ユースホステルの敷地に相当するが，近代の撹乱によって近世の遺構が残存

するのは敷地の北側の一部と南側であることが判明した。

基本土層は，第 1~4 層までが表土及び近代の撹乱層で，第 5 層以下が調査の対象となる近世以前

の土層である。第5層は上半 (a~ c)が黄~赤褐色土層で，北側から落ちる斜面の傾斜を解消する

ために運ばれた造成土である。南側は石垣によって止められている。遺物はほとんど含んでおらず，

この面の上に上層の遺構が堀り込まれている。直下の5層から出土した遺物の下眼年代から18世紀初

頭に堆積したと考えられる。下半は赤褐色粘質土 (d)が暗・黒掲色土層 (e. f)を覆って，生活

面となっている。一部には 5e層の上に基壇がつくられ，建物も検出されている。この下半の時期も

出土遺物から18世紀初頭に廃絶したことが推測され 極めて短時間しか存在していなかったことが窺

える。この下は地山であるが，一部に風化・酸化した問層である 5g層がみられる。基本的に 5層は，

他所から持ち込まれた客土であると考えられる。

(1) 上層面の遺構

5 a層上に掘り込まれた遺構(上層面の遺構)には，絵冨面(1)と位置が一致する建物跡SB1.2・

3のほか近代まで使用されたと考えられる石組の溝SD1および長崎奉行所との境目となる石彊1・

2などがある。建物跡は上面が削平されていたため礎石は残存しなかったが，柱穴と栗石のみ確認さ

れた。主要な柱間は一間二六尺五寸(約188cm) と推測される。溝SD1は敷地中央を東西に横断す

るもので，北側の崖からの湧水を排水する役割であったと考えられる。石垣1の位置も絵図面と一致

するが，裏込めの状況から積み替えが行われたと考えられ古いものを石垣2とした。

(2) 中層面の遺構

5 e . d層上につくられた遺構を中層面の遺構とした。主な遺構には 5e層上に盛り土した基壇お

よびその上の建物跡SB 4，基壇の側面の石組み側溝SD 5 ，井戸 SE4~7 などがある。基壇上の

建物跡SB4は二間×一関の小規模な堀建柱建物で，一関は六尺五寸と考えられる。基壇の上面は，

地山の土を貼って整地が行われており 基壇の周囲にも玉砂利を敷くなど手が込んで、いる。規模から

考えると嗣などの性格が推測される。基壇土および5e層に含まれる遺物の年代と覆土の 5a ~ c層

8 



に含まれる遺物の年代の下限は共に18世紀初頭頃と考えられ，極めて短期間しか存在し得なかったと

推測される。また，同じ面にありながらやや早い時期に廃絶したと考えられる遺構として，建物跡S

B 5，井戸SE3などがある。 SB5は二関×三時の掘立柱建物であるが，柱穴内の遺物の年代下限

は17世紀後半代と考えられる。 SE3は，基壇に伴う側溝SD5や玉砂利敷きによって鹿絶したと考

えられる。しかし共に，廃絶年代は18世紀初頭頃と考えられ，基壇やSB4の短命さを際立たせてい

る。これらが，岩原日付屋敷の創建時の遺構であるのか，初期の長崎奉行所に関係する遺構であるの

かについては今後の検討が必要であろう。

(3) 下層面の遺構

地山上に堀り込まれた石組み遺構SX2がある。出土遺物から17世紀初頭頃に廃絶したと考えられ

る。勝山町遺跡(2)の教会期の遺構に類例がみられる。貯水槽あるいは地下室であろうか。

註(1)r岩原日付屋敷j県立長崎図書館蔵。長崎県文化財報告書第131集 (2000)掲載。
(2) r勝山町遺跡j長崎市教育委員会 2003 

遺構番号 掘り込み面 イ結 考 年 イ℃ 申昌

SXl 地山 長さ約 5m，I隔約3.4m，深さ約1.5mのこ仁抗 18C 宇刀E頁以、~~

SX3 SDl上 SD 1に伴う方形のアマカワ遺構 18C初頭以降~近代

sx4 地山 遺構内南側には板状の木材が，北側には階段のような設が一段ある 18C初頭以降

SX5 地山 長さ約 5m，幅約3.2m，深さ約1.6mの土抗 18C初頭以降

SX6 池山 長さ約4m，幅約2.8m，深さ約1.3mの土抗 18C初頭以降

sx8 地山 18C初頭以降

SDl 地山 18C初頭以降~近代

SD2 地山 区画・排水を巨的とする 18C初頭以降

SD3 地 JlI 幅約35cm，深さ約10cmの素堀りの溝 18C初頭以降

SD4 地山 18C初頭以降

SD7 池山 区商・排水を巨的とする 18C初頭以降

SD8 地山 区岡・排水を目的とする 18C初頭以降

SD9 5b層 18C初頭以降

SDIO 岩原 SDllと裏込めを共有する 18C初頭以降

SDll 岩原 SDI0と畏込めを共有する 18C初頭以降

SD12 地山 区画・排水を B的とする 18C初頭以降

SVl ~ 3 地山 18C初頭以降

石指 1 5c層 18C初頭以降

石短 2 5c層 石垣 1に切られる形で裏込だけが存在 18C初頭以降

SE 1 地山 素振りの円形井戸 18C初頭以降

SE2 4層 石積みの円形井戸 18C初頭以降

SKl 主主IU 18C初頭以降

SK2 地山 18C初頭以降

SK3 地山 18C初頭以降

SK4 地山 18C初頭以降

SK5 地山 18C初頭以降

SK6 地山 18C初頭以降

SK 7 地山 18C初頭以降

SK8 5層 18C初頭以降

SK9 5層 18C初頭以降

SKI0 5a層 18C初頭以降

SKll らc層 18C初頭以降

SK12 5c層 18C初頭以降

SK15 岩原 18C初頭以降
SBl-l ~1-7 5c層 柱間195cm(6尺 5寸)の同一建物 18C初頭以降

SBl-8~1-23 5b層 柱関195cm(6尺 5寸)の同建物 18C初頭以降

SB2-1~2-5 5c層 柱関195cm(6尺 5寸)の同一建物 18C初頭以降
SB3-1 ~3-7 5c層 柱間195cm(6尺 5寸)の同一建物 18C初頭以降
ピット 1~5 5c層 18C初頭以降
ピット 6~9 5層 18C初頭以降

第2表岩原巨付屋敷跡上層面遺構一覧表
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遺構番号 掘り込み面 イ帯? 考 年 代 中高

SX7 SB4基培土 埋込み棄 17C中-18C初頭

SX9 池山 17C中-18C才'7]l!頁
SA1-1 地山 基壇に伴う遺構 17C r:p-18C初頭
SAl-2 地山 基壇に伴う遺構 17C中-18C初頭
SAl-3 地山 基培にf半う遺構 17C中-18C初頭
SAl-4 地山 基壇に伴う遺構 17C中-18C初頭
SAl-5 地山 基壇に伴う遺構 17C中-18C才WJi頁
SAl-6 地山 基士宮に伴う遺構 17C中-18C初頭
SAl-7 地山 基壇に伴う遺構 17C中-18C初頭
SAl-8 地山 基壇に伴う遺構 17C中-18C初頭

SD5 5e層 基壌にf半う遺矯 17C中-18C初頭
SD6 5e層 17C中-18C初頭

SD13 5b層 埋土内遺物は18C初頭 17C中-18C初頭
SV4 5e層 17C中-18C初頭

SV5 5e層 17C中-18C初頭

SV6 5e層 17C中-18C初頭
SE3 地山 基壌上遺構造成時に埋められた 17C中-18C初頭

SE4 5b層 捜二七内造物は17C後-18C初頭 17C中-18C初頭

SE5 5b層 基壇に伴う遺構埋土内遺物は18C初頭 17C中-18C初頭
SE6 地山 遺物は17世紀後半 17C中-18C初頭
SE7 地山 17C中-18C初頭

SK13 地山 17C中-18C初頭
SK14 主II山 SK内壌土内遺物は17C後 SB 5に伴う遺構 17C中-18C初頭
SK16 地山 17C中-18C初頭

SK17 地山 17C中-18C初頭
SK18 地山 17C中-18C初頭
SK19 地山 17C中-18C初頭

SK20 地山 17C中-18C初頭

SK21 池山 17C中-18C初頭
SK22 地山 17C中-18C初頭

SK23 地山 17C中-18C初頭
SB4圭主士事 SB4基士宮土 5e層上の土を盛り造られた基培。酋側に赤土を貼り，東側に建物(SB4)が建つ 18C初頭まで存続
SB4-1 SB4基壇こと 一関×一間の建物桁行の柱跨l土39Ocm(l3尺)，梁行の柱間は195cm(6尺5寸) 18c初頭まで存続
SB4-2 SB4~走壇土 一同×一間の建物桁行の柱間は390cm(13尺)，梁行の柱関は195cm(6尺5寸) 18C初頭まで存続
SB4-3 SB4基士宮土 一間× 筒の建物桁行の柱問は390cm(l3尺)，梁行の枝問は195cm(6尺5寸) 18C初頭まで存続
SB4-4 SB4基壇土 一向×一間の建物続行の柱間は390cm(13尺)，梁行の柱筒は195cm(6尺5す) 18C初頭まで存続
SB4-5 SB4基壇土 一向×一関の建物桁行の柱間は390cm(13尺)，梁行の柱問は195cm(6尺5寸) 18C初頭まで存続
SB4-6 SB4塁走士宮土 一向×一間の建物桁11'の柱関は39Ocm(l3尺)，梁行の柱隠は195cm(6尺5寸) 18C初頭まで存続
SB4→7 SB4基壌土 18C初頭まで存続
SB4-8 SB4基壇土 18C初頭まで存続
SB4-9 SB4碁壇土 18C初頭まで存続
SB4-1O SB4基ま富士 18C初頭まで存続
SB5-1 地山 一間×二関の建物柱間は210cm(7尺)ピット内遺物17C後 18C初頭まで存続
SB5-2 地山 一間×ニ間の建物柱関は210cm(7尺)ピット内遺物17C後 18C初頭まで存続
SB5-3 池山 一間×二関の建物柱関は210cm(7尺) 18C初頭まで存続
SB5-4 地山 一向×一陽の建物柱間は210cm(7尺)ピット内遺物17C後 18C初頭まで存続
SB5-5 地山 一時×二関の建物柱聞は210cm(7尺)ピット内遺物17C前 18C初頭まで存続
SB5-6 地l勾 一馬×二潤の建物柱間は210cm(7尺)ピット内遺物17C後 18C初頭まで存続
SB5-7 地山 一間×ニ問の建物柱聞は210cm(7尺) 18c初頭まで存続
SB5-8 地山 一間×ニ間の建物柱間は210cm(7尺) 18C初頭まで存続
SB5-9 地山 一向×一間の建物柱聞は210cm(7尺) 18C初頭まで存続
SB5-10 地山 一間×一間の建物柱間は210cm(7尺)ピット内遺物17C後 18C初頭まで存続
ピット10 地山 ピット内遺物17C前 17C中-18C初頭
ピット14 地山 17C中-18C宇刀E頁
ピット15 地山 17C中-18C宇刀E頁
ピット16 地山 17C中-18C初頭
ピット18 地山 17C中-18c才'7]l!頁
ピット20 地山 17C目時 17C中-18C初頭
ピット21 地山 17C 1変 17C中-18C初頭
ピット22 地山 17C中-18C初頭
ピット23 主主IlJ 17C中-18C宇刀E頁
ピット24 地山 17C 中-18C宇刀E頁
ピット25 地山 17C中-18C初頭
ピット26 地山 17C中-18C才'7]l!頁
ピット27 地山 17C中-18C才'7]l!長
ピット28 地山 17C中-18C初頭
ピット29 地山 17C 中-18c宇刀E頁
ピット30 地山 17C 中-18C宇刀E頁
ピット31 地山 17C中-18C初頭
sx2 地山 地下室遺構か 出土遺物は慶長年間 ※下層面遺構

第3表岩原目付屋敷跡中・下層面遺構一覧表
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石垣1北側!断面図⑬

t諸褐結質土(10YR3I4)(出層)炭化物を含む、之ぷし大の撲を多く含む。

2碕得結貿土(10YR3I4)(5b屑)筆径2-3om程度の小さな穫を含む。

3結縄粘質土(10RY3I3)信b肩)之ぷし大の穫を多量に含む。

4陪褐粕貿土(10YA3l3)(5c層)直後2-3om程度の貧色いプロックを含む.

6褐給貿土(10YA4I4)(00層)縮かい治山ブロックを含む。

6黒領結貿土(10YA3I2)(5c層)直径2-3omの鎗山ブロ2クを含む。

7にぷい貧縄結寅土(10YR5f4)石垣1の裏込め。人頭大の直撃で偶成されておりそのすさまの士。
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第3章出土遺物

調査によって出土した遺物はパンコンテナにして長崎奉行所300籍，岩原目付屋敷跡200箱，炉粕町

遺跡、100箱で合計680箱に達した。限られた紙面で報告するにあたり，以下の基準にしたがって遺物を

抽出した。極力データ提示に努め，内容については表で提示し，様相のみ文章で記したい。

①遺構から出土し，年代及びその時代の様相を反映したもの。

②遺物包含層から出土し，今後研究の対象となる価値を有するもの。

③その他，稀少な資料で研究の対象となるものO

( 1 ) 土器・陶磁器

土器・陶磁器については 三つの遺跡において生活面の変遷が上・中・下とおよそ共通して捉えら

れており，これに従ってまとめて概観してみたい。なお，該当期の資料で二次的に上層から出土した

ものについても，理解の範囲でもとの時期に戻して触れるものとする。

①下層面

下層面の遺構から出土した土器・陶磁器は，国産では肥前陶磁(唐津・初期伊万里)，瓦質土器・

土師質土器，貿易問磁では中昌産青花・色絵・三彩 ベトナム産焼締陶器 タイ産四耳壷などがある。

稀少な資料としては，瓦質のクンディ (405)や増禍に使用された焼き締め小杯 (596)などがある。

②中層面

中層面を代表する一括廃棄資料としては，炉粕町遺跡SD1がある。全体的には肥前掬磁が圧倒的

に多い。二彩の壷や大形の鉢などもみられる。貿易陶磁としては，中菌産の青花・自磁壷(安平壷)・

朱泥茶壷・焼締壷，ベトナム産鉄絵碗・焼締壷などがある。また，岩原目付屋敷跡の第5層からも充

実した遺物が出土している。ほほ同様の出土傾向を示すが稀少なものとしてミャンマー産黒稲壷

(766)などもみられる。

③上層面

上層面を代表する一括廃棄資料は長崎奉行所のSD1である。主体は肥前陶磁で，染付にはくらわ

んか手に加え広東碗や線描きの清朝風のものもみられる。国産のものとしては，中層ではみられなかっ

た京焼 (313)や萩焼 (78)，関西系 (304) と考えられるものなど広範囲の産地のものが一定量みら

れるのが特色である。産地の不明な練り込み手の灰落し (202)なども注目される。貿易陶磁として

は清朝磁器が多く，景徳鎮で西洋向けに焼かれた洋食器類 (378)やガーニチュア (379)などが自立

つO また，煎茶具と考えられる徳化窯系の小杯 (307) もある。

④まとめ

膨大な出土遺物から遺跡の性格を示す傾向を抽出することは，困難な作業である。出土遺物は破片

であっても完形品と同じ価値を持っており，図化に努めるだけでは肝心なところを見落とす可能性が

大きいのである。したがって，土器・胸磁器のまとめとしては，遺構面単位で未図化の資料も念頭に

置きながら考えてみたい。

下層出土の遺物は，貿易陶磁と肥前陶磁が主体であり，大村町(万才町・県1995)など長崎市街の

近世遺跡の下層 (16世紀後半~17世紀初頭)出土の資料と共通するものが多く，この時期には付近が

利用されていたことが判る。出土遺物には東南アジア産のものも含まれており，南蛮貿易を反映して

1
1ム

円

L



いると考えられる。文献史は，付近に山のサンタマリアとよばれる聖堂があったとするが，出土した

土器や陶磁器は時期的には合うものの，これに直接結びっくかどうかは現時点では判断が難しい。

さらに多角的な視点から追求していく必要があろう。

中層出土の遺物は，長崎奉行所の初期段階で使用された土器・胸磁器ということになるが，肥前掬

磁が日常的な生活で主体的に使用されたことが窺える。規格のそろったものが多くみられ，奉行所で

まとめて注文するようなことが行われていたのかもしれない。磁器類には海外輸出向けと共通するも

の多く，当時としては国内で未だそれほど多くない大口の購入先であったのかもしれない。また加え

て貿易品の碗・皿や容器が散見され，このあたりに海外貿易を管理する長崎奉行所らしさが表れてい

るようである。中層の遺物の年代の下限は，文献記録から1710年代後半と考えられ，実年代のわかる

貴重な資料ということができるが，代表的な遺構である炉粕町遺跡SD1の土器・陶磁器をカウント

した結果は以下のようなものであった。

遺物総数 4，400点

{内訳}国産磁器2，457点 (55%)，国産陶器・土器1，809点 (42%)，貿易陶磁器134点 (3%) 

国産磁器(実質的には肥前磁器)の内訳は染付が最も多く 8割を占め，以下は白磁，青磁，色絵の

順となる。全体的に小碗・皿の規格品が多いのが特徴であるが，アルパレロ形壷やクンデイ，見込雲

竜荒磯文鉢・碗や瑠璃粕，色絵製品などの海外輪出向け製品が散見されることは興味深い。海外輸出

向け製品が長崎では一定量，使用されたことを窺わせる資料であると言えよう。国産陶器も規格品が

多くみられ，碗・毘ではとくに京焼風陶器が多く，内野山窯系の緑柏・灰軸陶器，刷毛目陶器の順に

続く。また大形の鉢や査には鉄紬に加えて二彩手が多くみられる。以上から当時の食器セットを推測

すると，碗・血類には染付と掬器が詰抗し，聾・壷・鉢類にはこ彩手を含む陶器という組み合わせが

考えられる。全般的に規格の揃ったものが多く，おそらく一体的に注文されたのであろう。

上層出土の遺物は，国産の陶磁器が大量生産されるようになった時期であり，安価な「くらわんか

手Jが多くみられる。奉行所においてもこのような安価な器が多く使用されていたことは意外である

が，これはSD1が長屋の建て替えに伴うことに起居するのであろうか。 SD1出土の遺物は膨大で、

あり，カウントの困難さから胸磁組成を明らかにすることができなかったが，印象としては炉粕町S

D1に較べて陶器の碗・皿は少なく，代わりに遠隔地の製品が散見されるという状況が窺える。また

景徳鎮系洋食器や煎茶具が一定量みられることは，食生活の洋風化や清朝風俗の流行を示していると

考えられる。供伴したワインボトルなどと含め，出島や唐人屋敷との密接なつながりが推測されよう。

なお，復元される文化年間の長崎奉行所で使われた土器や陶磁器は，近代の大きな撹乱によって良

好な状態では確認することができなかった。わずかに一部確認した資料をみると，肥前陶磁に混じっ

て瀬戸窯製品 (394~398) がまとまって出土しており，注呂される。

全ての時期を通していえることは，長崎奉行所ということでイメージされる「驚くような名品jは

比較的少なく，町屋と比較しでも総じて平均的な陶磁器が多く出土しているということであろう。た

だし，中国や東南アジア製品がいずれの時期も一定量含まれる点などに，特色があるということがで

きる。今後の課題としては，例えば煎茶具など機能別に検討を行い，より具体的な評価を行う必要が

あると考えられる (jll口)。
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第18図 長崎奉行所跡上層面出土遺物実測図④(1 /3) 
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番号 遺物名称 1>く・遺構・!吾 Iコf圭(cm) 底径(c皿〉 苦吾I吉:;(co1) 生 F荘地 f市f 考

1 芽主f寸砂五 SD 1 9.4 3.3 4.7 長与黛

2 芽主付1涜 SD 1 9.2 4.2 4.6 長与窯

3 奨主f寸E宛 SD 1 10 4 5.'1 長与窯

4 染 Hl苑 SD 1 10.8 4.2 5 長与窯

5 !1~1、j 荷量 SD 1 9.6 4 5.4 波 I!i.見系
6 染れj碗 SD 1 10 4 4.4 波 Iti.見系
7 染 f寸碗 SD 1 10.5 4 5 波佐見系

8 染f..f碗 SD 1 12 4 5.2 月E!HiJ i青車!Il}Jr，l
9 染付碗 SD 1 9.8 3.4 5.2 月巴HIJ 1青草月I!lll
10 染付碗 SD 1 9.8 4 6 月巴目iJ i青宇且J!lll
11 染付碗 SD 1 12 4 5.4 11巴吉守 z青草月嵐L
12 染付税I SD 1 12.3 7 7.2 月白古昔 広東碗

13 染 f寸碗 SD 1 10.8 6.1 5.9 胞がJ 広東碗

14 染 f寸1施 SD 1 9.8 5 4.8 }旭前 ィ青草月E正
15 染付碗 SD 1 10 3.8 5.2 肥前

16 染イ寸碗 SD 1 12 5 7.2 !J~前
17 染 f寸碗 SD 1 11 4.6 6 月巴目。

18 染付碗 SD 1 11. 3 4.4 10 丹巴HIJ
19 発~1寸静包 SD 1 8 4 7 E巴Hll
20 長主f寸E宛 SD 1 8.4 3.8 6.2 月巴HIJ
21 !1HJ童三 SD 1 7 2.4 ff~M 
22 !1~'H/J、静五 SD 1 7.5 4.8 5.8 ff~1ìíJ 

23 !1Hサノj、干不 SD 1 6.4 /1. 9 6.2 ffl'l1iiJ 
24 色絵ノj、杯 SD 1 6 2.4 3.8 月巴HIJ
25 染付小杯 SD 1 6 4 5.8 月巴商J
26 認さf寸ノI、宇不 SD 1 5.'I 3.3 4.8 !J~古IÎi

27 染{寸JIlL SD 1 12 6 3 !J巴古昔

28 室主 SD 1 5 1 京? 香合?

29 染[寸叢 SD 1 5 1.4 月巴前

30 芽さイ寸llIL SD 1 10 6 2.4 !J~古昔

31 染付皿 SD 1 14 9.8 '1 月巴HIJ
32 奨主fすlIlL SD 1 9.6 6 2 月間削

33 染f寸皿 SD 1 12 6.2 2.8 月巴HIJ
34 !1~1寸lIlL SD 1 14 8 4 月巴円IJ
35 持主f寸lIlL SD 1 13.4 8 4 E巴HIJ
36 !1~1、J'll且 SD 1 9.4 8.，1 4 月巴HIJ
37 !1主f、J'll且 SD 1 15 9 5.4 ffl'lM 
38 当主HlIlL SD 1 8.2 4.8 2 nl'lM 開Ut氏ず邑3り
39 男主1.J'1l江 SD 1 13 7 3 H巴HiJ 波佐見系

40 !1主Nll立 SD 1 12.1 11.3 4 月巴HiJ 波佐見系

41 青磁皿1 SD 1 12 5 3 月巴HiJ
42 染付鉢 SD 1 15 9 5.3 月巴HIJ
43 染付鉢 SD 1 14.2 8.4 4.1 刃包HIJ
44 l;oJ苦吾lllL SD 1 12 5 3.8 月巴古昔 席目08E1
45 D<ofl由F釘苦吾 SD 1 5.8 昌司I国? 灰落?

46 染付室歪 SD 1 17.8 2.8 11巴古rII
47 染付鉢 SD 1 23.8 13.8 8.4 !J也古Ir

48 染付IIIL SD 1 31 19.4 5.6 }出白rII
49 芽主fすIlJL SD 1 23 14.6 3.8 !J包両Ij
50 青磁染イ寸鉢 SD 1 25 9.8 8 肥前 外青. 1湯刻
51 染付葉 SD 1 日 5 月目前

52 陶器葉 SD 1 8 4 1肥前
盟事事制昔主イE乞ι一7陽一杉一ナ刻丁一ち53 芽主イ寸lIlL SD 1 29 17 6 月巴古昔

5，1 染 f寸皿 SD 1 29 20 7 Jl~ Jl1J 
55 灯時月皿 SD 1 7 3.6 7 見巴古甘

56 灯時月皿 SD 1 5.4 4 6.4 !J~Jl1J 
57 灯明皿 SD 1 6 4 7 月BHi1
58 灯明皿 SD 1 日 4 5.，1 

月H月河巴E巴巴官育古首可可苛I Ii 品江E江
59 J:T1j耳lIlL SD 1 6.2 3 2.2 
60 白E宣言寸、llIl SD 1 5 1.2 1.6 
61 自F主主ノJ、E立 SD 1 5 2.2 1. '1 
62 白磁皿 SD 1 10 3 3 月巴丹11
63 干易事由lIlL SD 1 9.2 4 3 月巴同11
64 粉彩皿 SD 1 11 6.2 2.6 中国 「大i青砲を年製」銘
65 染付鉢 SD 1 16.4 6 7 H 巴目IJ
66 染付鉢 SD 1 16 6 7.4 Jll'l1iiJ 

67 染付鉢 SD 1 16 6 8.2 E巴削
68 自磁小杯 SD 1 6 4 4.6 長与窯

69 染 f寸蓋 SD 1 9.8 3 月旭日IJ
70 染付蓋 SD 1 10.8 2.6 E巴HIJ
71 当主 、「主主主 SD 1 10 3.2 フ11内
72 白磁主ノj、干不 SD 1 6 2.6 4 担比~吉言

73 染付開1付碗 SD 1 7.'1 2.6 5.6 担巴直言

74 褐璃fI碗 SD 1 9.8 5 6.8 月巴首首 灰ー務
75 i淘胎染f寸碗 SD 1 9.'1 4.8 7 月巴首甘

76 青磁火入 SD 1 10.4 6.2 7.3 !J巴古昔

77 青磁火入 SD 1 10.7 6.3 8 !J巴両首

78 巨勾苦i'fTI宛 SD 1 11. 6 4.6 6.2 萩

79 褐利!碗 SD 1 8 3.6 5.8 萩? "市山」銘
80 陶器碗 SD 1 5 萩

81 陶器碗 SD 1 4 萩

82 鉄恭h以吹 SD 1 4.5 5.1 7.4 JY~務bf=笹文;
83 鉄秘灰q欠 SD 1 5 伊三希bf=主壬支ご
8'1 青こ硲主m~1ミJïí\本 SD 1 24.4 9.6 14 月巴日IJ
85 陶器碗 SD 1 14 5 6.6 主将;

86 色絵碗 SD 1 11. 6 3.2 4.'1 万ミワ

87 ま車ィ昆*-;，人 SD 1 9.6 9.4 B 
88 練混')(入 SD 1 10.6 「私E平Eは1J"れ
89 染 f寸;煙管 SD 1 H巴目IJ
90 染 f寸;煙管 SD 1 且巴四J
91 染付煙管 SD 1 且巴即J
92 染付煙管 SD 1 E巴HIJ
93 染付;煙筒= SD 1 !J~1ìíJ 

94 染付;煙管 SD 1 自巴HIJ
95 染付水滴 SD 1 2 H巴直言
96 染 f寸水滴 SD 1 2.2 月巴H1J
97 育三.1.主芽主イ寸4、千不 SD1 7 3.4 4 中国

98 染付小杯、 SD 1 8.6 3 5.4 中国 徳化窯?

99 手子夜主芽主イ寸ノj、干不 SD 1 7.2 3.2 4 中国

100 芳Oliif.染1.J小杯 SD 1 7 3.2 4 中国

第4表出土陶磁器一覧表①
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話エ号 遺物名称 区・ 3室f蒔・ 1吉 口f歪(cm) 底径(cm) 器局 (cm) 生産地 l'甫 考

101 青花ノj、杯 SD 1 .1ニ1需 5.8 中国

102 ，分*3/J、事不 SD 1.1二Ii'!l 3.6 中国 外出菟

103 青干E小杯 SD 1.1二1吾 2.4 中国 カッフ。

104 干局飛1]主立 SD 1.1二f冒 16.8 (14) 中国 吉邑日夕タキ

105 1ニ幸引昌一f持 SD 1上層 (20) (19) 日本 把手カップ

106 1奇宰~主主 SD 1.1二層 6.8 中国 外商ピンク

107 青花把手 SD 1_1:.1言 中国 把手付瓶?

108 干局瑞b主主 SD 1 __I:-.!冒 (18) 中国 主主作り. 1湯刻
109 染付碗 SD 1中層 9.6 4.4 4.8 長与窯 重網目:文

110 染 fぜ碗 SD 1中層 8.9 3.8 '1. 8 長与窯 重網目:文

111 j;j~d寸1苑 SD 1中 1者 10 3.8 5.2 長与窯 重網目文

112 染付碗 SD 1中 1醤 9.4 3.6 5 長与窯 重網目文

113 染付碗 SD 1中 1爵 10 3.8 5.2 Jll'!古昔 印半u-c菊花文
114 染付碗 SD 1中層 日 4 4.8 長与窯 "n半u'Z"梨花文
115 染付碗 SD 1中1再 10.2 4 5.4 長与窯 印半日 c来月E文
116 染 i寸碗 SD 1中1再 9.6 4 5 長与芸者 印判じ菊花文

117 芽さ{寸E宛 SD 1中層 9 4 4.8 長与黛 印判じ菊花文

118 染付椀 SD 1中層 10.4 4.4 4.8 長与窯 r:on半日仁花文
119 芽さ1.J'lj宛 SD 1中層 9 4 5.2 長与窯 印判 c花文
120 昇左f寸E宛 SD 1中層 9.4 4 5 長与窯 正11判で花文
121 祭主f、H宛 SD 1中層 9.8 4 5 長与窯 印半世で龍文

122 M主1H宛 SD 1中層 9.4 '1 5.2 B巴悶1]
123 染十j碗 SD 1中層 9.8 5.2 5.2 月巴回U

124 染付碗 SD 1中層 8.2 2.4 6 H巴HIJ
125 !:lH寸石宛 SD 1中層 10 3.4 5.4 H巴符I}
126 染 fす碗 SD 1中層 9.6 3.6 5.4 Re!M 
127 染付碗 SD 1中f再 9.8 3.3 '1. 9 且巴吉右 菊苦文らし文

128 染 f寸碗 SD 1中}再 10.2 3.8 5 H巴吉右 菊散らし文

129 染付碗 SD 1中層 9 4.4 5 月巴古昔 f山芝祝字文
130 芽さf寸在宛 SD 1中1吾 7 3 4 E巴古在 f山芝祝字文
131 芽主f寸R完 SD 1中層 10 3.6 6 Jl巴白首

132 芽さf寸R宛 SD 1中層 10.8 4.2 6 Jl巴II首
133 話主イ寸静E SD 1中1百 10.'1 3.8 5 月巴両註

13'1 色手会R宛 SD 1中層 7.2 2.8 4 Jl巴目。

135 芽ミfすR宛 SD 1中層 10 4.2 5.8 JlI'!W1 

136 M主HR宛 SD 1中層 9.8 3.4 5.4 月巴符I}

1111433390~|l 染染色色付絵絵1~碗碗小筒塑折、lR宛
SD 1中層 8.2 ，1.4 7.4 月巴円リ
SD 1中層 B 3 5.5 月巴円1]

SD 1中層 4 2.8 2.8 月巴円1]

SD1中層 1l.4 6 6.6 月巴ロリ 広東碗

141 j;j~1.n宛 SD 1中層 11 4.8 6.4 月巴陪リ

142 j;j~NlIß. SD 1中層 12.8 5.6 2.6 長与窯

143 j;j~f>J'lIß. SD 1中層 12.8 5 3.2 長与窯

144 j;j主f寸lIs. SD 1中層 12.6 5.2 3 長与窯

145 主主主f寸血1 SD 1中層 12.6 5.4 3 長与窯

146 染 f寸血1 SD 1中層 13 7.4 〆i 月巴日U
147 染 f寸llIL SD 1中層 12.4 7 3.6 見巴HI}

148 染 f寸血1 SD 1中層 13.4 6.6 3 月巴日り

149 染 f寸IIIL SD 1中}醤 13.4 8.5 3.4 H也記I
150 染 f寸J1JL SD 1中}詳 14 8.5 '1. 2 H巴HiJ
151 芽さ{寸J1JL SD 1中}吾 12 5.8 2.4 H巴詰在
152 染イすll1L SD 1中1再 9.4 6.8 l.6 H巴古昔
153 色手会11IL SD 1中f吾 10.8 5.2 2 E巴古昔 場ミif¥i主

154 白夜主4、J1JL SD 1中1 5.4 2.8 l.6 自白直立 4江E立
155 染付葺喜一 SD 1中 10 3 月巴古昔

156 染付叢 SD 1中 9 2.4 }jl'!両首

157 染付叢 SD 1中 10.6 2.6 月巴古昔

158 芽主1>:1妻王

SD LLL1 ヱ1史中主EEEE層Z Z 1 
11 4 }j巴H在

159 芽さf寸葉三 SD 10 3 Jl巴古昔

160 

霊童
SD 9.8 2.8 Jl巴両首

161 SD 8.2 3.3 Jl巴古昔

162 SD 1中層 12 6 7 Jl巴白首

163 SD 1中層 1l. 6 6 6.8 月巴HIJ
164 SD 1中層 11 3.8 長与窯

165 SD 1中層 12 6.6 6 長与窯

166 j;jH~ 重量 SD 1中層 6 1 月巴符リ

167 MH~ 主主 SD 1中層 16 5 7.2 月EHi1
168 j;jH.J銃三 SD 1中層 (17) (8.5) (11.2) 

聾仁169 j;jH~，í'1三 SD1中層 16 7 8.2 
170 染 N蓋 SD1中層 4 I 
171 j;jH寸長宇 SD 1中層 (15) (9 ) (9.8) 月巴円1I

172 E留王肖I由主量 SD 1中層
173 染付鉢 SD 1中層 (19.4) (10) 6.8 

1H月E巴巴官藍古苛昔
中島平E. 主HTち

174 染[寸鉢 日D1中層 15.4 9.8 5 
175 自1滋基本 SD 1中層 16 9.8 5.4 
176 千nt主4、J1JL SD 1中層 8.8 6.4 2 長与窯

177 f三ili主主ノj、111L SD 1中層 8.2 3.6 2.4 長与窯

178 ドlli:tt/j、J1JL SD 1中1者 8 4 3 長与窯

179 内結主ノj、JIIL SD 1中1醤 8 3 3.4 長与窯

180 色幸会1ム童反具 SD 1中f酉 6 3.8 6 H巴日リ
181 ?局i'lh1E入 SD 1中!語 11 月也前

182 色絵葉 SD 1中!再 5.8 2 月巴耳目

183 芽主f寸JIJl SD 1中層 21. 2 10.8 4.5 長与空

18'1 染付有頚査 SD 1中F吾 2 7 13 Z巴昔(iJ

185 染 f寸有頚壷 SD 1中層 1.4 月巴古右

186 染付有頚盟 SD 1中層 1.8 月巴古訂

187 染付火入 SD 1中層 8 6 6 
188 鉄絵碗 SD 1中層 9.3 3.8 6 f口非主
189 IY司 IJ火入 SD 1中層 10 4.8 5.5 
190 J:J.:.紬火入 SD 1中層 7.8 4 5 
191 陶 H台染H碗 SD 1中層 11 4.6 6.8 
192 鉄絵火入 SD 1中層 10 5.8 6.8 
193 重苦;d~~Yc).、 SD 1中層 7.2 3.8 5 
194 M~HlIß. SD 1中l吉 (12.8) 3.4 長与窯

195 鉄絵蓋 SD 1中層 6.2 4 
196 鉄絵皿 SD 1中層 '1. 2 月四日iT?

197 白恭h歪王 SD 1中層 8.4 '1. 2 2.2 
198 色絵碗 SD 1中層 1l. 8 3.8 4.2 五ミ?
199 ，rT，x主も SD 1中層 3.2 3.6 4.4 
200 1:j'f珂血1 SD 1中層 7 4 7.2 

第5表 出土陶磁器一覧表②
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番号 遺物名称 区ー遺構・ 1醤 口径(cm) 1民主主(cm) 吉幸i奇 (cm) 生産地 官需 考

201 主]司月E且 SO 1中 f吾 5.4 3.8 7.2 月巴伺リ

202 乙I<_;!、 SO 1中層 (10) (10.2) (8.8) 4車1昆予
203 手f平E会主 SO 1中層 (17.4) (8.8) (8.7) 中医l
204 青花色絵杯 SO 1中層 8.2 3.8 5.2 中国

205 青花色絵杯 SO 1中層 8.4 3.8 5.1 中国

206 青花色絵杯 SO 1中層 4 中 i玉i
207 青花色絵杯 SO 1中層 8 3.8 5.2 中国

208 青花色絵杯 SO 1中層 8.8 3.2 5.2 中厨

209 !1主1>:1穆主 SO 1中層 10.4 4.2 4.6 月巴白首

210 !1H>:I布五 SO 1中層 9.5 3.8 4.8 月巴両首

211 !1H>t静宣 SO 1中層 10 4.2 5 長与黛 正JJ芋Ij
212 !1主1J SO 1ヰコ尾量 9.7 4 5.2 長与窯 F-n半自
213 当主1J SO 1中層 10 4 5 月巴目。 ノ'¥.'.1'.1紋

214 染 f>:l SO 1中 F吾 10 4 4.8 月巴問。 牡丹唐早文

215 染 1>:1 SO 1中 F吾 9.2 3.2 5.2 月巴目。 八卦文

216 筒型 SO 1中}吾 8 6.4 6.6 nEll1J 
217 筒型 ミL SO 1中 F肩 7.4 4 6.6 nE目'J
218 筒型 SO 1中層 8.4 5 7 nE目。
219 筒型 SO 1中層 8 '1. 2 6 sl".lilJ 
220 白石慈寸、柄、 SO 1中層 5 3 3.6 月巴H<J

221 芽主f寸重本 SO 1中層 16 8 7.1 月巴百q

222 芽主f寸lIll SO 1中層 13.4 7.2 3.2 H巴両首 見込五弁花

223 持主イ寸lIll SO 1中層 13.6 7.4 4 H巴 ~t江 見占九五弁:rr.

224 !1主f寸lIll SO 1中層 10 6.6 3 月巴両首

225 白夜組Il SO 1中層 12 4.4 4 長与窯 由も百平由lまきや

226 染f-j煙管 SO 1中層 月巴古昔

227 fム車宜主主 SO 1中層 6.4 3.8 5.4 月巴古昔

228 染f-j蓋 SO 1中層 10.8 
229 鉄ー絵灰落 SO 1中層 5 笹文

230 鉄ー者会!反落 SO 1中層 4.2 笹文

231 主主絵U..:落 SO 1中層 4.8 笹文

232 鉄絵灰落 SO 1中層 4 笹文

233 鉄絵伊豆落 SO 1中層 5 
234 事宇d会灰7吾 SO 1中層 5 4.8 8.6 笹文

235 色長会針λ SO 1中層 (6.8) 中国 赤絵 c銭文
236 灰ヰ由碗 SO 1中層 10 3.8 5.8 月Eliリ 五ミ1J1iffJ正?
237 ヰ分*主H且 SO 1中層 9 寸τ医i

墨局墨j書書毛二 El. 蛇目玉flhはぎ

238 ゴ二苫吾lIll? SO 1中層
239 オ二宮吾IIIlワ SO 1中層
240 R勾昔岳lIll SO 1中層 (12) ('1 ) 4 月巴H<J

241 刷毛日鉢 SO 1中層 (22.8) (8 ) 9 
242 1;T司司lIll SO 1中層 6.4 8.4 IJI'o即J
243 JT仁I主本 SO 1中層 21. 8 9 11 H巴日<J

244 !1~1>:1'l!宛 SO 1 9 3.4 '1. 6 長ヲー窯

245 !1~f寸R宛 SO 1 9 3.8 '1. 6 長与窯

246 染 1J碗 SO 1 10.8 4.4 5.2 長与窯

247 !1tHli宛 SO 1 10 5 5.，1 長与窯

248 !1HJ静五 SO 1 9 4 '1. 8 長与窯

2，19 染 i.J碗 SO 1 9.8 4.2 4.8 長与窯

250 染付碗 SO 1 9.8 4.4 5 IJ巴詰首
251 染付碗 SO 1 10 4 5 日目古首

252 染付碗 SO 1 10 3.4 4.8 丹巴両首

253 染 f寸碗 SO 1 10 3.8 4.6 月巴古昔

254 染付碗 SO 1 10 4 5 月巴詰首

255 染付碗 SO 1 9.2 3.4 5.1 月巴古訂

256 染付碗 SO 1 9.8 4 5.4 月巴 H<J

257 染付碗 SO 1 8 3 5.2 月巴日U

258 奨さf寸務主 SO 1 7.8 3 5.9 月巴 HU

259 染付碗 SO 1 11. 2 月包 HU

260 染付碗 SO 1 11. 7 5 6.1 月E!HiJ

261 染付碗 SO 1 12 5.2 7 月思同日

262 芽主f寸在宛 SO 1 12 4.6 7 月思目。

263 染付碗 SO 1 9 3.5 5.2 月巴伊j

264 芽主f寸 SO 1 11. 4 5 6.1 月巴向日

265 持主{寸 SO 1 10.4 5.8 5.3 月目白日 広東椀

266 当主1>:1 SO 1 10 3.8 5.2 丹巴白日

267 持主付 SO 1 12 6 6.8 nEli日 Jl;.東碗

268 !1主f寸 SO 1 12 6.4 7 月Eliリ /];;耳切宛

269 持主1>:1荷主 SO 1 11. 2 6.8 6.2 耳Eliリ J1.:'茸主主宛

270 当主1>:1重本 SO 1 15.2 7 8 

271 青二五控室本 SO 1 7 4 6.2 
272 青白石設E宛 SO 1 11 5 5.7 
273 !1ミNlIll SO 1 月巴H<J IVOCJ i名
274 !1t'f.j-lIll SO 1 10 6 2.6 丹巴ロリ

275 !1tHlIll SO 1 10 6.6 2 HE!HiJ 

276 染 f寸皿 SO 1 13.6 11. 7 5 IJI'o日リ
277 染 f寸皿 SO 1 15 9 5 JJ巴日リ

278 染 f寸皿 SO 1 12.2 6.4 3 長与窯

279 染 f寸皿 SO 1 13 5.8 3.4 長与窯

280 染付皿 SO 1 12 4.2 3.8 波佐見窯

281 染付皿 SO 1 13 5 3.2 長与窯

282 ?昌寺由台? SO 1 
283 染付蓋 SO 1 9.6 3 
284 染付蓋 SO 1 9.6 3 
285 染付蓋 SO 1 12 4 
286 染 f寸蓋 SO 1 7 2.3 
287 白夜主i阻 SO 1 10.7 4 3 

288 白夜主lIll SO 1 12 4 4 長与窯 生也日干由は;ぎ

289 染付合子(身) SO 1 5 2.6 2.8 

I1 222999201 1|| RI白淘旬昔苦磁菩吾妻I筒iIE1 形碗
SO 1 3.4 主主1，}'/jilf，l，I表 j 悪書
SO 1 3.4 2.7 刷毛日

SO 1 7 3.3 5.2 

293 白磁小己主(身) SO 1 6.2 4.4 5.4 
294 白磁合子(身) SO 1 5 2.6 1.2 

295 青磁火入 SO 1 10 4 7 

296 Ð~荊11陶宮部宛 SO 1 10 5 6 
297 F勾昔号sIl SO 1 (13) (4.6) 3.6 現 JI住居 刷毛日

298 f了月月皿1 SO 1 8 3 2 

299 !1~HlIIl SO 1 (28.8) (18) (5 ) 

300 !1主1>1壬Tヲこ (量乞) SO 1 5 1 

第6表出土嗣磁器一覧表③
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番号 造物名称 区・遺構層 口径(cm) 底径(cm) 苦号高(cm) 生産地 脅首 考

301 染付皿 SD 1 16 9.4 3.4 月巴目1)

302 染、合子蓋 SD 1 4 0.8 月巴百リ

303 j二自li皿 SD 1 6 4 1 
304 五*干由萱萱 SD 1 16 再司E牙?
305 SD 1 30 18 5.4 B巴詰苛 l湯刻j
306 SD 1 8 万ミ?

307 器市 SD 1 8.4 3 5 徳化窯? 務司会 c文;今て(ひら古室な?)
308 ノj、f下 SD 1 8.8 3.4 5.2 f恵f七窯? 坊対会で文;才て(ひら古ぎな?)

309 ノj、十下 SD 1 8.8 3.8 5.2 徳化祭? 赤絵で文字(ひらがな?)

310 ノj、干不 SD 1 9 3.8 5.，1 徳化黛? 赤絵じ文字(ひらがな?)

311 4、干不 SD 1 8.8 3 5 徳化窯? 赤絵で文字(ひらがな?)

312 色訟E訴さf寸小杯 SD 1 3.4 徳化窯? 赤絵c文字(ひらがな?)
313 色絵角鉢 SD 1 13 12 2.4 ;京 平乞叫j}!lll，

314 繰り混み火入 SD 1 (10) (10) 9 灰洛にf吏用
315 色絵小杯 SD 1 7 2.8 4 中間

316 青花小杯 SD 1 8.4 4.6 5 中間

317 青花蓋 SD 1 6.2 2 中国
318 色*会小杯 SD 1 9 3 6 中匡l
319 青花小杯 SD 1 8 3.4 5 徳化窯?

320 色オ会小杯 SD 1 8.6 3.4 '1. 9 月巴白首?

321 青平E汽? SD 1 (4.4) 
322 青=干i':J也 SD 1 (15) 8.4 3.6 
323 青花餌入 SD 1 
324 白磁蓮華 SD 1 
325 土亙璃I1士百苦寺宣言 SD 1 3 ドイツ フレツヒエン系

326 染 1-J-li宛 正王1百 2 10 3.8 5.4 )J巴日リ
327 染1-1碗 主王1二百 2 10 4 5.6 )J巴HIJ

328 染 f寸碗 石垣 2 11 4.8 6.4 )J巴商T
329 染付碗 正王主主 2 11 3.8 4.9 月巴日1)

330 染付碗 石 1百 2 4 )J巴ロリ

331 
染染白付キ付由菱碗小安

石土頁 2 5 )J~日リ

332 正王主主主 2 (17.4) (3.4) 月巴目1)

333 石王百 3 8.4 3.6 5 月巴日切

334 F旬苦吾 右主頁 3 10 4.8 4.5 月巴~U
335 F勾苦号 正王主主 3 10.8 4 6.7 月巴.Fill

336 持主f寸 15:1:百 3 7 3.6 男巴古昔

337 白'l'I由 !苦号ゾぇ」入、 ;白主主 3 12 8 (7.4) 月間前

338 F旬晋吾 15王立 3 14 5 6 月目H甘
339 緑布告皿 正;:1:百 3 13 '1. 7 5.4 月巴両立 内野山系

340 

青鉄朱圭た執f磁泥会す1急J:旬4苦入須り号鉢JJII 

:;rcj恒 3 24.5 8 10 E巴古訂
341 平;:1:百 3 10 且巴T事j
342 手i:l:百 3 11. 6 6.8 7.8 月巴吉右「

343 正i珂 3 7 立輿窯

344 青平E鉢 石令指 3 15 7 7 中国

345 tI主イ寸敵E SK8 10 4 5 )J~吉右

346 当討す阪i SK8 10.2 〆i 5.6 月巴符IJ

347 主主主f寸静柱 SK8 9.5 4.3 4.8 長与窯

348 tI~'f寸Jl且 SK8 9.6 6 2.5 E巴阿羽
349 染付鉢 SK8 14 8.6 4.'1 )J巴HIJ

350 色絵叢 SK8 7.5 3.8 )J~ Jìí) 青手

351 繰り滋み火入 SK8 (1_Q) 
352 三青平日宛 SK8 9 3.6 5 中国

353 染付碗 SK78 8.2 3.6 5.6 月包ロリ

354 当主1-1./J、JIIl SK78 7 4 2 )J巴HI)

355 染付碗 SK9 日 4 5 )J巴目1)
356 染 1-1碗 SK9 10 3.4 5.6 )J巴目1)
357 染付碗 SK9 10 3.5 4.2 月呂田J
358 青花皿1 SK9 11.2 6 2.6 中間

359 青花園l SI<ζ9 11. 2 6 3 中医i
360 白磁壷? SK132 9 22 月巴日IJ

361 色絵陶器碗 SF王99 11.6 3 4.4 京?

362 染付皿 SK139 12.8 7.4 3 
363 陶器土瓶 SK139 10 5 13.5 葉径 8crn
36'1 陶器七瓶 SI'王139 10 6 12 幸手f歪8.2cm
365 芽さf寸務E SI'王139 9.5 4 4.6 
366 白磁査 SE8 7.5 中医l 安平軍

367 褐宰由宜 SE8 (13) 
368 Y十l-JI'，勾m主主主 SE8 22.2 10 12 月巴詰白

369 祭主{寸静江 SE8 10 3.8 5.4 )J~首官

370 訴さ{寸在吾71主玖I SE8 7 3 5.6 月巴古昔

371 持主1寸石宛 SE8 10 4 5 ハi内?
372 青花鉢 SE8 18 8 8 中国

373 青花鉢 SE8 19.6 8.4 8.5 中国 「ブζy青車乞PiÉ~三事'~J 韮白
374 青;ji':封、 SE8 17 8 8.4 中国

375 青干E鉢 SE8 19.6 7.8 8 中国 「大清乾隆年製」銘

376 青平E小 H二 SE8 6.5 2.5 4.7 中国

377 青干E小碗 SE8 8.4 4 5 中国

378 青平E室主 SE8 27 9.6 中国 チュリーン

379 青花筒形杯 SE8 6 3 9.8 中国 ガーチュア

380 青干E鉢 SE8 中国 スプJIIl

381 青 :(EJIII SE8 29 17 4.8 中国

382 Ji<'焼f凪L陶器椀 亙 .IV層 (10) (3.8) (4.4) )J阻剛 露 E合部に欽
383 ;京焼風陶器碗 m . IV!吾 (10) (4.2) (4.5) 月巴HIJ 露月台部t:::j!史
384 染 f<j亀形水滴 )J巴HI)

385 fii旬胎染f寸皿 11 3.4 )J巴日1) 足
386 色絵JlII )J巴日リ

387 染 1-1燦管
388 染付碗 10 4 5.2 
389 青花碗 10 4 6 倍、ft窯
390 青花鉢 中国 粗製，印判手

391 F勾君号d、JJIl 10 4 2.6 詩草Fゴ?
392 青花園1 (17) (10) (3 ) 中間

393 芽さf寸ペj、干下 6.2 3 4.6 時事J=i?
394 当主イ寸4、干不 9 3 4 瀬戸?

395 訴さf寸寸、干不 8 3 3.8 瀬戸?

396 芽さf寸寸、F不 9 3 4.4 瀬戸?

397 芽主f寸ノj、十不 8 3 4 瀬戸?

398 芽さイ寸寸、f不 8 3 4 瀬戸?

399 訴さf寸d、干不 6 2.2 3 瀬戸?

I 400 4、干不 6.6 3 3 「五良大甫呉祥瑞」銘

第7表出土陶磁器一覧表④
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番号 逃物名称 区・遺構・層 ut歪(cm) 底径(cm) 器高(cm) 生産地 f市? 考

401 染付皿 m.N  層 19 12.2 2.6 月巴詰古

402 青磁f奇形碗 国 .IV層 6 5.8 8 H巴~flíJ

403 青磁筒形碗 盟 .N!'吾 6 6 8.6 月巴古甘

404 五足手由ぜ m.IV層 4 小倉 ー呂車台高

405 瓦質クンデイ m . IV層 東南アジア

406 灰 Z由碗 m.IV層 10 4 7.4 !l巴日リ

407 染付碗 SD9 3.4 !l~伺 1)
408 染付筒形碗 SD9 8 5 6.2 !l~WJ 
409 青磁筒形碗 SD9 6.2 5.4 9 月巴HIJ
410 青磁筒形碗 SD9 6.2 6.8 9 月巴百IJ
411 青磁火入 SD9 9.4 7.2 8 月巴HIJ
412 染 f寸1m SD9 9 4.6 2 月巴HI)
413 染 f寸11且 SD9 (21) (12) 3.2 月巴HIJ 芙蓉手

'114 染 f寸血 SD9 12.4 6 3.2 H巴目iJ
〆115 芽~1寸E立 SD9 13 8 3.2 月巴古昔 矢羽文
416 染付皿 SD9 1<1 8 2.6 月巴翫f
417 染付盟 SD9 5 H巴古IIi
418 刷毛白l'旬苦荘重 SD9 5.5 内野山?

419 陶 E合染付碗 SD9 12 月巴首註

420 i淘胎染付碗 SD9 10.6 5 7.2 月巴H')

421 主，H寸砂包 SD9 10.8 5 6.2 !l~WJ 
422 F勾月台当H，_n宛 SD9 11 4.4 7.2 !l~WJ 
423 席。毛日陶器碗 SD9 4 琴VII
424 刷毛日陶器碗 SD9 (10) 4.5 6 王且JlI
425 焼締瓶 SD9 5 中島l
426 灰利I陶器1111 SD9 12 4.'l 4 I勺!Ifhl)
427 D<i'!flF>，旬苦号1l1l SD9 13 4.'l 3.2 内野山

428 染付1lll SD2 月巴HIJ
429 掲希IvJ、杯 SD2 7 2.8 4.2 内野ILJ
430 白夜主主宛 SD2 12 5 7.'l 
〆131 青南fI杯把手 SD2 ヨロッノf

432 ド旬)J合弁H寸E宛 SD3 (11) (5 ) (7 ) 月巴古古

，133 r!llolミIvJ、十干 SD 7 7 3.4 '1 内野山

434 染 fτj碗 SD27 9.8 4 5.4 内野山

435 白磁火入 SD27 8.2 
436 刷毛目陶告書碗 SD27 (12) 4.4 5.4 琴VII
437 染 1J'llli SD27 H也前
438 粉彩存在 SD39 5 中国

439 青花 SD20 (1l. 8) 中国

440 自手由陶器 5D20 4.8 
441 呉須赤絵皿 5D20 中国

442 下笥午由斗I SD20 (8.5) 
443 tA主f寸/J、干司、 SD8 6.4 3 4.2 H巴HIJ
444 陶 E台染(>J碗 5D8 10 4 6.4 )J~ )ÌÍj 

445 

護:杭
SD8 10.2 8.8 8.5 !l~)ÌÍj 

446 5D8 11 !l~WJ 
447 5D8 13 7 3.6 !l巴 fil)

448 5D8 7.4 4 
449 5D8 
450 刷毛臼陶器叢 5D8 )J~WJ 

451 

F青京;止Eは焼恭花司i陸i小風F勾若童陶手器JJ1]碗

5D38 中国

452 12 5.5 8.2 月巴日リ

453 13 4.5 3.5 月巴ロ1)

454 5X4.J二
455 席目osEl片令Iコ主も 5X5 20 8.4 10 
，156 褐現fI蓋 5X7 6 1 中間ワ

.1157 京焼風陶器碗 5X 7 12 3.'1 4.4 月巴日1)

，158 4、干守二 5X7 6 3 3 400f=HJ.、る
，159 染 f'.]碗 5X7 9.4 4.'1 5.8 月巴日U

，160 一重口緑恋 5X7 2.5 月巴日り コンブ戸-'7J依?
，161 コン 7-'7J依 5X7 月巴ロ百

'162 染 1J皿 5X18 15 5 4 R巴日リ
463 陶器量 5X25 40 30 80 fl~古昔
464 I淘月台染{寸碗 5B 5 J二 10.5 4.8 7.<1 fl~ ロ百
'165 官子互設玖1 5B 5.1:: 12 4.8 7.5 月巴HIJ
466 El<.紬陶器血 5B 5.1二 12.5 '1. 5 3.5 内野ILJ
467 Yi:紬陶器皿 5B 5 仁 13 4 3.5 内野山

468 染{寸碗 Va!蚕 9 3.5 札5 月巴詰在

469 当主f寸静昔 Va 層 10 「・」・ 6.5 E巴古訂
470 当主fすノj、十不 Va)畜 5 2 4.8 月巴古昔

471 当主f寸11ft Va!膏 (11) 月巴首古 TJレノfレロJf主

472 白磁紅1m vaJ書 7 3.8 2 月巴古首

473 白磁紅血 Va!菩 6.8 3.5 2 E巴，;訂
474 )?-.，境/!!lt陶器碗 Va!晋 9 3.8 6.2 月巴白な

475 主主f寸1111 Va層 25.8 16 '1. 5 月巴白U
476 染付11且 Va!者 13 8.2 3.5 H巴1前
477 緑税陶器皿1 Va!菩 13 5 4 内野山

478 晶表'i'lfll淘号制m Va!吾 13 4.5 5 内野山

479 晶表希fI主主 Va!再 18.5 5 7 内野山

480 民焼風陶器碗 Va層 11 5 6.5 )J巴H')
481 染付皿 Va層 21 13.8 4.4 m空間リ
482 京焼風1'1旬器1I1I Va!習 23 10.5 8 )j~ 目リ

483 1旋布宥?-り重本 Va層 10.8 3 3 
484 宇品積Isl豆 Va層 15 12.8 25 )J巴閉J
485 染 1'.]碗 V 層 11 4.2 6 月巴HIJ
486 染付重量 V!習 9.5 3 月目HIJ
487 染 fτj血 V 層 13 3.8 3.6 月巴HIJ
'188 青磁血 V 層 16 5.8 4.3 月巴日リ

489 染 N皿 V!冨 1<1 7 3 月巴HIJ
'190 染 N1I1I V!吾 13 8.7 2.5 月巴ロリ

'191 染 f'.]皿 V 層 13 '1 3.6 月巴古苛

492 青磁血 V 層 1<1.4 9 3 月巴白リ

493 白石1主心、宇不 vl'I!'i 6 3 4 月巴HIJ
'194 白磁主4、干不 V!冨 6 3 4 月巴日リ

495 白磁紅1111 V!琶 6.8 3.8 2.8 E巴日目
496 白 I滋辛口1Il V!冨 7 3.8 2 flmw 
'197 民焼風1陶器碗 V!冨 8.2 3.8 5.8 月巴HI)
498 忠信吾J!l¥U;，匂昔号碗 V!吉 9 4 5.7 用己目百

499 芽~1寸E宛 V!吉 9.8 3.8 5 E巴日百
500 R 焼風陶器碗 V!吉 9 4.3 5 月巴古昔
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番号 遺物名称 lR. J宣干草・ 1吾 仁托歪(cm) 底径(cm) 苦吾高(cm) 生産地 f精 考

501 育こ磁染f寸小碗 VI吾 8.2 '1 8 月巴詰古

502 VI吾 8.4 2 4.8 H巴両立
503 V!吾 10.6 4 4.3 B巴前
504 V!冒 10.6 4 4.6 H己目。
505 V!冒 10.4 4.6 7.5 月巴育ち

506 V!吾 9.6 4.2 6.8 月巴問。

507 V!琶 B 4 5 1I匹目リ
508 V!冒 9.6 4 6.4 月巴HI)

509 V 層 (10.6) (5.2) (6.3) IJ巴HI)
510 V 層 7 4 1.8 IJ巴ロリ
511 V層 8 3.4 5.4 IJ巴日汀
512 白 合子(身) VI語 (10) (5 ) (3.2) 1I巴百U
513 θ£ 血 V!吾 13 5 4 月巴HI)

514 席q 日:;f0!I'宇 V層 30 10 14 月巴古昔

515 j;i主f寸Jlll V層 14 8.2 2.8 ff~ 白íÍJ
516 当主f寸JI且 V!吾 7.4 3.6 3 見巴両立

517 妥主f寸liYli V!習 9 4 5.4 H巴]I昔
518 1'1司君芽1ftf V層 6 *A.守

519 白磁雪景 V!冒 (6 ) 中国 安平蛮

520 芽さfサJlIl V!吉 13.8 5.2 3.7 月巴古昔

521 染付皿 V層 13 4 3.8 E巴日1)

522 染 f寸血 V!冒 14 7 3 月巴HI)

523 染 f寸皿 V 層 14.6 9.8 2.5 IJ~伊J
52'1 訴さf寸皿 V層 13 4.6 3.2 1I巴ロリ
525 府リ寺三目F干仁i委主 V層 21 10 10 IJ巴日り
526 白磁軍 V!脅 5.5 中国 安平帯

527 白 li_tt/j寸不 V層 6 2.4 2.4 月巴HIJ
528 持主f寸寸、干不 V!脅 6.4 3 5 IJ~JÌÍj 

529 j;i主f寸クンテ'イ V!者 6.5 H巴官官
530 青磁火入 V!吾 12 6 6.3 月巴目u
531 劫ミf会4、村ミ V!吾 8 4 5 月巴吉右

532 刷毛百二彩鉢 V!吾 13 6.6 7 月巴古昔

533 白石芳4、宇f二 V!吾 8 3 3 月巴首古

534 青花JIIl V!苔 (30 (16) (7.8) 中国 呉泊予

535 自主滋JIIl V!習 (32) (15.5) (6.4) 目巴両官

536 民焼風陶器碗 V!習 7.4 4.6 7.2 H巴古昔
537 白夜お立 V層 (6.6) 中国 安平査

538 干局牢Ih砂証 V層 13 4.8 7.2 月巴商1

539 手子平ιJIIl V!吾 (15) (8 ) (2.2) 中国

540 車恭塙I)mt V!習 4 9 25 内野山

541 相II三毛日 采主i宣歪 V層 3 7.5 22.5 内野III
542 当主fづJJ11 V!吾 (15) (9.2) (2.5) 1J!'l育甘

543 白磁腕i付材、 V!音 7 4.4 6.7 月巴HIJ
5，14 青花JJ11 V!言 (9.8) 4.8 2.7 中田

545 車恭平曲F匂昔号E且 VI雲 13.2 4 3.6 内野11)

5'16 緑干由F旬器皿 VI吾 13 4.4 4 内野111
5，17 染付鉢 VI冒 15 12.4 5 月~HíJ

5'18 席リ三毛自主主 V!晋 8 内野1I1
549 染 f寸皿 VI書 14 5 3.5 月巴日1)

550 芽さfすE立 V!音 12 8 2.6 1J!'l目。

551 染[寸皿 V!冒 21 11.4 4 IJ巴沼り
552 天巨碗 二fi:t百 9関係 (12) (4.4) (6 ) IJ巴旬。
553 灰"由E且 石預 9関係 5 1I巴日リ
554 灰年由碗 石知 9関係 7 月包目1)

555 白紬皿 石王百 9関係 15 5 4.5 IJ巴印j
556 訴さf寸荷量 石預 9関係 (9.8) (5.4) (6.4) II~JÌÍj 

557 芽主f寸寸、干不 石ま百 9関係 10 4.4 4.7 1I巴日リ
558 訴さf寸石宛 石;回 9関係 (6.4) 月巴目リ

559 陶器JJIl 石担 9関係 4 IJ~ 日羽
560 褐干由宜 石蕗 9関係 (7 ) IJ巴閉j
561 }グミ幸由斜ょ 石;国 9関係 (8 ) 月巴隠リ

562 鉄品会主主 石;鼠 9関係 11.5 4 5 月巴目は 絵唐津

563 1ぷ手由皿 石煩 9関係 10 '1. 2 3 月巴肩リ

56.1 育花皿 石;回 9関係 (14) 5.5 3.6 斗z戸l

565 育花皿 石;回 9関係 (12.4) (7.4) (3 ) 中間 月月U)三子

566 褐粕壷 石ま百 9関係 10 丹巴古昔

567 瓦 J質茶主主 石畑 9関係 15 
568 青干E碗 SE9 tl.4- 中国

569 青花碗 SE9 4 中国

570 D:(恭柿宛 SE9 4 月巴官官

571 透明紬皿 SE9 14 4.8 3.6 月巴古昔

572 伊三稿担lIll SE9 12 ，1 4.4 月巴古昔

573 l'勾昔iflIll SE9 30 10.2 6.8 月巴古昔

574 

iI1白:擁射勾昔締li1帝EおF王Iす註III 豆把り鉢手

SE9 25 7 6 H巴詰在
575 SE9 B巴両首
576 (31) (16) (14.8) H巴古昔
577 SK179 6 珂巴古昔

578 青磁三足血 SF王179 17 5 4.8 月巴符り

579 青花碗 SK189 10 4 5.4 中国

580 青イrEJIIl SK189 11 6 2.2 中国

581 青花碗 SK9 H 5.2 6.6 中国

582 長古1'Ulmt SK197 6 
583 青花碗 VII吾 (4.2) 中国

584 手ヂ平ιJJIl VII冒 中国

585 黒紬査 VI 層 中国

586 青花llIl Vl 層 ld 8 3 中国

587 灰皿 Vll言 10.2 6 3.5 H巴釘リ
588 すり鉢 VII書 偶者別

589 ゾく重本 VII冒
590 主主 石王百 7間 Vl層 (17) (10) (5 ) 

591 主世: 7f二jj君 7問 VI!吉 (18) (16) (1，1) 
592 すり鉢 イi担 7局白羽1習 26 13 12 
593 査担手 H招 7前 VII冒 )J巴目り

594 萱萱 行預 7前 VI!冒 32 30 42 
595 査 石担 7前 VII晋 7 
596 t1ミ 石珂 7前 VI!言 5.4 
597 萱萱 S1く178 (31) 

598 碗 Vb層 10 4 6 月巴目U
599 身さ[寸R宛 V b!吉 11 4 6.4 月巴HIJ
600 持主f寸石宛 V b!言 11 " 6.2 月巴古昔
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番号 遺物名称 E孟:・遺構層 I二I在歪(cm) 底径(cm) 器高(cm) 生産地 f荷 考

601 芽主H1lIi V bl吾 H 9.5 3 Jl~首líj
602 焼手前者 Vb層 11 ベトナム
603 焼締瓶 V bl冨 5 中国
604 当主f寸E宛 Vel音 11 4 6 }旭刑

605 青花碗 Ve層 3.6 中国
606 !Ol~'f寸R宛 Vd層 9.2 3 4.6 )mliり
607 芽主{寸買宛 Vd層 10 4.2 5.8 月巴RIj
608 染 f寸碗 V dl膏 11 4.4 6 月己目IJ
609 染 f寸碗 Vd層 15 5.6 7.2 月巴fjlj

610 染付碗 V dl菩 10 3.5 5 月~HíJ
611 染 f寸碗 Vd尾望 10 4 6.2 H巴日IJ
612 染付碗 Vd層 14.6 6.2 7.6 Jl[']吉右

613 染 f寸血 V dl菩 13.5 5.8 3.2 月巴官在

614 芽主f'.l'.llIl Vd層 12 4 3.6 E巴両首
615 灰秘陶器皿 Vd層 12 4.8 3.8 内野山
616 思焼風l淘昔号碗 Vd層 12.6 5 5.6 見巴古昔

617 緑樹叶u{fif碗 Vd層 (10) (7) 8 
618 1天救陶器皿 V d)言 12.6 '1. 8 4 内野山
619 褐紬すり鉢 Vd  層 32 10.4 11. 8 )j巴四J
620 黒主由鉢 Vd層 (12.8) Pミト寸-.Lゐ

621 焼締瓶 Vd層 5.4 中国
622 焼締瓶 Vd  層 4 中匡I
623 焼締陶管 Vd層 11 月巴隠Ij タタキ成形

624 青希h'll立? Vd層 中国
625 自希h鉢 V dJ膏 27 18.2 12 
626 染付碗 Ve層 9 4 5.'1 月巴回J
627 染付碗 Vel警 10 4 6 !l1'!li1l 
628 染付碗 ¥T e'音 10.2 4 6.'1 !l[']目。

629 染イ寸碗 Ve層 9 3.8 5.2 Jl[']日if
630 染付碗 Ve層 8.5 3.'1 5 月巴前
631 染N碗 Vel畜 9 3.8 4.6 Jl~古IÎí
632 染付血 Ve層 8.8 4.2 3.3 E巴直江
633 染付碗 Ve層 8.'1 4.2 5.3 月巴員立

634 染f'.I碗 Ve層 8.2 3.2 5 Z巴JI甘
635 染 f寸碗 Ve層 9 3.5 5 E巴古首
636 青磁染付/J，"宛 Vc層 8 3.2 4.6 月巴古苛

637 持主f寸ノj、干不 V cJ吉 6 2 4 H巴古首
638 染付筒形碗 V cl晋 6.4 3.2 4.6 H巴古討
639 芽主f寸4、H、 Ve  層 5.4 5 4 )j白円IJ
640 当主f寸ノj、千不 Vel音 5 3 3.2 月巴HIJ
641 自信主小杯 Ve層 5.4 2.8 3.2 )j1'!Ji1) 

642 白正宝主寸、干fミ Vel音 6 1.8 3.2 月阻則

643 白磁小杯 Ve層 7 2.8 3.8 月巴印J
644 青磁i火入 Ve層 6 6 8 )j1'!Ji1) 

645 青磁合子(身) Ve  層 6 )j1'!Ji1) 

646 染 f寸壷 VeJ膏 8 )j巴円IJ アルパレロ形琵

647 訴さf寸盟 Ve層 ))巴即J アルパレロ形至宝

648 当主f寸重本 Ve層 15.4 6 8 )j1'!Ji1) 

649 染付血 Ve層 11.4 )JI'!印j ivocJ 韮畠
650 染付皿 Ve層 11 7 2.8 月巴即J
651 手f夜主持主f寸/)，"宛 Ve層 8.8 3.5 5 月1'!li1l

652 染付血 VeJ膏 29 10 7.2 月巴日り

653 染付皿 Ve層 15 7 4 月巴目Ij
6Eシi 染付皿 Ve層 21. 5 13 3 月巴ロリ

655 刷毛目陶器碗 Ve  層 10 4.8 6.2 月巴fjlj

656 京焼風l'勾諜碗 VeJ嘗 9 4.5 7.2 丹巴目U

657 刷毛目陶捺碗 ¥T e'者 8.8 3.5 4.7 琴引11 ? 
658 刷毛目陶器碗 VeJ脅 11 4.2 5.5 王毘JIIワ
659 腕毛呂陶器碗 VeJ脅 11 4 4.5 王Jl.JII? 
660 刷毛目陶様碗 ¥T e J習 8 3 4.8 王見JlI?
661 刷毛目F勾音寺碗 Vel'吾 8.5 3.5 4.6 王見)11? 
662 

静肌
¥T e J晋 11. 2 4 4.2 月巴fjlj

663 Vel吾 13.2 4 " E巴日百664 Vel菩 10 2.'1 3 
665 VeJ'吾 13 5 4 内野'1].]
666 VeJ習 瀬戸美濃
667 Vel習 6 中間
668 白磁正ア7 Ve  層 中国
669 白 E主主読手 Ve層 6 中国
670 青粕i$ Vel習
671 坊を品会Jlfl Ve層 中国 子守染付

672 焼締瓶 Ve  層 6 中国
673 焼締瓶 Vc層 2.8 中国
674 焼締瓶 Ve層 4 中国
675 焼締瓶 Ve層 中国
676 紫 J足急須 Ve層 中国
677 黒字由競 V e 1吾 9.8 中国
678 拶議会f'[J;{E静証 Ve層 14.2 8.5 4.8 ベトナム
679 鉄絵印花碗 Ve層 1'1. 2 9 5 ベトナム
680 焼締壷 Ve層 ベトナム
681 焼締葉 Ve層 17.5 5 ベトナム
682 青花1lIi VeJ冒 中近東

683 青花血 Ve  層 中近東

684 青花皿 Ve層 中近東

685 青干E皿 Ve  層 中近東

686 呉須赤絵鉢 ¥T a 層 8 中国
687 染付碗 V 只1冒 8 3.5 5 月巴RIj
688 青平日宛 V 只層 (4.4) 中国
689 干品柄l后蓋 V 見 15 3.7 
690 染 1'.1碗 SB4 9.4 4 5.6 月巴おり

691 染 1'.1碗 SB4 8 3.7 5 月巴fjlj

692 染付碗 SB4 11 4.4 6.4 月巴臼リ

693 染 fτj碗 SB4 9.5 4 5.6 月1'!Ji1]

69'1 青磁染付碗 SB4 8.6 3.4 5 月巴丹江

695 染 1'.1筒形碗 SB4 7 4 5 H巴吉右
696 芽さ1-J-1lIi SB4 13.8 8 2.6 月巴古昔

697 染 f寸皿 SB4 14 8.5 3 月巴IDf
698 染 f寸血1 SB4 11 7 2.8 H巴古昔
699 陶器碗 SB4 9 3.5 5.6 Jl[']古訂

700 灰牢由火入 SB.rl 9 3.8 5.4 E巴首註
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番号 造物名称 区・遺構・層 仁1{圭(cm) 底径(cm) 苦号高(cm) 金三選霊長h 備工 考

701 Ek耳由 F勾 lf~JlI l SB 4主号与聖 13 4.4 4 丹巴白在

702 

事;
SB4圭E在室 13.3 4 4 月巴日'l

703 SB4圭主在主 4.5 中国
704 SB4韮圭垣互 中国

705 SB4ヨ圭在室 11 4 5.4 琴WI
706 SB 4主圭主主 12 4.8 6 王晃J11
707 SB 4圭主主主 (6.5) 宜興窯?

708 1京ナ戸 SB4圭主主主
709 芽主f寸4、十不 SB 1 2 9 4 5.6 }氾目。

710 g~，ヨ"陶昔号磁i SB 1 2 12 4.8 5.3 肥前
711 当主f寸重本 SD7 8 4.'1 3.2 1肥前
712 Ji1:'i9"tI9lU;勾苦号碗 SD7 9 3 5 丹巴古IIi 喜三菩~

713 主主主f寸Jsl SD7 12 6.4 2.5 月巴古IIi
71<1 染 f寸碗 SX 1 10 4 5.4 月巴白首
715 染付蓋 SX 1 9 3.6 月巴吉右
716 染1-1蓋付碗(身) SX 1 9 5 5.4 月巴吉右
717 染 f寸碗 S)O正5 10 3.2 5.4 月巴ft'l
718 染 f寸碗 SX5 10 3.5 5.4 E巴ft'l
719 芽さf寸静江 SX6 10 4 5 E巴ftl)
720 染付皿 SX6 12.5 7.5 2.5 H巴目1)
721 染付鉢 SX6 16 5.8 7.2 H肥日'l
722 焼締瓶 SE5 中国

723 芽さf寸磁1 SE3 14 5 6.4 月巴HIJ 世肯芭荒磯:文

724 染付碗 SE3 11. 5 5 6.6 IJ巴H'J 告古芭荒磯文;

725 認さf寸ノj、千不 SE3 6.6 3 3.8 IJ~lìíl 
726 長主f寸ノj、砂主 SE3 8 2 4.4 II~昔首
727 持主f寸R宛 SE3 11. 8 5 6.6 月巴陪リ

728 白夜主ノj、T不 SE3 6 2.8 4 11巴1Jij
729 t<主{寸E宛 SE3 9 4 5 丹巴官官

730 染付筒形碗 S巳3 7 3.2 6.4 丹巴両首

731 白夜n:宛 SE3 B 3.2 4.2 月間両年

732 染付碗 SE3 11 4 6 月巴古在

733 染 f寸筒形碗 SE3 9.2 5.6 7.6 丹巴詰在
734 白磁石宛 SE3 10 4 6 月巴ft'l
735 染 hl鉢 SE3 17 6 8.4 月巴日q 雲龍荒磯文

736 予言.J.主当主fせノj、干不 SE3 8.2 3.4 5 月~M
737 瑠璃紬色絵友 SE3 6 II~M 
738 染付皿 SE3 21 13 3 II~M 
739 染 f寸血 SE3 21 13.6 2.8 lIl'lliil 
740 f品宰由4、干干 SE3 7 4 '1. 2 E巴H'l
741 京焼風陶器碗 SE3 9 3.8 5.，1 且巴聞J
742 京焼風陶苦手碗 SE3 9 4 6.2 且巴聞j
743 染 fす皿 SE3 13 4.2 3.6 目己目1)

744 緑灰午由鉢 SE3 19 6 7.2 自己目1)

745 滞日守主目E且 SE3 21 7.5 5 内野山

746 京焼風陶器皿 SE3 22 9 9 耳巴HI)
747 刷三毛目l'勾苦号片口主本 SE3 20.8 9.5 9.8 月l'lliil
748 1J't中帝た SE3 8 lIl'lliil 
749 染 f寸碗 SE3 11 5 6.3 IJ~lìíl 
750 当主f寸静也 SE3 10 3.4 4.6 E巴H'l
751 白夜主JIll SE3 14 7 4 長ヲー窯

752 持主f寸JIl1 SE3 19.7 12.5 4 月巴日り

753 持主f寸JIl1 SE3 19.8 12 4.2 II~ 目U
754 t<主付'JIIl SE3 20 12 4.2 11巴古昔
755 干易"'''主語 SE3 60 22 76 II~ 日U
756 青こ花鉢 V 層 15.4 6.5 7.6 中国

757 白F主主芸E V層 中国

758 青花碗 VI吾 5 中国
759 青磁器台 VI菩 6 8.'1 5 月巴両首?
760 チャツ? VI冒 5 3 2.4 
761 焼締壷 V 層 16 
762 焼結瓶 VI腎 3.6 
763 青花小瓶 V層 1 1 4 
764 ;焼締急須 VI'嘗 中国
765 芽主1>1移E VI再 B 3.5 5 芽さf寸主宛
766 黒平由査 VI吾 ミャンてf

767 信華寺市F勾辛苦 VI'吾 6 II~古在
768 手f括主I'n VI苔 2 中国
769 朱泥蓋 V層 8 4 中国
770 章改Z由-6--.1乙 VI選 5 4 2.8 中国

77l 焼締主主 1/菖
772 練混火入 工1吾 9 10 9.4 
773 主議手由E立 11冒 13.5 4 4 内野山

774 染イ寸碗 SD1-1 . II尾雪 10 4 6 H巴ftl)
775 染イ寸碗 SD1-1 . II層 11 6 H己目。
776 染 f寸碗 SD1-1 . II 1需 7.8 4.2 5.2 

霊肥H肥E置R泊前ι 二
777 芽さf寸磁I SD1-1. III膏 10.4 4.2 5.6 
778 芽さf寸静也 SD1-1. III'再 8.5 3.5 4.4 
779 芽主{寸草苑 SD1-1 . II "醤 9 3 4.5 
780 芽さf寸磁1 SD1-1 . II 1吾 7 3 <1.6 
781 訴さf寸ノj、有ミ SD1-1 . II 1吾 5 2.5 4 月巴日リ

782 芽主f寸ノj、干干 SD1-1 . II 1脅 7 2 4 H巴日リ
783 持主イ寸ノj、磁I SD1-1. III吾 8 3.2 5 月巴白羽

784 芽主イ寸ノj、十不 SD1-I.nl曽 5 2.4 3.8 日巴日1)

785 染付碗 SD1-I.nl吾 8.4 3.8 5 ))巴河口

786 染付碗 SD1-I.nl脅 11 '1. 8 6 11巴H'l
787 染 fす葦 SD1-I.nl吾 ))~lìíl 朱書き

788 t<H寸IDl SD1-I.nl雷 15 9.'1 3.6 11巴古昔
789 t<主f寸JIIl SD1-1 . n 1吾 15 6.'1 2.8 1)巴H'l
790 青こ夜主皿1 SD1-I.nl吾 28 14 7 11巴古昔
791 染 f寸査 SD1.I.nl主主 5 ))巴白骨

792 席目z毛目 SD1.I. III吾 9 5 4.4 H巴古昔
793 万ミ 晋号 SD1.I. III吉 9 4 5.6 11巴両首
79'1 干昂 4、宇下 SD1.I.n層 7 4.8 4.2 11巴両首
795 万ミ 告岳 SD1-1・nl音 12 5 5.4 月巴古昔

796 即日 革主主本 SD1-1 . n 1冒 15 7.5 7.5 II~HíI 
797 五十 e~ SD1-I.nl雷 13 5 8.4 II~ 両官
798 焼 SD1-1 . n 1言 中国

799 焼締査 SD1-I'III吾 ベトナム

800 焼締急調 SD1-1 . II 1吾 6 中国

第11表出土陶磁器一覧表⑧

ウ

i
口
O



番号 遺物名称 区.J宣T薄・層 仁I在歪 (cm) 底径(cm) 苦軒高 (cm) 生産地 fl'，旨 二司守本乙

801 主甘f向 SD1-I. III吉 13 
802 褐芋Ihすり鉢 SD1-I . II 1喜 29 10 11 H巴両首
803 焼締右I1頚 E SD1-I. III書 9 ベトナム

804 刷毛甘界~鉢 SD1-I . II 1者 51 15 14.5 月巴印j

805 ftW毛目 :*主主本 SD1-I. III首 51 15 18 JI巴目。
806 芽主{サR宛 SD 1 困層 11 '1. 4 5.8 Jl巴目。
807 芽主f寸碗I SD 1 1111，吾 9 3.4 5 月巴閉J
808 !?l.主付事宛 SD 1 1111吾 10 4 5.2 Jl~M 
809 染 f寸碗 SD 1 1111習 11 4.4 6 月巴HIj
日10 染 f寸碗 SD 1 皿1習 9.8 4 5 H巴吉守
811 

菜菜主染ヰ主f存存f寸寸夜静碗高也石
SD 1 国1冨 11 4 6.4 月巴目リ

812 SD 1 1111冒 11 4.4 6 月巴HIj
813 SD 1 IIÎ"， 10 4 5.4 Jl~吉苛
814 SD 1 1111吾 10 3.8 5.6 月巴吉甘
815 染{寸碗 SD 1 1111冒 11 5 6.2 H包古在
816 染[寸碗 SD 1 E層 12 4.6 6 E巴古昔
817 染 f寸碗 SD 1 1111音 8 3.2 5 H巴両首
818 染{寸碗 SD 1 1111音 11 4.6 6.8 H巴1詰官
819 芽~1，H宛 SD 1 回層 8 3 4.6 Jl巴両首
820 芽主fせ荷量 SD 1 1111菩 8.4 3.8 4.6 Jl~H1l 
821 当主f寸玖1 SD 1 1111吾 8 3.8 5 月巴問j

822 当主fす干不 SD 1 困層 7 3 4.6 月巴円1)

823 持主[寸R宛 SD 1 1111吾 13.4 5 6.2 月巴目リ
824 !?lH寸E先 SD 1 盟1吾 14 5 7 H 巴HIJ
825 !':IH寸玖I SD 1 111層 14 5.6 5 月~WJ
826 染付鉢 SD 1 1111習 17 6.6 8.2 Jl~WJ 
827 完封寸干不 SD 1 皿1吾 8 3 4.6 E巴目。
828 自1iit/1、手不 SD 1 1111吾 8.4 3.8 4.4 Jl~WJ 
829 染付杯 SD 1 1111冒 7 3 3.2 月巴前
830 当主f寸宇不 SD 1 1111冒 6.2 3 3.4 Jl~WJ 
831 染付ノj、杯 SD 1 1111冒 7 3 4.8 Jl~古首
832 芽さ{寸寸、将ミ SD 1 困層 5 2 3.6 H巴古i江
833 染 fす小11' SD 1 IIIJ吉 7.4 3.4 4.8 月巴盲昔
834 染付小杯 SD 1 1111音 6 2.4 4 月巴古昔

835 当主fす4、十ヲ SD 1 1111冒 7 3 4.2 月巴吉官

836 白磁ノj、杯 SD 1 1111冒 7 3 5 H巴?詑
837 染{寸小杯 SD 1 皿層 6 2.5 3.6 月巴古言

838 染イす小村ミ SD 1 1111冒 6 2.8 3.'1 E巴il言
839 o夜主ノj寸不 SD 1 E層 6.2 2.6 2.9 JJ~ H1l 
840 

染白白磁百f設寸小d皿、杯朽二
SD 1 1111膏 6.5 2.6 4 月匹目リ

841 SD 1 回層 7 3 3.2 JJ~H1l 
842 SD 1 即 1書 19 12 3 Jl巴行1)

843 白磁皿 SD 1 1111書 13.5 4.6 3.5 Jl~吉右
844 当主f、J"ll立 SD 1 1111膏 17 6.5 4 Jl巴 ftlj

845 芽HJlIll SD 1 III!膏 17 6.2 4 Jl巴HIj
846 努主Hll立 SD 1 111層 10 5.2 2.4 JJ~M 
847 芽主Hll且 SD1-111層 13.4 8.2 2.4 Jl~H1l 
848 染付皿 SD 1 1111菩 14 8 4 月巴 ftl)

849 当主f寸E且 SD 1 1111詳 15.6 5.2 4 月巴 ftl)

850 染 f寸皿 SD 1 磁 1者 15 5.2 4.4 月巴印j

851 当主{寸皿1 SD 1 IIIJo督 10.6 5.4 2 月巴目1)

852 長主f寸llIl SD 1 IIIJo再 13 4.6 3.6 月巴fllJ
853 当主f寸JlIl SD 1 国1習 12.6 4.8 3.2 河巴沼町
8~1 持主fすJlll SD 1 国1吾 35 16.2 6.2 月巴HIj
855 当主f寸JIIl SD 1 Ill!吾 10 6 3 月巴HIj
856 ~.主{寸JlIl SD 1 IllI脅 13.8 8 2.4 月巴印j

857 白磁鉢 SD 1 III層 14 8 4 月巴日リ
858 !':I主f寸JIll SD 1 IllI習 20.2 14 2.6 月巴HIJ
859 青'li主主官室 SD 1 皿1習 24.8 13.4 3.4 Jl~Hり
860 白磁小JIl1 7 3 2.2 月巴HIj
861 育館JllI 14 4.2 3.4 月巴臼Ij

862 白磁紅JIl1 SD 1 匝f習 7 4 2 月巴日U
863 自 PI主車[J[ll SD 1 III1膏 7 3.8 2 月巴日U
864 白夜主4、JIll SD 1 国Jil事 6.5 3 1.6 月巴HIJ
865 青磁置物 SD 1 皿1習 Jl~WJ サザエ形

866 染 f寸角形合子 SD 1 田1吾 2.2 月巴ロリ 呈茎菩主

867 染付火入 SD 1 IIIJ吾 6 5.8 6.2 H巴臼句
868 染 f寸葉 SD 1 IIIJ習 9 3.8 月巴日U
869 鉄事由火入 SD 1 1111吾 10 5.4 6.2 
870 染付イム飯具 SD 1 困層 9.8 日 6.4 月巴Rり
871 自R4主オくJ主 SD 1 III1吾 7 Jl~Hり 把手付ポット
872 染{寸苦岳台 SD 1 IIIJ吾 9 8 6.2 Jl~Hリ
873 I当磁奄 SD 1 III)言 3 4.8 8 E巴翫江
874 青磁花入 SD 1 IIIJ吾 5 3.4 8.4 月巴日ロ
875 染付合子(蓋) SD 1 III1冒 8.5 2.2 月巴日リ
876 染付合子(身) SD 1 皿層 8.8 4.4 3.4 月巴詰首
877 染付合子(輩〉 SD 1 -IIIJ冒 7 1.8 Jl~吉古
878 青磁火入 SD 1 -IIIJ冒 8 6.8 4.6 H巴西在
879 染イ寸合了ー(蓋) SD 1 IIIJ音 3 1 E巴古昔
880 染 f寸査 SD 1 IIIJ吉 3 5 15.6 月巴吉右

881 染小田 SD1-I11層 6 JJ巴両首
882 京 苦号E宛 SD 1 -I111言 12 5 8.3 月巴再訂

883 京 著書E宛 SD 1 -IIIJ書 10.，1 4.2 7.4 Jl~H1l 
884 京 著書E宛 SD 1 -IIIJ冒 9.2 4.8 6.2 JJ包HIj
885 去まミ 著書E宛 SD 1 -I111冒 9.8 '1. 2 6 !J巴行羽
886 去ヌ 器碗 SD1-I11層 11 '1. 8 7.6 !J巴HIj
887 京 器碗 SD 1 皿層 9 5.'l 6.6 !J巴古昔

888 王子ミ 苦吾E完 SD1-I11層 9.2 '1. 2 5.8 月e!fii:f
889 月司ミ 暑苦E宛 SD 1 -IIIJ音 8.9 〆l 5 Jl巴汚リ

890 Ji1. 器碗 SD 1 -IIIJ冒 10 4.2 6 月巴ロリ
891 五まミ 器碗 SD1 -I11層 9 3.5 5.6 !J巴 ftlj
892 京 著書新I SD 1 -I111喜 12 4.5 5.8 !J巴両首

893 京 器碗 SD 1 -IIIJ吉 12 〆i 5.8 Jl巴HIJ
894 京 若吾E宛 SD 1 -IIIJ膏 9 3.'1 5.8 !J巴古訂
895 完ミ 著書主宛 SD 1 -IIIJ冒 9 '1. 4 5.2 Jl巴HIJ
896 京 器碗 SD1-I11 層 9.4 4 5 !J巴行。
897 京 器碗 SD1 -I11層 9.2 3.6 5 !J巴自首

898 京 器碗 SD 1 -I111言 8 〆i 5 !J~H1l 
899 京 苦吾E宛 SD 1 困層 12.'1 5.4 6.2 Jl~H1l 
900 万ミ 若手E宛 SD1-I11層 13.5 6 4.5 月~lÌリ
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番号 遺物名称 区・逃構 .1冒 仁11歪(cm) 底径(cm) 器高 (cm) 生産地 i市? 考

901 京焼風陶器碗 SD1-III 層 12.7 4 4.8 月巴回目

902 F旬苦号I皿 SD 1 -IIII百 12.8 4 4 月巴H'J
903 民焼風陶器碗 SD 1 皿1百 13.4 5 5 HI'o日'J
904 原リ弓三目('勾昔菩llll SD 1 -IIII吾 11 '1. 2 3.4 王見111
905 刷毛日('勾器碗 SD 1-III層 4.4 王見111
906 ~ml!f<U淘苦寺皿l SD1 -III 層 21 6 7 月白目。

907 灰恭111'旬器皿 SD 1 IIII音 13 5 4 n~前
908 万三紬F勾器皿 SD 1 IIII吉 12.2 4.5 ，] H巴両首
909 万三年由F旬昔i/oJIll SD 1 III層 13 5 4 n~古江
910 灰紬陶器JIll SD 1 III層 13.2 4.4 3.8 E巴HU
911 灰平由i淘苦i/oJIIl SD 1 I1I1冒 13.2 4 3.8 E巴古首
912 1*"由('，勾昔芸JIIl SD 1 理層 13.2 3.8 3.6 月巴NU
913 主恭平由陶器mt SD 1 理層 8 HBJi1l 
914 白戦火入 SD 1 IIII吾 12.4 8 6.8 月Bllリ
915 鉄牢由火入 SD 1 IIII吾 12 6 6.4 HBli1I 
916 刷毛日一;彩鉢 SD 1 IIII'吾 13 5.4 7 E巴目リ
917 褐執すり鉢 SD 1 IIII百 36 13 14.5 H巴司リ
918 褐糊花入 SD 1 IIII吾 7.5 自 17 月阻則

919 刷毛目褐紬鉢 SD 1 IIII雷 23 11 7.8 武雄系

920 トヲL ン SD 1 IIIJ吾 10 B 12 月巴官官

921 掲示11牽 SD 1 頂 1言 8 15 30 n~古昔
922 刷毛日ー彩鉢 SD 1 困層 34 14 21 武雄系
923 土師IDl SD 1 m 8.5 4 2 
924 ゴ二自市llll SD 1 -I1IJ 8.5 4 2.5 
925 ゴ二自jjillll SD 1 III 7 4.8 l.7 
926 f昌平由翠 SD 1 函 32 16.5 43 月巴fiU
927 宥花碗 SD 1 B 12 4 5 中国

928 菅平n宛 SD 1 国 12 4.5 6 中国

929 青花小杯 SD 1 皿1再 8.4 3.6 4.4 中国

930 青花皿 SD 1 IIIJ吾 1l. 2 5 3.8 中国

931 青花皿 SD 1 IIIJ吾 15 6.2 2.2 中国

932 青才Ellll SD 1 IIIJ吾 10.4 6 2 中国

933 青:a皿 SD 1 湿 1再 13.8 8 3 中国

934 鉄絵向J:jE文碗 SD 1 IIIJ習 15 8.5 4.8 Pミトす一之、

935 鉄絵印花文碗 SD 1 IIIJ晋 13.8 9 5.2 ベトナム

936 鉄絵印花文碗 SD 1 皿層 14. ，] 8.2 4.8 ベトナム

937 白夜主六 SD 1 IIIJ吾 6 6.2 14.4 中間

938 焼締念、須 SD 1 IIIJ吾 6 中同

939 1，)聖和苦，急、受頁 SD 1 IIIJ習 中間

940 白I百主主主 SD 1 IIII吾 5./1 中間

941 焼締四耳目 SD 1 困層 17 タイ

942 焼締瓶 SD 1 皿1冒 9 ベトナム

943 焼締歪歪 SD 1 IIIJ雪 .r{ト 7-.L‘ 
944 }i古来11査 SD 1 思 1琶
945 青花碗 SD 1 IIIJ冒 14 5 6.4 斗ι匡l

946 青l'!::ll!l SD 1 殴 1吾 11 4 3.4 中国

947 呉呈貝赤絵11且 SD 1 IIII吉 9 中国

948 手f:fι4、JIIl SD 1 困層 8 5 l.8 中国

949 青花皿 SD 1 III層 13 中国

950 焼締鉢 SD 1 I召f吾
951 焼締杯 SD 1 IIII冒 東南アジア

952 焼締盟 SD 1 IIlI冒 fl詣古訂
953 焼締瓶 SD 1 - IIII雪 12 ベトナム

954 主甘才局 SD 1 - IIIJ雪 5 2 2.2 
955 :(ci製煙管 SD 1 III層 5.8 2 2.5 
956 二上事主壬? SD 1-I1I層

第13表出土陶磁器一覧表⑩

-89 



(2) ガラス製品

替・奔片を中心に多くのガラス製品が出土した。奉行所で百数十点，岩原では九十点ほどが出土し

ている。全体的に長崎市内で出土する，乳青色や乳白色を呈する中国製の替がほとんどを占めていた。

しかしその形態は様々である。棒状の本体上部に装飾が付いているものが多い。扇平な部分に型押し

で作り出された文様を貼付けているものも見られる (21・22)。その他，装飾はないが，頭部が星形

になっているものがある(7・8)。また，同じ中富製と思われる指輪が出土している。指輪は半分

欠損している。大半は破片で，形態が不明であった。また，風化(室長化)によりガラス本来の色が失

われているものもあった。今囲は，神戸市立博物館の岡泰正氏に一部，比重測定をお願いした。

ガラス製の替は折れやすいため，本来の長さに近い状態で出土することが少ないが，破片としては

長崎市内で数多く出土している。替・算は当時の女性の髪結いに用いられる代表的なものであり，ガ

ラス製のものは当然長崎でも作られていたと推測されるが，現時点では，出島和蘭商館跡で出土して

いる淡紫色のものが長崎製とされているのみである。長崎では中国清朝ガラス製と考えられるものが

ほとんどである。替の素材としては金属や骨製，龍甲といった様々な材質がある。地元ガラス製品の

需要は低かったとも考えられる。

その他中国製のものとして，黄褐色を呈する玉 (88) と中空の壷型の製品 (89) と緑色の花形の製

品 (90)がある。 90は南有馬町原城跡において類似資料が出土しており，キリシタン遺物のコンタと

して報告されている。当地は奉行所創建以前，山のサンタ・マリア教会が周辺に存在したとされてお

り，閉じくキリシタン遺物とされる花十字瓦や，メダイも出土している。このことから，今回出土し

た遺物はコンタである可能性がある。一方，中国元代の墳墓から類似した資料が出土しており，装身

具と報告されていることから，信仰のために転用され使用されていた可能性はあるとしても，キリシ

タン遺物と特定することが困難な資料である。 88・89もロザリオの玉や十字架の一部の可能性を残す

が，今後の検討が必要であろう。 89は耳管とも考えられる。

奉行所SD1から多量のヨーロッパ製のボトルが出土した。大半はワインボトルと思われるが，破

片が多い。底部個体数は23点であった。口縁部は，円筒状の先端部にガラスを巻き付け形成している。

13点出土している。ボトル破片は，遺跡の至る所で出土しているが，形状が推測できるものはほとん

どなかった。ボトルは底部が大きく，胴部が頚部に近づくにつれ窄まる球形のものと，底部から垂車

に立ち上がり，肩部が明瞭で角形のものがある。また，底部径が小さく，細長い形のものも出土した。

その他破片ではあったが，ソーダボトル，ジンボトルが出土している。また，オイルやコロンを入れ

ていたと思われる小型のボトル片 (114・115) も出土している。

その他ヨーロッパ製のものは，岩原の5層から脚付ガラス杯の破片が出土している。ドイツかネー

デルラント製のレーマー杯 (110)やフリューゲルグラス(109)が出土している。 5層は1710年代が

下限と考えられる。ボトル類は長崎市内の遺跡からも一定量出土するが，レーマ一杯やフリューゲル

グラスなどは少ない。

和製ガラスは，型吹きガラスとホ。ツベンなどが出土した。日本におけるガラス細工は弥生時代から

存在するが，近世において海外から技術を取り入れて器などを製作したのは，長崎が始まりとされて

いる。技術の伝播や製法などについては，不明な点が多い。

型吹き菊形ガラス盃は，一つの遺跡からの出土量はわずかながら，様々なところで出土しており，

長崎で製作されたぴいどろの代表的なものであろう。ポツベンについての詳しい見解は同氏の所見を
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参考にされたい。七宝つなぎ文蓋物は風化が激しく元来の生地が見えなくなっているが，断面観察か

ら若干，薄緑色を呈していることが窺える。ぴいどろ史料庫に伝世品が所蔵されており，同氏に確認

したところ比重値も同じで，同じ型で吹かれた可能性があるとの指摘を受けた。その他，鉛ガラス製

の脚付ガラス杯の一部と思われる製品が出土した(101・102)。ヨーロッパ製の脚付ガラス杯を日本

で模倣し，製作されたと考えられる。

今のところ年代を示すことのできる，現存するぴいどろは18世紀の前半とされている。しかし， 17 

世紀中頃，すでに長崎においてぴいどろが作られていたことが，文献史料から判明している。一方で，

ぴいどろは生産地の特定が難しいため，現存する資料であっても時代と生産地がわからないものが多

い。今回の調査で18世紀初頭を下限とする，長崎ぴいどろが出土したことは，和製のルーツに迫る大

きな成果といえる。(柏木)
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番号 T垂 百社 11'.二七ョ宜防~. ;I直f茸ー層位

1 管ヵ界 (岩)D-9 4層

2 管ヵ算 (岩)B-lO撹舌L

3 管ヵ算 (岩)E-7 <1層

4 膏ヵ持 (岩)G-7 5 c層

5 審ヵ与宇 (奉)1-21 3層

6 替ヵ拝 (奉)SK75

7 管ヵ手芋 (岩)5 e層

B 管 j;努 (岩)5 d層

9 管ヵ亨宇 (奉)SX2

10 管ヵ昇 (泰)N-18 3層

11 管ヵ詳 (泰)L-19 3層

12 脊ヵ非 (岩)4層

13 寄ヵ奔 (岩)D-9 4層

14 管ヵ拝 (岩)4層

15 管ヵ拝 (岩)D-9 4層

16 管ヵ狩 (奉)SK6

17 管ヵ非 (奉)SX7

18 管ヵ算 (岩)D-9 ，1層

19 管ヵ算 (岩)F-4 ，1層

20 管ヵ算 (奉)L-19 3層

21 管ヵ拝 (奉)D-!l 4 b層

22 脊ヵ手芋 (奉)SK6

23 管ヵ芥 (岩)D-9 4層

24 答ヵ狩 (奉)1 -21 4層

25 主宰ヵ算 (泰)P-17 4層上

26 替ヵ算 (岩)SD7

27 管ヵ算 (岩)G-7 4層

28 管ヵ事芋 (奉)SDI4

29 普ヵ手芋 (奉)K-18 3層

30 管ヵ狩 (奉)SDI4

31 管ヵ狩 (岩)F-6 4層

32 管ヵ昇 (岩)0-7 5 c層

33 静ヵ算 (岩)5 e層

34 膏ヵ算 (奉)SDI4

35 管ヵ奔 (奉)石垣5東側 5層

36 普ヵ拝 (奉)1層

37 管ヵ拝 (奉)SX7

38 管ヵ狩 (奉)P-174屑上

39 管ヵ狩 (奉)iE凶階段Trol上
40 笹 j;奨 (奉)SK9

41 管ヵ奔 (岩)D-9 4層

42 管ヵ奔 (奉)D-l! 4 c層

43 膏ヵ算 (泰)表採

44 管ヵ宇芋 (岩)4層

びいどろ参考資料

(左:びいどろ史料庫蔵右:神戸市立博物館蔵)

法長(cm)ー (高さ)
比重 備 考ト

最大長 最大幅 最大厚

6.8 1.2 芋L白色
2.8 1.35 芋L青色

2.0 1.1 手L青色

1.2 1.2 2.4 乳白色

2.6 1.0 0.85 宇L青色

2.2 1.0 0.95 乳育色

2.9 0.8 3.6 貨 1品色(半透明)

2.9 0.7 3.9 寅褐色(半透明)

2.9 0.5 乳青色

2.5 1.0 乳育色

2.3 0.85 手L青色

2.1 1.1 乳育色

1.8 1.3 乳白色

3.0 1.1 乳育色

3.9 1.0 乳白色

8.2 1.25 1.0 乳育色

3.8 1.0 1.1 手L青色(水色)

3.3 1.1 0.5 乳育色

3.0 1.1 0.5 乳育色

2.4 0.45 手L青色

3.0 1.3 0.5 乳育色

3.3 1.5 0.6 乳育色

5.2 1.1 0.65 白色，少々風化する

2.1 1.2 0.65 水色(半透明)

1.4 1.1 0.55 芋L青色

3.1 1.0 0.5 乳育色

1.8 0.65 乳育色

2.3 0.85 紋色(半透明)+乳白色

5.8 0.6 水色(半透明)+乳白色

3.5 0.6 水色+乳白色

3.6 0.6 水色(半透明)十字L白色

2.8 0.35 乳育色

2.8 0.4 3.6 黄褐色(半透明)

3.8 0.4 事L白色

3.6 0.35 乳育色

4.55 0.35 乳育色

5.7 0.4 乳育色

6.0 0.4 乳青色

7.0 0.85 乳白色

7.8 0.55 芋L青色

4.7 0.5 乳育色

3.8 0.4 水色

3.8 0.4 水色

4.2 0.45 乳育色

第14表ガラス製品観察表①
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番号 種 百出 出 1:遺跡遺構層位
法量(cm)・・・(角的

比重 備 考
最大長 最大幅 最大厚

45 管ヵ非 (岩)4層 3.9 0.5 乳青灰色

46 管ヵ奔 (岩)4層 4.1 0.5 水色

47 答ヵ持 (岩)4層 4.0 0.55 乳白色

48 替ヵ!片 (岩)4層 3.5 0.55 乳白色

49 審ヵ奔 (泰)P-12撹百L 2.8 0.35 乳育色

50 督ヵ算 (奉)SDI4 3.2 0.35 乳育色

51 替ヵ詳 (岩)B-6 4層 3.5 0.，[5 芋L白色
52 替ヵ宇芋 (奉)D-104 b層 3.4 0.45 乳育色

53 普ヵ算 (奉)K-18 3層 4.0 0.6 0.4 乳育色

54 管ヵ宇芋 (奉)E-12 4.7 0.6 透明L青色と白色の螺旋状の筋

55 筈ヵ界 (奉)表 i二 4.0 1.0 0.8 白色，少々風化する

56 管ヵ f汁 (奉)SE1 3.8 0.75 0.3 乳白色

57 替ヵ狩 (岩)D-9 4層 4.1 0.9 0.3 乳青色

58 普ヵ拝 (岩)4層 6.1 0.95 0.3 乳育色

59 管ヵ算 (奉)D-ll 4 b層 3.3 0.9 0.3 芋L青色
60 管ヵ算 (岩)D-9 5 c層 2.8 0.95 0.25 白色(半透明).少々風化する

61 普ヵ算 (岩)4層 6.0 0.3 白色(半透明).少々風化する

62 普ヵ手芋 (奉)1層 6.85 0.55 芋L白色
63 管ヵ宇芋 (岩)SX6 ;6組裏j入 5.3 0.45 水色十白色(半透明)

&[ 管カー汁 (岩)SD7 3.9 0.5 水色十字L白色

65 脊ヵ手芋 (岩)D-9 4層 3.1 0.45 水色(半透明)+乳白色(半透明)

66 管ヵ!算 (岩)5層 4.2 0.3 青紫色，少々風化する

67 普ヵ算 (奉)D-ll 4 b層 3.4 0.4 水色

68 管ヵ算 (岩)4屑 2.7 0.'[ 乳育色

69 管ヵ算 (岩)4層 2.7 0.3 水色

70 管ヵ奔 (岩)4層 2.2 0.45 乳白色

71 管ヵ手芋 (岩)SD7 4.3 0.7 0.15 白色，少々風化する

72 管ヵ界 (奉)SX2 5.1 0.8 0.35 乳青色

73 管ヵ狩 (泰)SX2 6.1 1.0 0.3 2.5 緑色(半透明)

74 皆ヵ算 (奉)表土 5.8 1.0 0.35 乳育色

75 用途不明 (岩)5 b屑 2.2 0.85 0.1 2.7 緑色(半透明).中空 c風化が激しい
76 月j途不明 (岩)5 e屑 1.9 0.8 0.1 3.3 紺色(半透明).中空 CI!刻化が激しし、
77 Jlj途不明 (奉)SB5上 1.35 0.8 緑色(半透明)

78 三正 (奉):行担 9前 5d層 1.45 1. 25 替の玉ヵ，風化が激しい

79 cf. (奉)E-12 3層 1. 45 1.1 普の玉カ，風化が激しい

呂0 玉 (奉)H-9 トレンチ 6層 0.5 0.3 紋色(す透明)

81 玉 (奉)P-17 5 a層 0.55 0.35 風化が激しい

82 ヨ三 (泰)D-ll 4b層 0.65 0.45 風化が激しい

83 ヨ三 (岩)5 d層 0.6 0.6 風化が激しい

84 ヨ三 (岩)5 c層 0.6 0.45 白色(半透明).風化が激しい

85 I (岩)D-9 5 d層 0.7 0.4 白色，風化が激しい

86 玉 (岩)5 d層 0.7 0.55 白色，晶Qf七が激しい
87 玉 (炉)1屑 1.15 0.'[ 緑色(半透明).少々風化する

呂8 玉 (岩)5 e層 0.95 3.7 黄褐色(.'I'i垂司耳).T字却に 3点穴があく
89 装身具 (岩)5 b層 1. 65 0.75 3.7 黄褐色('F透明)
90 装身具 (岩)5 e層 0.95 0.4 3.3 緑色(半斉明).風化が激しい

91 用途不明 (岩)5 e層 0.85 0.2 緑色(斗透明).風化が激しい

92 ll'!吹き菊型ガフス蕊 (岩)5 e層 3.3 3.6 0.15 3.5 淡紫色

93 豆!吹き菊型ガフスsE (奉)石垣 51'可側 4c層 3.4 2.45 0.15 黄色を呈す

94 恕吹き菊型ガフス盃 (岩)5 c層 1. 2(高) 4.2 0.2 3.5 風化が激しし、，沼色を施す

95 型吹き菊型ガフス盃 (泰)P-17 5 a層 2.35(出'i) 0.2 3.7 円筏5.3cm(復元)風化が激しく薄緑色を呈す
96 型吹き菊型ブfフス盃 (炉)SD1 3層 1. 05(高) 0.25 3.7 浪紫色を呈す

日7 型吹き菊刻ブfフス盃 (岩)5 e層 2.8 2.2 1.5 風化のためか半透明を呈す。

98 型吹きガ7 ス鉢ヵ (岩)c-9 5 g層 2.75(r*i) 3.15 0.4 3.56 風化が激しい，割れ口が薄緑色を呈す

99 ホロヅ""ン (炉)SD1 3層 9.2 5.4 3.56 口径O.85cm
100 型吹き七宝つなぎ文蓋物 (奉)SD1 上層 (12.65) 6.15(高) 3.64 口径1O.6cm(復克人風化が激しく薄緑色を呈す
101 腕Jf寸ガフス打、カ (奉)SK9 5.3 2.4 0.75 3.58 フット告吊う子ヵ

102 腕Jf寸プfフス十l'カ (岩)5層 5.0(高) 4.05 3.59 
103 指輪 (岩)SD7 2.35 0.75 0.25 乳青色

1(}[ 指輪 (奉)D-ll 4 c層 2.25 0.45 0.25 青色(半透明)

105 用途不明 (炉)SD1 3屑 1. 35(高) 2.5 0.25 2.6 グフスのロ手表部ヵ

106 有li.ifフス (炉)SD1 3層 4.75 0.15 
107 脚 f寸ガフス杯 (岩)5 U屑 1. 65(尚) 4.7 フット剖防子

108 目却fサガフスn二 (茸三)J-IO Jミ1ニ 2.6(尚) 5.3 フット部分

1α9 脚付ガフス料、 (岩)D-9 5 d層 1.9 0.75 青色翼付ツイストスァム片

110 レマ f下 (岩)D-9 5 d層 2.6 2.45 0.65 スァム部分

111 オてトル(lヨ長表面l) (炉)SD1 3層 2.15(高) 0.35 口径4.65cm(復冗)
112 オてト yレ (岩)G-7 [) c層 4.7(両) 4.1 口径2.4cm

113 ボトル(口縁部) (奉)表土

114 ボトル(口縁部) (宕)5 e層 2.95(高) 2.0 口径L7cm 
115 ボトル(底部) (岩)B-I0 5 f層 1. 2(品) 3.3 
116 オてト Jレ (泰)SDI 9.95 6.45 0.5 
117 オミト Jレ (青手)SD1 9.85 7.2 0.8 
118 オミト Jレ (奉)SD1 上層 11. 3 7.'[ 0.8 ワインポfトル

119 オて!-)レ (奉)SD1 下層 11. 0 11.0 0.75 ワインオずト Jレ

120 オてト Jレ (奉)SDI 下層 10.95 12.2 0.65 ワインオてト yレ

121 オてト Jレ (奉)SD1 上層 5.5(;苛) 12.8 0.'[ ワインボfトル

122 オてト 1レ (奉)SD1 上層 6.5(高) 12.3 0.55 ワインオてト Jレ

123 オゴト)!-- (岩DSX5 土二層 9.6(高) 13.7 0.55 ワイン*"ト Jレ

124 ボトル (奉)SD1 干卜層 8.8(両) 14.2 0.4 ワインボト Jレ

125 ボトル (奉)SD1 l:屑 4.0(両) 13.4 1.0 ワインオずト Jレ

126 *'ト Jレ {泰)SK75 4.0(高) 14.1 0.8 ワインボトル

127 ボトル (泰)SD1 下層 4.5(高) 14.8 1.0 ワインオてト Jレ

128 オてト Jレ (泰)SD1 下層 4.5(高) 14.1 0.95 ワインボトル

129 オずト Jレ (岩)SD1 11. 0 6.8 0.8 ソ ダボトル

130 *ト Jレ (奉)表土 5.85 5.15 1.6 ソ ダボトル

131 局てト Jレ (奉)J -20表ト 4.3(高) 7.0 2.3 
132 オてト Jレ (奉)SD1 中層 8.3(;苛) 12.0 0.85 

133 オてト Jレ (奉)SD1 上層 8.3 9.0 10.05 

134 ボトル (奉)SE1 11. 55 10.1 0.8 
135 オゴト Jレ (奉)SD1 中層 4.85 8.85 0.85 

136 ホート Jレ (奉)SD1 上層 7.8(局) 11. 6 0.5 
137 zドト Jレ (奉)SD9・].-19 4層 17.2 10.8 0.95 手Jンオてト JV

138 *'ト Jレ (岩)5 c層 17.2 10.65 0.65 ジンボトル

第15表ガラス製品観察表②
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炉粕町出土のポッペンについて

岡 泰正(神戸市立博物館学芸員)

2004年12月1日に炉粕町SD1出土，岩原目付屋敷跡5層出土のガラス資料の一部を検討した。そ

の中の一点に胸部の大半が欠失しているが，驚くほど保存状態のよいガラス破片があった。ガラスパ

イプの先端にガラス素地を巻き取り，パイプにブロウ(息)を入れ，胴部を風船のようにふくらませ
ちゅう Aミ

て仕上げたものと推測された。いわゆる宙吹きによる成形，素地の色から見て江戸時代のぴいどろで

あることは明らかだった。

はじめは小瓶の首部分かと疑ったが，瓶であるとすると，振り出さないと液体が出ないため，器形

などを検討した結果，やはりポツベンだろうと判断した。

2004年12月4日に比重測定を行った。ガラス器の比重を測定することで，鉛ガラス，ソーダ石灰ガ

ラス，水晶などの材質を識別できる。それだけでなく，江戸時代から明治時代前期の日本製ガラスの

ほとんどは，鉛ガラスであることから，素地中の鉛量を比較し，時代様式とあわせて識別することに

よって，製作年代もある程度特定することができるのである。ポッペンと思われるガラス器の比重値

は， 3.56であった。素地中の鉄分が発色して薄緑色を帯び，典型的な江戸時代のぴいどろの素地。比

重値の基準から検討すると，18世紀前半期の数値を示した。

長崎県教育庁学芸文化課埋蔵文化財班・ JII口洋平氏によると，このガラス器が出土した炉粕町SD

lの溝は，長崎奉行所の1717年の大改修の際に埋められ， 1718年には完全に機能が失われていたとい

う。このことから，ポツベンであろうと推定されるこのガラス器の下限は享保2年 (1717)，上眼は

奉行所が創建された延宝元年 (1673)と想定できる。ただしポッベンはおもに子どもが用いる玩具で

あり，安価であり，薄い器壁が運動してこわれやすいものでもあったから，気軽に使用されて廃棄さ

れたと思われる。そのため使用期間も数年程度と考えるのが自然で、ある。私は製作時期をいちおう，

幅を持たせて1700~1718年と特定した。現在のところ，年代のわかる和製の吹きガラスの最も古い作

例は，び、いどろ史料庫所蔵の正徳4年 (1714)の箱書をもっ淡青色のガラス四段重である。使用年代

を想定すればポッペンの製作は段重より早い可能性がある。ということは，私の知る限り，このポツ

ベンは年代の絞りこめる日本製ガラス資料で，吹きガラスに限って言えば，最古級の出土例となる。

また，その当時の日本で，遠方のガラス製品を，わざわざ長崎まで運んだとは思えず，様式から見

て中国製の可能性は低い。私は日本の吹きガラスの起源は長崎と考えており，絞りこめる年代から考

えて，このポッベンは長崎製と判断される。今のところ，長崎ぴいどろの最古級の作例と言ってよい。

とにかく，保存状態がすばらしい。このポツベンの出土は， 18世紀初頭のぴいどろ素地のつややかな

美しさを今日に伝える貴重な発見と言えるのである。

びいどろの語源は，ポルトガル語のVidroである。江戸時代，延宝4年 (1676)には，長崎で「日

本物ぴいどろjという呼び方があり，中国系の技備を採り入れ，長崎でぴいどろが造られていた。

ポツペンはポッピン，ポンぜン，ポコンポコン，ポッピン，ポヒンボビン，ポベン，などと様々に呼ば

れ，地域，時代によって呼称が異なる。要するにその音からの呼称。『日本国語大辞典j(小学館， 1975 

年)の「ポピンjの頃に，江戸時代の用例として，ポピン，あるいはポヒンという例が挙げられている。

今では危険防止のため，吹いて音を出すものに統ーされているようだが，少し前までは，吸うタイ
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プも存在した。ほんの少し息を吸い，ガラスの薄い底の器壁を内側にへこませ，息を抜くと壁が元に

戻る。吹くタイプはその逆になるのである。その時にチヤツポンというやや金属的な響きがする。そ

れだけの玩具だが，薄く透明なガラスが膜のように微妙に動くことの不思議さと，意外に大きく響く

音の面白さから新奇に思われたらしく，安価なガラスの玩具として，遅くとも18世紀後期には上方，

江戸にも普及した。

もとは中国が起源である。明代末期の崇禎8年 (1635)刊『帝京景物略』巻二にその原型と思われ

るガラス製玩具の記述がある。かなり後代，清代の例だが， r北京民間風俗百図J(書巨文献出版社，
1982年)に「破璃嗣帆売りjの図が見られる。この園の説明では，ガラス屑を集めて溶かし，これで

破璃刑IJI¥を造る，と記されている。内田道夫図説『北京風俗図譜J(平凡社， 1986年)には， 1920年

代(中華民国14~15年・大正14~15年)の中国の子どもの遊びとして，破璃嗣肌の図が採録され，こ

れを「吹く」ことは蹄を丈夫にする，と解説されている。絵で見ると，かなり簡の長い大ぶりなもの

で，茶色のガラスによる瓢箪形。今日知られるポツベンの形だけでなく，こうした瓢箪形が，中国に

存在していたことがわかる。

明末・清朝期の中国からもたらされたポツベンの形状を模倣して，遅くとも1670年代の長崎では，

すでにこの玩具が造られていたかと想像される。出はじめの頃は，中国起源の玩具として，エキゾチッ

クで、珍奇な商品だったのだろう。これが， 18世紀中葉以蜂，大坂，京都，江戸の地へとぴいどろ製法

の伝播とともに普及し，とりたてて長崎の特産品ではなくなっていったようである。
おおぱんにしさえ ふじんそうがくじってい

ことに喜多川歌麿が描いた大判錦絵「婦人相学十幹 ポッピンを吹く娘J(東京国立博物館他)は

有名で，これは寛政 3~4 年(1791 ~92年)頃の版行。歌麿がえがくポツベンは，江戸の町娘のあど

けなさと，あでやかさを引き立てるアイテムとなっている。この図を昔は「ビードロを吹く娘jと呼

んでおり，娘が「吹いているj玩具が，ビードロと一般に認識され，ビードロすなわちポッベンと考

えられるようになった。ちなみに歌麿がえがいた娘のポッベンは，江戸製だろう。ただ，錦絵を観察

するとポッベンのパイプ状のところが今のものより短く，風船状にふくらむ腕部に続く部分が広がっ

ているように見える。胴部にいたり風船状の先端が平たくなっている。これを見て，出土したガラス

器を見ると，一部であるとは言え，そっくりの形状を示していることがわかる。

日本における江戸時代に製作されたポッベンの出土は，京都市で報告されており，初めてではない。

しかし，この京都の出土例は， 18世紀後半から19世紀中頃の製作と推定されている a平安京左京北
辺四坊一第2分冊(公家町)-J 235頁京都市埋蔵文化財研究所調査報告第22冊 2004年)018世

紀初頭まで製作期がさかのぼる，加えて，長崎ぴいどろと特定できるポッベンの出土例は初めてであ

る。パイプと胴の接合部の保存状態もよく，残存部の曲線から，ある程度の形状も推測できる。

るつぼ

まず，ガラスパイプー共竿の造りかた。吹き竿に下玉を取って少し冷まし，この玉を再び埼桶に入

れてガラス素地を巻き取る。吹き簡に少しブロウを入れ，下向きにすると熔けた玉はイチジク形にな

る。もう一方で，別の工匠が吹き竿に少量のガラス素地を巻き取り，この素地を先ほどの熱いイチジ

ク形の先に熔着し，ふたりが患を合わせて綿引きのように横にヲ|く。まだやわらかいガラス素地が，

長く延び、てパイプ状になって冷え田まる。これを切ると共竿が出来る。素地が均一に延びるので，徐

冷の必要がない。

その共竿の先にガラス素地を巻き取ってブロウを入れてふくらませ，キリをもむように共竿を回転

させながら底を薄くし，板などに当てて先を平たく成形したものと推測される。こうして長いパイプ

98 -



の先に底の平たい風船がくっついている状態のものが出来る。ここからの製法はあくまで仮説である。

冷却後，風船状の素地とパイプがつながっているあたりを，窯から上がる炎であぶって熔かし，軟化

させ，引っ張ったものと推定される。そのためにラッパ状の形状となったのである。ここで余分なガ

ラスパイプを折る。出土したポツペンの先端を観察すると，折り取った先で怪我をしないように，さ

らに吹き口先端を鉄で細かく切って仕上げているように見える。現在の製品のように吹き口の先端を

あぶってはいない。これも古様を感じさせる仕上げである。出土したポッベンに見られる胴部と頚部

との継ぎ日が，太めの共竿で素地を巻き取った痕跡である。太いパイプをわざわざ細くしているので

ある。どうしてこんな手間のかかる製法をとっているのだろうか。それは，共竿の太い方が素地の付

がよく，何より強度的にもすぐれ，耐久性に富むためと思われる。

素地は，純良で、，断面は薄緑色を呈し，継ぎ目から胴にかけて厚い器胎を示している。これが先に

行くにしたがって薄くなっていたのだろうが，現在，市販されているソーダ石灰ガラスのポツベン(ほ

とんどが外国製と推定される)に比べて，格段に器胎が厚いのである。高鉛ガラスであり，素地の質

感，透明感はガラス工芸としての美しさをたたえている。大部分が欠失しているにもかかわらず品格
けいねん

があり， 18世紀初頭の長崎ぴいどろの質の高さを推測させる。器面各所に経年変化による虹彩(ラス

ター)が認められる。

17世紀後期の長崎では，吹きガラスによるぴいどろの食器，花器などのうつわ類，玉，かんざしな

どが造られていたと推定される。ポッペンと同じく炉粕軒から出土した型吹き紫色ガラス盃の破片，

岩原目付屋敷出土の型吹きガラス鉢，および紫色菊形ガラス盃の破片などが， 1673~ 1718年に製作年

代が絞り込める最古級の和製吹きガラス，長崎びいどろの重要な遺例である。うつわ類だけでなく，

こうした吹きガラスの特性を生かした，中国起源の玩具 ポッペンが造られていたことが出土作例か

ら実証されたことは，日本のガラス工芸史上，特筆すべき事項である。上質のうつわに比べ，こわれ

やすく，残りにくいガラスの玩具の実像がここに明らかになったことも貴重である。

何より，長崎ぴいどろの創製は，不明なことが多く，このたびの発見は， 17世紀後期から18世紀初

頭にかけて，空白であった長崎びいどろの製造の歴史に新たな資料を呈示したと言ってよい。

現在，おみやげ品として，長崎の各所で長崎ぴいどろの代表としてポツベンが売られている。出土

したポッベンは，その確実なルーツなのである。しかも品格があり，工芸的にもすぐれ，年代の保証

された鉛ガラスの作例として，具体的な形として私たちの前にあらわれた。私の知る限り，日本最古

のポツペンであり，長崎びいどろの初期の基準作例として，発見の意義は極めて大きい。

奉行所の誰が使ったものか，そのあたりの空想、は各自でしていただければと思う。子どもだけでな

く，歌麿の錦絵のように若い女性が口をつけたかも知れない。

大坂，江戸に普及する以前の長崎製のポツベンは，やや高級で、，日新しい長崎の土産品であったか

も知れないが，いずれにしても，子どもが使う玩具であったことは確実だろう。そのような日常的な

ものほど残りにくく，具体的な形状がわかりにくいものであることを，あらためて確認しておきたい。

こわれやすいポツベンをていねいに発掘された職員の方々の仕事に敬意を表する。くり返しになる

が，発掘されたポツベンの保存状態のよさは，どうだろう。鉛を多く含む，鉄分によって薄緑色を帯

びた，ねっとりとした質感の器商は， 300年の眠りから醒め，再び長崎の空の光を映すことになった

のである。
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(3) 木製品

炉粕町遺跡SD1を中心に多量の木製品が出土した。多くは建築部材で，加工されていても用途が

わからないものが多い反面，様々な種類の当時の人々の生活が伺えるものが出土した。炉粕SD1か

ら出土した木製品は大変保存状態も良好であった。木製品の中で，漆製品とは加に，黒色塗料が確認

されるものが出土している。 漆を塗布する前の，下地(サピ止め)が露出している状態と考えられる。

下駄 総数77点出土した。下駄の差歯も16点出土した。下駄は古く古墳時代から存在が認められてい

るが，様々な形態を持つようになったのは，江戸時代に入ってからである。

下駄は，まず足をのせる接地面(台)の形が角形と丸形(小判形)に大別される。さらに一つの木

から作り出すー木下駄と，台と下駄の歯が分かれている構造下駄の2種類がある。

一木下駄には，前後2つの歯を作り出した連歯下駄(I類)と，歯が台から独立していない割り下

駄 (II類)の2種類がある。そして構造下駄は，差歯にホゾのあるものを露卯下駄 (III類)といい，

ホゾのないものを陰卯 (N類)という。当遺跡出土の露卯下駄のホゾ穴は， 1つのものから 3のもの

や，前後穴の数の違うものまで存在する。また構造下駄は，歯がとれてしまったのを補修するために，

ホゾの近くに釘を打ち歯を固定しているものも見られた。

下駄には鼻緒を通す眼が穿たれており，仮に後歯の前に眼があるものを a，後ろにあるものを bと

する。これらの分類をもとに今回出土した下駄の分類を試みた。

下駄は，奉行所のSE9から21点，炉粕町SD1の3層から48点出土している。その他，炉粕SD

1の1・2層から 2点，岩原3層から 5点，岩原SE3から I点出土している。岩原から出土したも

のは角形のE類がl点判別できるだけで，その他は残存状況が悪く分類できなかった。奉行所と炉粕

町からの出土状況は以下の通りである。また，台から外れた差歯が18点(うち 1点実測)出土した。

-奉行所 (SE 9) -炉粕町 (SD 1 3層) -炉粕町 (SD 1 1・2層)

角-I-a:1 丸 I a 3 角 1-a : 3 角一面-a : 15 角 1-b : 2 

角一回 a 5 丸 II-a:1 角一 1-b : 14 角-Ill-b : 7 

角一(不明): 5 丸一Ill-a:2 角立-a:1 角-Ill一(不明): 4 

丸 (不明): 2 角 II-b:1 丸一血-a : 2 

形状不明 : 2 丸一国一(不明): 1 

多種多様な下駄が出土したが，陰卯下駄本体は確認できなかった。炉粕町SD1と比べると，奉行

所SE9から丸形下駄の出土率が高い。また奉行所SE9では a形のみが確認できた。また，黒色主主

料がみられるのは丸形や，露卯下駄で幅が狭く小型のものが多く，女性や子供用の下駄のようである。

この他に，連歯下駄の形を呈L，鼻緒を通す眼が穿たれていない履き物が出土している。台の側面

全体に釘穴があり，金属製の釘が一部遺存している。

生活工具 19は刷毛である。塗り物が刷毛の下部に付着しているが，毛部は残っていない。 39は棒状

の金属が遺存しており，錐と推測される。 38・40は庖丁や小万の柄と考えられるが，金属部分は残っ

ていなかったため，不明である。

生活用品 樽や徳利の封に利用されたと考えられる栓が出土している。大きさも10cmを超えるものか

ら2CllIほどの小さいものまで出土している。 30は吸口と考えられる。次に，箸が出土しており，完形
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は2点出土している。 36は断面が方形であるが，その他は円形である。いずれも両端まで同じ太さで

ある。 42・43・44は柄杓などの柄の部分と考えられる。種類が豊富なのは桶，もしくは樽の慨板であ

る。個体で出土するものはなかったが，側板内面に板を取り付けていた跡が残っている。 54は上部に

蓋を取り付けた跡が残っているため，樽の側板と考えた。次に曲物，樽などの蓋や底板と思われる丸

板である。 55・57は薄く幅の短い側板が残存しているため，蓋と思われる。 56は焼印が確認できるが，

内容は不明で、ある。 58は板に3.5cmほどの穴があり，樽の蓋の一部と考えられる。 61・62も蓋と考え

られる。その他の丸板は底板と考えられ，小型のものは柄杓の底板と考えられる。次に，曲物側板で

あるが，側板自体の残存状態は良好であるが，結合部は分離している。この他，味噌などをすくうと

きに使用したと考えられるヘラが出土した。半月状のものと，方形状のものとが出土している。

玩具 羽子板や独楽，人形などが出土した。羽子板は柄の部分が折れやすく，完全に残っていたのは

2点のみであった。江戸時代から板の表面に装飾を施したものが存在するが，出土したものは特に見

あたらなかった。独楽は2点とも栗形を呈しており， 86が芯の部分が金属製で， 87は木製であった 0

82から84は動物のミニチュアの顔と足である。東京都一橋高校地点から出土している犬型の頭部と報

告されているものに類似しているため，おそらく玩具であったと思われる。頭と胴部は木釘で固定さ

れていたと思われる。人形は頭部のみで顔の部分は目鼻立ちがはっきり残っていない。

漆製品 漆の残存状況は大変よいが，製品としての原型をとどめているものはわず、かであった。出土

量としては漆椀が多く，その他曲物の側面や容器の一部が出土している。 漆椀類は，蓋がl点、確認で

きた。椀は，高台脇から緩やかに立ち上がるもの(102・108)，高台脇から急激に立ち上がるもの(101・

107) ，高台際に稜が入り湾曲しながら立ち上がるもの (104)，高台際に稜が入札胴部に 1条の突帯

がつくもの (105・106)，高台際が高台内より位置が高いもの (103・109・110)などがある。その他

装身具として櫛が出土している。櫛の歯の部分はほとんと守失われている。その他，製品の一部が出

土し，実際の用途が不明なものが多々ある。

今回木製品を整理するに当たって， 20点樹種間定を行った。同定方法は，木片の断面を顕微鏡で観

察し，解剖学的形質および、現生標本と比較することによって行われた。

分析の結果，下駄8点はモクレン属2点，クスノキ 2点，ツガ属 1点，ケヤキ 1点，カツラ 1点，

センダン 1点と，様々な種類があることが確認された。曲物2点はいずれもサワラであった。曲物蓋

はスギとアスナロ，箸はスギ，栓はコナラ属アカガシ亜属，羽子板はアスナロ，杓子はヒノキ科，柄

はアスナロ，丸板(小)はアスナロ，丸板(大)はスギである。いずれも温帯もしくは暖温帯に分布

する樹種で，周辺地域に分布しているということであった。今囲の結果は，木製品のほんの一部であっ

て他にも様々な樹種の利用が予想される。(柏木)

※表の法量について…下駄に関しては (a. b. c. d. e)を採用。 a 横幅 b :縦|幅 c 前

後の眼の幅 d:後方の眼の111富 e 台から歯までの厚み，漆椀に関しては (a. b. c)を採用o

a 口径 b:底径 c 高さ

[参考資料1
1988 r三栄町遺跡』東京都新宿区教育委員会
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2000 r汐留遺跡 IIJ東京都埋蔵文化財センター調査報告 第79集
江戸遺跡研究会 2001r図説江戸考古学研究辞典』
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番号 種類 出土地点
法量 (cm) …(復フじ径)・出 残存長

塗装 1枯考最大長(a) 最大幅(b) 最大厚(c) (d) (e) 

I 下駄 (炉)SD1 3層 9.05 22.1 10.1 5.5 3.9 角 1-a 
2 下駄 (炉)SDI 3層 9.4 21.0 13.0 6.65 4.8 角 1-b 
3 下駄 (炉)SDI 3層 9.2 21.4 13.0 6.0 3.8 jfJ-I-b 
4 ード草t (炉)SDI 3層 9.5 23.35 13.5 6.5 5.4 角Il-a
5 一F!l't (炉)SDI 3層 8.85 20.85 13.35 5.95 4.7 角 Il-b 台前方角部に筋あり
6 下駄 (炉)SDI 3層 9.3 18.95 10.6 5.15 8.1 黒色塗料 角 ill-b 歯に砂利付着
7 下駄 (炉)SD1 3層 8.4 22.4 11. 6 6.15 3.5 角 ill-b
自 下駄 (1戸)SDl 3層 8.65 21.1 11. 5 6.1 2.65 角 ill-b
9 下駄 (炉)SDl 3層 7.1 17.3 8.0 5.0 4.6 角 1-a 
10 下駄 (炉)SDl 3層 7.1 16.0 7.25 3.75 5.0 黒色塗料 角 田 a 訟に砂利付着
11 下駄 (予戸)SDI 3層 9.15 17.75 8.7 4.45 6.7 黒色塗料 角 田 a 指痕あり，前に砂利付着
12 下駄 (炉)SDI 3層 7.45 20.7 10.4 5.0 2.45 黒色塗料 角 lli-a 指痕があり，台裏後方に刻印あり
13 下車k (奉)SE9 8.35 15.35 7.3 6.05 1.9 :tL-I-a 
14 下駄 (奉)SE9 6.05 16.15 6.8 4.45 3.35 黒色i主宰1 :lL-Il-a 
15 下駄 (奉)SE9 9.6 21.05 9.75 5.3 6.7 黒色塗科 丸 1 -a 後歯に釘痕iJ'残る
16 下駄 (炉)SDl 3層 8.45 21. 8 10.5 5.7 6.0 黒色塗料 丸 ill-a 指痕あり，台に歯を固定した釘が残る
17 下駄 (炉)SDl 3層 8.2 21.15 10.8 5.2 4.35 黒色塗科 :h-ill-a 
18 履き物 (炉)SDl 3屑 7.55 25.95 3.2 台の郎副全体に釘が残る。連由下駄の形を呈す

19 fM毛 (炉)SDl 3層 12.5 11.15 0.8 塗科の疫が残る

20 栓 (炉)SDl 3層 6.05 3.6 穴 1ヶ
21 栓 (炉)SDI 3層 6.3 3.1 
22 栓 (炉)SDI 3層 7.65 3.8 
23 栓 (炉)SDI 3層 8.9 3.1 
24 栓 (炉)SDl 3層 10.0 3.6 
25 桧 (奉)SDl 中層 8.95 5.4 
26 用途不明 (炉)SDl 3層 14.05 3.3 上部断面1は万形，下方は円形 c穴 1ヶ
27 校 (炉)SDl 3層 3.35 0.7 貫通干しが Iケ
28 栓 (炉)SDl 3層 2.0 2.25 
29 栓 (炉)SDl 3尉 4.2 1.0 
30 栓 (岩)SE3 2.4 1. 25 8及ロヵ
31 別途不明 (炉)SDl 3層 4.1 0.75 1C12ヶ
32 用途不明 (炉)SDl 3層 5.15 0.5 穴 1ヶ
33 箸 (泰)SE9 22.3 0.5 完形

34 箸 (炉)SDI 3層 22.9 0.6 完形

35 箸 (炉)SDI 3層 12.75 0.65 
36 箸 (炉)SDl 3層 12.8 0.55 
37 箸 (炉)SDl 3層 4.4 0.6 
38 柄 (炉)SDl 3層 13.85 3.3 
39 T丙 (炉)SDl 3層 22.15 1.5 封tヵ
40 f丙 (炉)SDl 3贈 13.2 
41 月j途不明 (炉)SDl 3層 19.65 1.8 0.45 
42 用途不明 (炉)SDl 3屑 21.05 1.4 
43 用途不明 (炉)SDl 3屑 27.5 1.9 1.05 
44 別途不明 (炉)SDI 3厨 47.0 2.2 1.3 
45 用途不明 (岩)5e層 10.6 2.0 0.8 柄の次転用ヵ
46 用途不明 (炉)SDl 3層 4.9 0.85 ド ナツオた
47 1語 (炉)SDl 3層 8.75 6.65 1.1 側板

48 十前 (炉)SDI 3層 15.9 7.45 1. 05 !Jl付託
49 十前 (炉)SDl 3層 20.0 6.7 0.75 師l板
50 市首 (炉)SDl 3層 16.6 8.35 1. 05 側板

51 橋 (炉)SDl 3層 14.5 10.1 1. 35 開閉板

52 干吊 (炉)SDl 3層 16.45 3.75 1. 25 問時板
53 有雨 (炉)SDl 3層 14.35 6.3 1. 05 担村宜

54 tiJ: (炉)SDl 3層 40.8 8.75 1.35 !JlI板
55 九板 (炉)SDl 3屑 22.25 2.05 君+主

56 丸板 (炉)SDl 3層 36.6 10.1 1.8 叢ヵ，焼印あり

57 :tL杷え (炉)SDl 3屑 25.05 12.15 2.35 極ヵ，楕円形
58 :lL板 (炉)SDl 3層 23.45 7.55 1. 35 宜，干L3.5cm
59 丸板 (奉)SE9 17.65 0.95 片面i黒色塗科
60 丸板 (炉)SDl 3層 13.1 0.9 孔あり
61 丸板 (炉)SDl 3層 15.0 1.2 蓋
62 丸板 (1戸)SDl 3層 15.7 8.1 0.6 黒色塗科

63 九板 (炉)SDl 3層 16.0 1. 05 
64 九板 (炉)SDl 3層 9.25 0.55 ひしゃくの底板ヵ

65 九恢 (炉)SDl 3層 8.6 0.65 黒色塗料 ひしゃくの底板ヵ

66 ヌLt宜 (炉)SDl 3層 11. 95 0.7 底抜

67 用途不明 (炉)SDl 3層 16.9 1.3 A角JfW，
68 -̂.フ (炉)SDl 3層 26.25 3.85 0.9 
69 ノ¥フ (炉)SDl 3層 19.3 4.5 0.6 
70 -̂.フ (炉)SDl 3層 21.15 3.75 0.75 
71 -̂.フ (炉)SDl 3層 19.7 7.25 0.55 
72 用途不明 (炉)SDl 3屑 18.25 4.18 0.55 
73 山物 (炉)SDl 3屑 17.75 3.5 0.55 !JlI園大。底板な L
74 出{ヰ却 (炉)SDl 3層 13.15 2.9 0.35 側面小。底板なし

75 UlパJg (炉)SDl 3層 11. 6 2.25 0.4 側面+ 小。底板なし

76 羽子板 (炉)SDl 3層 20.0 9.0 1.呂5
77 羽子板 (炉)SDl 3層 18.4 8.6 1.05 
78 羽子板 (炉)SDl 3層 19.6 8.8 1.5 
79 羽子板 (炉)SDl 3層 19.2 8.4 1. 25 
80 羽子板 (炉)SDl 3層 24.5 7.6 1.3 
81 羽子板ヵ (炉)SDl 3層 31. 6 6.85 1. 35 
82 ミーチュア (炉)SDl 31冨 18.5 6.3 2.15 動物の足，犬形ヵ

83 ミーチュア (炉)SDl 3層 16.15 8.2 1. 95 動物の足，犬形ヵ

&1 ミーチュア (炉)SDl 3層 12.45 5.8 5.25 動物の顕. )こ形ヵ

85 人形 (奉)SE9 8.45 3.7 3.6 露1剖，
86 J!l1楽 (炉)SDl 1・2層 5.25 3.7 
87 独楽 (奉)SX7 下層 5.3 4.1 
88 T軍人σ)，お (炉)SDl 3層 11. 8 8.4 2.0 台部の正痕残る. I塗卯下駄の歯
89 櫛 (炉)SDI 3層 6.65 4.7 0.9 
90 用途不明 (炉)SDl 3層 12.35 2.25 
91 用途不明 (奉)SDl 下層 11. 55 3.7 燭台なとの足部ヵ

92 把手 (炉)S口1 3層 15.2 5.5 3.2 
93 用途不明 (炉)SDl 3層 27.-15 8.7 1.2 
94 用途不明 (炉)SDl 3層 13.05 7.05 0.95 板の端に貫通孔が多数あり

95 用途不明 (炉)SDl 31畜 19.8 8.3 1. 05 
96 用途不明 (奉)SE9 12.5 1.0 
97 用途不明 (炉)SDl 3層 7.65 4.7 0.95 
98 用途不明 (炉)SDl 1・2層 11. 2 5.8 六角汗主担t
99 III途不明 (炉)SDl 31，再 56.65 2.2 0.65 先端部がー股に分かれている

第16表木製品観察表①
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番号 種類 Hi:I:封也古
法量(四1) ・ (復フじ径)・掠:残存長

主主装 {荷考
最大長(a) 最大幅(b) 最大厚(c) (d) (e) 

100 漆椀 (炉)SD1 3層 10.95 (4.0) 2.9 外亦/内赤 漆製z日'.宜oX様なし
101 漆椀 (炉)SD1 3層 12.2斑 5.3京 3.4 外赤/内赤 漆製品，文様なし

102 漆椀 (炉)SD1 3層 12.0 6.0 '1.25 外赤/内赤 漆製品，文様なし

103 漆椀 (炉)SD1 3層 9.95 4.9 8.0 外赤/内赤 i奈製品，文様なし
104 漆椀 (炉)SD1 3層 (14.1) (6.5) 7.0 外赤/1勾赤 漆製品，文棒、なし

105 ?杢涜 (炉)SD1 3層 13.0出 7.2* 4.6 外赤/内赤 漆製品，文様なし

106 漆挽 (炉)SD1 3層 11.4出 5.1 5.9 外赤/内赤 漆製品，文様なし

107 漆擁 (炉)SD1 3層 10.05出 5.45掠 3.05 外黒/内赤 漆製品，草花文様の卸かあり

108 漆椀 (炉)SD1 3層 (12.6) 6.0出 日.1 外赤/内赤 漆製品，文様あり
1日9 漆椀 (奉)SE9 13.2京 6.25 6.8 外茶/内黒 漆製品，竹文様あり

110 漆椀 (炉)SD1 3層 (10.6) 5.55 8.05 外赤/内赤 漆製品，松文様あり

111 蓋 (炉)SD1 3層 13.7 7.6 1.5 外黒/内赤 漆製品

112 容器 (炉)SD1 3層 16.4 2.1 (高さ) 外黒/内赤 漆製品，八角形状
]]3 111ば'JJ (岩)SX6 上層 17.7 0.6 外県/1勾黒 i事製品，釜
]]，1 m号 (炉)SD1 3層 17.1 0.75 外黒/内赤 漆製品
]]5 箱 (炉)SD1 3層 18.25 4.55 0.65 外黒/内赤

1哀義漆漆哀要哀書製製E嘉品品あZ ， 側恢ヵ]]6 容器 (炉)SDI 3層 10.6 5.9 0.35 外黒/内赤 底部
117 容務 (炉)SD1 3層 6.9 6.85 7.95 外黒/内黒

118 7L板 (岩)SE3 26.3 0.6 外黒/内黒 文様、なし

119 r&fキL (炉)SD1 3層 22.6 6.8 0.8 
120 荷札 (炉)SD1 3層 9.85 2.8 0.6 墨書あり(内容不明)

121 荷札 (炉)SD1 3層 11. 0 2.5 0.4 墨書あり(内容不明)

122 1¥守札 (炉)SD1 3層 12.9 1.9 0.4 黒書あり

123 再守十L (炉)SD1 3層 17.7 3.6 0.5 悪書あり(内容不明)

124 用途不明 (炉)SD1 3層 17.9 2.5 0.8 黒書:あり(内容不明)

125 荷札 (炉)SD1 3層 11. 6 1.5 0.3 悪書あり

126 荷札 (炉)SD1 3層 15.6 2.7 0.2 黒字書あり

127 用途不明 (炉)SD1 3屑 17.1 6.4 1.4 黒書あり(内容不明)

128 f雨量主 (炉)SD1 3層 14.8 6.2 1. 25 黒書あり(内容不明)

129 用途不明 (炉)SD1 3層 15.85 4.1 0.6 器書あり(内容不明)

130 丹)i主ヰミl珂 (炉)SD1 3層 7.2 4.8 0.55 薬害あり(内容不明)

131 別途不明 (炉)SD1 3層 16.4 10.5 1.4 再香あり(内容不明)

132 別途不明 (炉)SD1 3層 17.9 4.8 墨書あり(内容ィ、明)

133 容器ヵ (炉)SD1 3層 22.55 10.0 2.3 墨書あり

134 オミキL (炉)SD1 1.2層 11. 6 9.0 1.1 愚書あり

135 ?書長主りの十下 (炉)SD1 3層 9.0掠 3.95 2.2 外赤/1'-]赤 内側L金彩で文字が書二かれている

136 ものきし (炉)SD1 3層 25.45 1.1 黒書あり

137 sl!lf';; (岩)SX6 上層 15.2 1.4 黒書ニあり (内容不明)

138 叢 (惇i)SD1 3屑 37.0 5.1 1.3 黒書あり(内容不明)

139 樽宜 (炉)SD1 3屑 32.5 9.85 1.3 黒書あり(内容不明)

140 樽蓋 (炉)SD1 3層 36.4 8.1 1.7 墨書あり(内容不明)

第17表木製品観察表②

(4 )文字資料

荷札や木札，樽・桶の葦に墨書で文字の書かれた木製品が出土した。多くが破片であったり，文字

が薄れているため，釈読できなかった。荷札は奉行所に納入された商品の荷札と考えられる。(柚木)

119・「長崎東中町口口 134 i今度為片
口附札口口

@小柳九郎右衛門尉 片栴正口口由
口口 j 

. i口五口

しメこなへ弐口之代

口口口口

120・121 内容不明

122 i小j

123 . 124 内容不明

〔兎ヵ〕

125. i <昨日口口権太郎j

. i<かし候五わ口口 」

126 i四郎右衛門様参

127~ 132 内容不明

133 すみそあり

ひしおありしらゅう

ひ口口口口j

[参考資料] 2004 r木簡研究』第26号木簡学会
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越口口候処ー園
〔度ヵ〕

同JL、無之剰

口口牢人之次 」

135 iあまり

おぢぎ口

くたで

ござんす j 

136 i一尺五寸五開入J

137~ 140 内容不明
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(5) 金属製品

当遺跡から多量の金属製品が出土した。しかし，多くのものが腐食し，形状がわからなくなってい

るものが大半であった。その中で112点圏化できた。

煙管 雁首と吸口に分かれ，それを羅宇で、つなぐタイプものが出土した。今回は古泉氏の煙管の変遷

をもとに，江藤氏に分類をお願いした。当遺跡では，古泉氏の分類でいう立~盟類までが出土した。

雁首は火皿とそれにつながる部分(首部と呼ばれる)で構成されており，火皿と首部の付け根から

湾曲している部分を脂返しという。この脂返しの湾曲が，新しくなるにつれ次第に小さくなる。この

脂返しの曲がり具合によって分類することができる。盟類までは，火皿と首部の接合部分に細い銅板

を巻き付け補強している。これを補強帯と言い，この補強帯があるものと，羅宇をつなげる首部の小

口側に一段肩が付いているものがE類とされている。当遺跡では肩付きのものは出土しなかったが，

2・3・4は途中で折れているため，肩付きの可能性がある。 III類と町類は脂返しの湾曲にさほど差

は見られないが，補強帯の有無によって判断される。 v類になると，火皿と指返しの湾曲がさらに小
さくなっている。そして火皿が小型からいったん大型化し，次第に小型化するという。

19には火皿の内側中程に火盟冠と呼ばれる穴があいているが，これがどのような機能を果たすもの

なのかはまだわかっていない。またこれらの年代的なことは，各々の型式でも，同時期に並行して存

在することが考えられるため，明言は避けておく。

吸口は肩が有るものと無いものに大Bりされ，肩のあるものが古いとされている。肩の無いものでも，

羅宇を差し込む小口から中程までやや膨らみ，口付け部分が細くなるものと，小口から口付け部分ま

で直線的になっているものとがある。 39は金箔が施されている。

また，何点か雁首に灰落としの際に潰れた跡が残るものがある。この他に雁首を製作する前に銅板

に切り込みを入れ，接合前の段階まで加工されているものも炉粕町SD1から出土している。

小柄 いずれも柄のみの出土である。 45は魚々子地に五三桐の紋様を 3つ配しており，金箔が残って

いる。持ち主の家紋を配した可能性がある。

普・拝 金属製のものは出土数が少ない。また装飾性の高いものは出土しておらず，主に髪掻きとし

て使用していたと推測される。 50は用途不明の棒状製品である。途中で破損しており，円筒状の穴が

あいている。松の文様が彫込まれ丁寧な作りをしているため，先には金属と別のものを挿し込むよう

な作りの替ではないかと推測される。

釣下げ用具 釣下げる対象物は不明確であるが， 55は簾を巻き上げ，それをかけておく金具で， 72・

73は提灯の金具ではないかと考えられる。

パック状製品 用途は不明で、ある。袋状の本体に装飾を施した蓋がついており，裏側には何かに国定

するための金具が取り付けられている。非常に作りが良い。

巨貫 万の柄の部分に取り付ける万装具のひとつである。植物をモチーフにしていると思われる。

分錦 原型はとどめているが，腐食しており正確な重さは不明である。現在の重さは50gを測る。直

方体状で角取りをし，上につまみが残っている。

矢立の蓋 矢立とは筆を収納する文房具であり，これに取り付けたと思われる蓋が出土している。

メ夕、イ 岩原日付屋敷跡の石垣裏込から出土した。おそらく人物が彫られていると推測されるが，表

つ山
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番号 f重 日Ij /1¥土遺跡.;宣構・層位
法量(cm)

備 考
最大長(a) 最大幅(b) 最大厚(c) (d) 

1 煙管 (奉)M-18 <1 d層 6.4 2.3 1.45 0.9 雁首(II)

2 煩管 (奉)石原1抜取り 4.7 2.5 1.45 0.6 雄首(TI)

3 煙管 (奉)石預 2裏 2層 3.75 2.4 1. 35 0.65 雄首 (TI)

4 煙管 (奉)P-174層 3.4 2.2 1.35 0.5 n醒首 (TI)
5 煙管 (岩)5 d層 6.65 2.55 1.6 0.85 雁首(TI)

6 煙管 (岩)B-7 5e層 6.5 2.5 1. 65 0.9 雁首， 部六角形(TI)

7 煙管 (泰)M-184 d層 6.5 2.25 1.2 0.9 雁首(匝)

8 煙管 (奉)L-19 ，1層 5.6 2.2 1. 35 0.8 雁苦情)

9 煙管 (奉)南区トレンチ 5.4 3.35 1.4 0.9 雁首(血)

10 榎管 (奉)SD3 7.3 2.0 1.4 0.75 雁苦情)

II 燈管 (岩)5 e層 7.55 2.45 1.5 0.95 111重首(盟)

12 燦管 (岩)5 d層 6.15 2.3 1. 65 1.0 維首(皿)

13 煙管 ('岩)5 e層 6.65 2.85 1. 55 0.9 間匠首(ill)

14 煙管 (奉)P-175d層 5.6 3.05 1. 25 0.85 雁首(N)

15 煙管 (泰)SD2 5.35 2.75 1.3 1.0 雁首(N)

16 煙管 (奉)0-15撹乱 6.05 2.2 1.4 0.75 厩首(町)

17 煙管 (奉)5 d層下 3.1 2.1 1.55 0.55 雁首(N)

18 煙管 (岩)SB2 -，1 6.2 3.25 1.4 0.95 雁首(N)

19 煙管 (岩)5 e層 6.45 2.6 1. 65 0.9 雁首(N)

20 煙管 (岩)5 d屑 6.55 2.1 1.4 0.8 雁首(N)

21 燦管 (岩)5 e層 6.65 2.4 1. 35 0.6 HIf首(N)
22 煙管 (岩)SX8 6.1 2.15 1. ，15 0.95 膝首(町)

23 煙管 (奉)SD1 上層 4.4 2.05 1.9 0.9 )jffi首(V)

24 煙管 (泰)SD1 上層 6.85 2.05 1. 55 0.9 雁首(V)

25 煙管 (泰)L-19 5 d層下 5.6 2.2 1. 65 1.1 雁首(V)

26 煙管 (茸手)SD13 5.15 1.5 1.3 0.75 雁首(V)

27 煙管 (奉)SK139 3.7 1. 35 0.55 旬及仁I
28 罷管 (奉)SD1_r.層 6.5 1.1 0.35 号亙仁I
29 海管 (奉)石辰2裏 2層 6.3 0.9 0.4 吸口

30 煙管 (奉)M-18 4 b層 5.9 1.0 0.35 吸口

31 煙管 (奉)SD1 上層 4.7 0.9 0.45 吸口

32 煙管 (奉)SD7上層 4.9 0.95 0.4 吸口

33 煙管 (奉)SK103 4.6 0.9 0.4 吸ロ

34 煙管 (岩)D-9 5 c屑 5.75 1.0 0.5 吸口

35 煙管 (岩)5 e層 6.1 0.85 0.4 月及口

36 煙管 (岩)B-7 5 e層 4.45 0.8 0.4 吸は

37 煙管 (岩)B-7 5 e層 5.65 0.8 0.4 吸口

38 煙管 (炉)SD1 3層 5.1 0.9 0.4 哩正仁i

39 熔管 (炉)SD1 3層 6.3 0.85 0.35 吸仁1
40 震管 (炉)SD1 3層 '1. 55 1.15 0.3 吸口

41 煙管 (炉)SD1 3層 5.4 1.15 0.6 吸口
，12 燈管 (岩)D-10 5 d層 2.75 0.9 0.45 
43 用途不明 (岩)5 e層 4.0 0.4 0.55 
44 小柄 (奉)P-17 5 a層 11. 95 2.8 0.45 
45 'J、f汚 (奉)L-195d層 9.75 1.5 0.65 魚々子文!=n':::::'の椀が3つ

46 ノj、!丙 (泰)P-17 5 a屑 3.9 1. 45 0.45 
47 管 (岩)5 e層 6.55 0.15 
48 管 (泰)トレンチ 8.7 0.3 
49 管 (岩)5 b層 8.75 0.2 
50 用途不明 (奉)L-19 3層 10.25 0.75 0.55 松の文様が彫込まれる，軍事ヵ

51 持 (岩)5 d屑 13.6 0.85 0.1 

52 管 (岩)南区東京西トレンチ 12.5 0.7 0.2 

53 持 (炉)SD1 3層 9.55 0.45 0.1 

54 用途不明 (岩)5 e層 6.1 1.4 1. 25 

55 釣下げ用具 (奉)1.-19東西トレンチ 5d層下 8.8 1. 35 0.45 
56 釣下げ用具 (岩)D-9 SB3-6 2.7 2.2 0.6 
57 釣下げ用具 (奉)石垣 2裏 2層 4.4 0.65 1.5 
58 連結金具 (奉)SD1 上層 2.5 0.65 0.4 
59 給状製品 (奉)SK179上層 2.5 0.3 
60 !IJ，主耳ミs)J (炉)SD1 3層 4.7 0.65 0.75 
61 パック状製品 (炉)SD1 3層 4.6 3.6 2.6 容器になっている

62 座金 (奉)J -19 3層 1.8 0.75 花形を呈す

63 日賞 (岩)5 d層 3.6 1.45 0.15 万装具，植物の文様ヵ

64 分銅 (奉)1-19 3層 3.25 1.3 腐食激しい

65 産金 (奉)SX2 2.3 0.05 

66 矢立の蓋ヵ (奉)SX3上<1層 2.4 2.35 0.4 

67 矢止の蓋ヵ (奉)SX3上 2.35 2.35 0.2 

68 メダイ (若)石底1裏込 k 3.9 3.1 0.35 腐食激しく，表面が不明瞭

69 卜手 (奉)SD1 24.5 4.5 1.2 表面に漆を塗布す

70 3巴手 (岩)B-7 5 e層 10.6 3.35 0.4 
71 飾り金具 (岩)5 a層 4.0 2.8 0.1 角金具. 2カ所に釘穴あり

72 釣下げ用具 (炉)SD1 3層 11. 5 5.7 日 7 提f.Jの金具ヵ
73 釣下げ用具 (炉)SD1 SK3 13.95 9.15 0.5 提灯の金具ヵ

74 把手 (茸手)SDl 8.0 0.45 
75 把手 (岩)SE3 6.8 0.75 0.2 

76 用途不明 (岩)5 e層 6.1 4.75 0.1 

77 把T- (岩)5 e屑 4.15 0.14 0.4 

78 つまみ状製品 (奉)P-17 5b層 1.2 1.2 

79 ピン (岩)5 e層 1.5 0.35 0.15 

80 棒状製品 (岩)SE3 14.0 0.4 
日1 棒状製品 (岩)5 e層 21.8 0.4 箸ヵ

82 箸 (炉)SD1 3層 26.45 0.4 
83 箸 (奉)SE8 中層 28.05 0.6 
84 杓子 (炉)SD1 3層 8.75 8.7 0.1 
85 杓子(車両) (炉)SD1 3層 24.2 1.3 0.2 
86 杓子 (岩)5 d層 36.25 8.55 0.2 

87 総状製品 (岩)5 e層 4.25 0.5 0.15 

88 車吉相亡事i!.局 (奉)SDl 中層 4.25 0.35 

89 総状製品 (奉)SD1 _r.層 5.35 0.4 

90 を主 (奉)SX3 16.5 2.95 0.8 腐食激しい

91 S遣ヵ (奉)J -19 3層 17.5 5.1 1. 25 腐食激しい

92 主I (奉)SD39 ，1.65 1.3 0.6 
93 H (奉)SD1 中層 6.65 0.9 0.35 腐食激しい

9，1 ;i;I (奉)SD1 上層 6.3 0.7 0.3 腐食激しい

95 H (奉)SD1 中層 5.35 0.8 0.25 腐食激しい

96 ;i;T (奉)SD1 中層 4.8 0.65 0.45 腐食激しい

97 喜I (奉)L-196d層 4.25 0.75 0.5 腐食激しい

日日 畠T (奉)SD1 中層 4.4 0.65 0.45 腐食激しい

99 圭T (泰)SK8 5.9 0.75 0.3 腐食激しい

100 主T (泰)SK182 5.85 0.65 0.35 腐食激しい

101 主I 一一己主SK6 8.85 0.95 0.45 腐食器tしい

第18表金属製品観察表①
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番号 種 翌日 出土遺跡・遺構層{立
法量(cm)

備 考
最大長(a) 最大幅(b) 最大厚(c) ( d) 

102 主丁 (奉)石預 3 裳込A 7.1 1.2 0.45 腐食激しい

103 主丁 (奉)SD1 中層 6.75 0.8 o.'! 腐食激しい

104 ~ (奉)SD1 上層 7.9 0.55 0.45 
105 喜T (炉)SD1 3層 12.3 1.3 0.65 
106 ~ (奉)SK72 10.9 2.4 0.85 腐食激しい

107 釘 (奉)SK72 11 2.2 0.9 腐食激しい

108 童I (奉)SK72 10.9 2.2 1.0 腐食激しい

109 ~ (泰)SK72 12 2.35 1.0 腐食激しい

110 事I (泰)N-17 6b層 12.35 1.75 0.8 腐食激しい

111 ー卜古E (奉)SB5下 23.55 17.25 0.3 
112 日本万 (奉)ヒ層面 76.2 2.52 0.6 軍万に改造

第19表金属製品観察表②

面が腐食しているためわからない。縦長の楕円状で，上部がやや突出し，穴があいている。

十手 奉行所のSD1から出土した。実際に使われていた十手は長さ50cmを越えるらしいが，出土し

たものは， 24.5cmと小振りである。腐食が激しいが，表面に漆が塗布しであることがわかっている。

したがって出土した十手は，身分の高い者が役職を象徴するものとして所持していたと考えられる。

把手 直接の用途は不明であるが，把手を固定する金具 (58) も出土している。

飾り金具 箪笥などの角に，補強のためにあてがわれたものと思われる。腐食が激しく表面には文様

を石室誌記できなかった。

箸 長さが25cmを超え非常に長いため，火箸ではないかと思われる。断面は丸い。 81も長さ・断面径

が類似しており，火箸の可能性がある。

鎚 2点出土している。いずれも断面は正方形に近いが腐食が進んで、いる。 91は片方の先端部が欠損

している。

釘 92は頭部が円形で，断面は半月状になっている。木材を接合する際に用いるような釘ではなく，

飾り金具の固定に利用するようなものと考えられる。その他の釘は断面が方形であり，種類も多様で

ある。腐食しているものが多い。 104・105は先端部を叩いて薄く伸ばし，折り返しているのが明瞭な

資料である。一方106以降の断面が長方形になる釘は頭部を折り曲げているものである。

杓子 いずれも柄と杓部が一体に作られている。 86は上部が三分の二ほど欠損している。 84・85より

大きい。杓部は円形に近い形態を持つ。

輪状製品 断面が方形のものと円形のものが出土している。用途は不明である。

十能 竃や炉の灰などをすくいだす道具である。柄の部分は中空になっており，釘穴が2箇所あけら

れている。

日本万 奉行所中区の上層面から地面に突き刺さった状態で出土した(上巻写真参照)。軍万に改造

され，万身の長さが短くなっている。

その他，用途不明な金属製品が出土している。 54は長方形の板状金属を薄く叩き伸ばして，筒状に

巻いて穴をあけている。下部は摩耗しているが欠損している跡が残っているため，金属製品の柄の部

分と考えられる。 76は中空菱形を呈し，断面は外側が内側よりも張り出しており，飾り金具の可能性

がある。(柚木)

※表の法量について…煙管に関しては (a.b.c.d)を採用。 a 全長 b :高さ(雁首)/小口

径(吸口) c 火皿径(雁首)/口付け部分の径(吸口) d:小口径(雁首)

[参考文献]

古泉弘 1990r江戸を掘る 近世都市考古学への招待』
江戸遺跡研究会 2001r図説江戸考古学研究辞典j
文化庁編 2003 r発掘された日本列島2003 新発見考古速報』 朝日新聞社

4
 

1BEEpa 
--ム



。二二コ @二:=3: (0コ Gコ e二二コ の二車ミミ-
Lヨ 011302Lι 。4~言。ス~:.o
t一位コかz=] o=====J 0= 
礼三ヨ o 丈三30 又三ヨ o 定三三ヨ o~-==:ì 0 

G二二コ G二二コ @ココ @三二ヨ @二三ヨ

三三ヨ2L二 42又32L三ヨ 2ミミヨ号
ωコ'.: D:三二コ @二二コ の一一=:J 0=二二コ
込:λミヨ忠之ーι-zL22  
0三二コ 姪〉ヨ G「一一「 ③二二三 @二コ

ミでヨ 2Qコ 2ミミヨ2ヰ三ヨ 2ミ-a
。仁ココ ~OE三三三FEAO E三三三三ヨ 2~ 0 E三三三三ヨ£ OE三三23

o r====コ品。仁三三ヨネ OE三三ヨ品 oa::::二コ品 oE 3込

OE二二一会 OE三三ヨゐ OE三三一品 OE三三ヨゐ OE三三三百ム

::日二;一三三;1門 φ一円61t
l b 舎-r-a

62 
得意~ ~63 ヨ自世;量二二鍾乙盤

V包二J
46

48 

u 

4 

日川町
6

ず
日
へ

J

J

ア

一
J

ー
ウ
〈
)

(

U

J

[

引い

ら。
③ 

47 

間
川
凶
い

U

れ
い
い
W
1
1

巾
け
ハ
ハ

U

。
。57 ~ 

第84図金属製品①(1 /3) 

F
h
U
 

1
E
i
 

--ム



。。-~-、、/' 0 い~

/f v- 70 

〈コ
84 

ぐt

〔。
:立y::

。
) 

73 

、、r'J__， ' 
0 

81 

-0 

/可

正二])77。一76

0 

83 
-il-O 

078 

行
け
け
ハ
い
け
H
u
u
d

府
H
H
H
H
y
f口

円リハハハ
Ui
口
四

円ハハ川

v
m

円
日
げ
は
も
哨

10cm 

(111・112のみ)

も86
。

。
。85。角

川

10cm 

初
日

H
H
H
H
H
M
V
回

Y
H
1
M
M
V
o
 

q
H
N
H
H
M
M
M
H
V制

官
H
H
H
N
U
ロ

。QUI-位
Q
H
H
U
 

口

93 
ロ

ぐす

'-=一一一一J

106 E二コロ105104 ロ

103 
ロ102 

ロ101 口

110 

金属製品②(1 /3・1/4) 

po 
--ム
噌

l
i

口

第85図

仁コ
108 

仁コ
107 い口



(6) クレーパイプ

長，11奇奉行所跡から39点，岩原日付屋敷跡から57点のクレーパイプが出土した。この中から器形の残

りがよいものを中心に図化した。

1 ~10は，火皿部(パイプボール)である。 l は，日付屋敷 5 e層から出土した。煙管部の直径は

0.8cmで，火皿の推定口径は約2cmで、ある。ヒールマークは，摩耗のため判別できない。 2は，日付

屋敷5e層から出土した。煙管部の及び火皿部の径は不明で，右向きに飛び上がった馬のと-)レマー

クがある。 3は，日付屋敷5e層から出土した。煙管部の推定直径は0.8cm，火皿部口径は不明。王

冠のヒールマークがある。 4は，奉行所5層から出土した。煙管部の推定直径は0.8cm，火皿部の直

径は不明。王冠の下にVIのヒールマークがある。 5は，奉行所SD1から出土した。煙管部の直径は

0.6cm，火皿部の直径は不明。王冠付き帽子のヒ}ルマークがある。 6は，奉行所SE 5 (上層面)

から出土した。煙管部の直径は0.8cm，火皿部の推定直径は約2cmで、ある。ヒールマークは摩耗によ

り不明。 7は，奉行所SD 1上層から出土した。煙管部の直径は0.6cm，火皿部の直径は不明。王冠

付き Sの字のヒールマークがある。 8は，自付屋敷SB4基壇から出土した。煙管部の宜径は0.8cm，

火血部の直径は不明。王冠付き VKのヒールマークがある。このパイフ。のみ白色で、はなく，半光沢の

ある黒灰色となっている。 9は，奉行所TP 10 (範囲確認調査時) 4層から出土した。煙管部の直径

は0.8cm，火血部の推定車径は約2cmで、ある。王冠付き SHのヒールマークがある。 10は，奉行所S

D8から出土した。煙管部の直径は0.7cm，火皿部の直径は不明。ヒールマークも摩滅のため判別が

不明となっている。

1l ~21は，煙管部である。 IIは，日付屋敷 5 b層から出土した。直径は0.7cmで，外周にギザギザ

の圏線が巡る。 12は目付屋敷4層から出土した。直径は0.7cmで，外周にギザギザの圏線と丸文が巡

る。 13は，奉行所南区5層から出土した。亘径は0.7cmで，外周にギザ、ギザの歯線と丸丈が巡る。

14は，目付屋敷4層から出土した。直径は0.8cmで，外周にギザギザの圏線が巡る。 15は，日付5

e層から出土した。直径は0.8cmで，外周にギザギザの圏線が巡る。 16は，日付屋敷5e層から出土

した。直径は0.7cmで，外国にギザギザの圏線と丸文が巡る。 17は目付屋敷5e層から出土した。直

径は0.9cmで，外周にギザギザの圏線が巡る。 18は，奉行所SD14から出土した。直径は0.6cmで，外

周にギザギザの層線と上下に文字が巡る。上の文字は IROOSEJ，下の文字は IGOUDENJ

と考えられる。 19は，日付屋敷5層から出土した。直径は0.8cmで，端部を削って吹口としている。

本来の吹口は端部が玉縁状になっているが，本資料は折れるなどの原因で新たに吹口を削り出したの

であろう。 20は，奉行所5d層から出土した。直径は0.7cmで，外周にギザギザの圏線が巡る。 21は，

奉行所南区4層から出土した。直径は0.7cmで，外周にギザギザの圏線と円文が巡る。

以上から傾向を整理すると次のようになる。

①形はほぼ共通し，煙管の直径はO.6~0.8cm，火盟の直径は約 2cmo 

②大きさと出土遺構の年代に相関性はとくにみられない。

③ヒールマーク，煙管部に文様のバリエーションがみられる。

搬入の背景としては，ワインボトルなどと同様に出島との関連が指摘されるであろう。クレーパイ

プは，長崎市街や江戸から散発的に出土するが，本遺跡の出土量からみるとより密接な結び付きが考

えられる。今後，出島出土の資料との比較が必要であろう (JII口)。
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(7) 焼塩壷(第87・88図，第20表)

本遺跡の様々な遺構から，多数の焼塩壷が出土した。その中でも特に廃絶・整地年代が明確な奉行

所SD 1，炉粕町SD 1，岩原V層出土の焼塩査をとりあげ，分類を行った。ただし生産者を特定し

たうえでの分類ではないため，あくまで器型のみの分類である。なお3遺構からの出土総数は身69点，

蓋63点である。分類は身を印銘の有無及び成形技法から I~ 皿類に，蓋を内面断面の形状と布目痕の

有無から A~C類に設定した。詳細は以下の通りである。

身 I類 (a) 手づくね成形及び輪積み成形のもので叩銘をもたないもの。 (12点)

(b) 

E類 (a)

(b) 

E類 (a)

(b) 

蓋 A類

B類 (a)

(b) 

C類

開成形技法のもので印銘をもつもの。(5点)

板作り成形のもので印銘をもたないもの。 (34点)

同成形技法のもので印銘をもつものo (10点)
ろくろ

韓植成形のもので印銘をもたないもの。(7点)

同成形技法のもので印銘をもつものo (1点)

皿状のもので身のI類に対応するもの。 (2点)

内面断面が凹状のもので布目痕が見られないものo (3点)

内面断面が問状のもので布目痕が見られるものo (57点)

内面断面が凸状のもので糸切り痕が残るものo (1点)

炉柏町SD1から身は I類のみ，蓋はA.B類が出土した。特徴として I-b類は器高が10cmを超

す大型が出土している。逆に I-a類は小型で器高が9cm未満のものである。

岩原V層から身は I. II類，蓋はB類のみが出土した。炉粕町SD1と比較すると， I類の特徴が

類似しており， I -a類は同一章屋の製品の可能性がある。またII-a類も壷塩業を創始したとされ

る藤左衛門系のもので，比較的古いタイプのものである。

奉行所SD1は3遺跡内でも出土数が多く，出土した焼塩壷は本遺跡の18C末における消費実態を

把握するうえで恵まれた一括資料である。出土した身はII.m類で，内8割近くをE類がしめている。

蓋はすべてB類である。特徴として， II. m類ともに器高が8cm前後の小型であること， II-a'b 
類は内面に粘土の接合ラインが一本縦方向にみられること，布目痕が明確に残ることなどがある。ま

た内側から底面に粘土塊を詰め，押し潰したあと指ナデを施した跡が見られる。

ここで比較3遺跡をー消費地域ととらえ， 18C初頭~18C 末までに使用された焼塩壷の器型を整理

する。 18C初頭では I類から E類への変化時期にあり，以後初年余りの聞に完全に I類は消滅してし

まう。 18C末には， II類が主として使用されるが，そこにE類が加わることがわかる。この結果は焼

塩壷自体が二次利用されにくいという特色をもっており，生産から流通，消費から廃棄にいたる一連

の流れが短時開のうちに行われることから得たものである。

今回は3遺構のみの報告となった。今後より細分類を進めること，間辺遺跡との比較・検討を行う

事で本遺跡における焼塩消費の実態を明らかにできるのではないだろうか。(平田)

[参考文献]

江戸遺跡研究会 2001 r図説 江戸考古学研究事典j柏書房株式会社
財団法人東京者~教育文化財団 1994 r丸の内三丁目遺跡j東京都生活文化局総務部国際フォーラム事業調整室
長崎市教育委員会 1998 r興善町遺跡J
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NQ 出土遺構 分類 口径(α1) 底径(cm) 器高(cm) 印銘 備考

l 岩原V層 身 1 -a 5.4 3.5 7.5 無銘

2 岩原V層 身 I→ a 6 4 8.4 無銘

3 岩原V層 身 1 -a 6.5 4.2 8.9 無銘

4 岩原SE5 身 1 -b 6.8 4.3 10.4 天下一堺ミなと藤左衛門

5 炉粕l!lJSD 1 身 1 -b 6.8 4.2 10.2 天下一堺ミなと藤左衛門

6 炉粕町SD1 身 1 -b 6.3 4.8 9.9 不明

7 岩原V層 蓋 B-b 6.8 内面布目あり

8 岩原V層 身 日-b 5 6 I 御室塩師堺湊伊織 内面布目あり

9 岩原V層 葦 B→ b 7.4 内面布Bあり
10 岩原V層 身 豆一b 5.5 5.6 10.1 御室塩師堺湊伊織 内面布日あり

11 炉粕町SD1 蓋 A 7.6 身I類に対応

12 炉粕岡TSD 1 蓋 A 7.7 身I類に対応、

13 炉粕田TSD 1 蓋 B-a 7.8 
14 奉行所SD1 蓋 B-a 7.8 

15 奉行所SD1 蓋 B-a 6.4 

16 岩原V層 葦 B-b 6.2 内面布Bあり
17 奉行所SD1 蓋 B-b 6.5 内面布百あり

18 奉行所SD1 蓋 B-b 6.5 外面墨書・内面布目あり

19 岩原N層 蓋? C 4.8 鉢形に対応する蓋か?

20 奉行所SD1 身 II -a 5 4.5 7.2 無銘 内面に布白あり

21 奉行所SD1 身 II -a 4.8 4.3 7.4 無銘 内面に布目あり

22 奉行所SD1 身 II -b 6 5.7 7.9 泉i奏伊織 内聞に布日あり

23 奉行所SD1 身 II -b 6.4 6.4 8. 7 泉湊伊織 内面に布日あり

24 奉行所SD1 身 週一a 5.5 4.6 7.5 無銘

25 奉行所SD1 身 III -a 6.5 4.6 7.8 無銘

26 奉行所SD1 身 III -b 5.6 4.6 7.2 泉品。

27 奉行所SD1 身 III -a 6.2 無銘

第20表焼塩蓋観察表

SD1 
(18C末)

引
に日同国:

第88図器型分類図(1 /4) 
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(8) 醤甲製品・その他

1は，奉行所西区の玉砂利下6層から出土した平たい棒状の製品である。 17世紀前半が下限である

と考えられる。 2は，奉行所南区5e層から出土した 1と同様の資料であるが，上下端部は欠損して

短い。 1. 2共に替の一部か。 3は，目付屋敷5e層から出土した板状の製品である。詳の一部であ

ろうか。 4は，日付屋敷5層から出土した平たい棒状の製品で特徴は 1・2に似る。替か。共に18世

紀初頭が下限である。 1~4 は，周辺部に}寓食が進み，ささくれている点が共通している。 5 は，奉行

所3層から出土した櫛と推測される資料である。一見すると瞳甲にみえるが，硬質で腐食がなく違う原

材料であると推測される。 6は，目付屋敷1層出土の替であるが，セルロイド製と推測される(川口)。

=2  ζ二こ二二二二二=コ 3

。 5cm 

第89図瞳甲・その他実測図(1 /1 ) 

(9) 火打石黒曜石100点，チャート60点，石英質

白色石が3点ほど出土したが，使用痕が見られるのは，黒

曜石40点，赤色チャート30点，灰色チャートが6点，石英

質が3点ほどであった。火打石は石の鋭利な部分を火打金

などで叩いて火花を出すため， しばらく使うと石の稜部が

丸くなる。そのため石を割り，新しい稜部を作り再利用す

るのである。今回は使用痕が明瞭な 1点を実測した。奉行

所SX3上4層から出土した。褐色チャート製で， 3 cm四

方である。黒く塗りつぶした部分を用いていたと考えられ

る。その他の遺物は添付の写真を確認してほしい。(柏木)

江戸遺跡研究会 2001r図説江戸考古学研究辞典』

/ / 

/ / 〆J 

11 
11 

ど二二〉

つ山つムーー

l

i

l

 

i

-

-

ζ二二コ 4

11 

5 

ζ三玉二二二::I:J6 

~rn-~ 
4 益

くこコ 03cm  

第90図火打石実測図(2/3 ) 



(1同長崎奉行所跡の瓦について

国際航業株式会社文化財事業部安村 健

長崎奉行所跡(以下奉行所)・岩原日付屋敷跡(以下岩原)・炉粕町遺跡(以下炉粕町)から出土し

た瓦を報告する。今回の調査でも軒丸瓦・軒平瓦・軒桟瓦・平瓦・丸瓦・鬼瓦などが出土した。長崎

奉行所跡(長崎県教育委員会 2004)にヲ|き続き軒丸瓦・軒平瓦は，同箔関係をもとに型式番号を設

定している。新出土のものに関しては新しい形式番号を設定している。瓦の部位・名称は，第91図に

従う。また観察表は，軒瓦・丸・平瓦のみを対象に作成した。
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長
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全
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三二三司副緑面取り
文様区 外線

広
端

狭
端

第91闇瓦部分名称
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軒瓦製作技法

奉行所・岩原・炉粕町の瓦を整理するにあたり，軒丸瓦・軒平瓦の製作技法・調整の分類は長崎奉

行所跡(長崎県教育委員会 2004) と同様に行った。軒丸瓦は張合部・瓦当裏面の調整，接合丸瓦の

加工に着目した。接合丸瓦の加工は接合粘土と丸瓦の接着面の面積を多くし軒部分と丸瓦が剥離しな

いように丸瓦にキザ、ミを入れる技法である。軒平瓦は顎裏面の調整，端部の面取り，接合平瓦の加工

に着目した。接合平瓦の加工とは，平瓦と顎を接合する際に接着面を増やすために平瓦にキザミを入

れる技法である。その結果，軒丸瓦の接合技法・調整を 3分類，車千平瓦の接合技法・調整・外縁の面

取りを 4分類した。

軒丸瓦

接合部の調整では軒丸瓦接合部のナデ(以下接合ナデ)を，瓦当裏面の調整では外局をナデつける

ナデ(以下外周ナデ)を確認した。接合ナデ・外国ナデは全ての軒丸瓦で確認できた共通技法であっ

た。

共通技法に加えて丸瓦の先端・凹面・凸面にキザミを入れるものを技法1，先端と凹面にキザミを

入れるものを技法II，先端と四面にキザミが入り，さらに丸瓦が車りつく瓦当裏面にカキメを入れる

ものを技法Eとした(図91)0 (キザミは丸瓦加工部を指し，カキメは瓦当裏面の加工を指す。これら

の用語は『法隆寺の至宝 第15巻JI1992小学館よりヲ|用。)

軒平瓦

接合は顎貼り付け。調整は，顎裏面は接合ナデ。平瓦の接合・接合ナデは確認できるもの全ての軒

平瓦で共通技法であった。

共通技法以外未調整のものを I。共通技法に加えて顎裏面の面取りを行うものを技法II，瓦当上縁

の面取りを行うものをm，顎裏面の面取り・瓦当上縁の面取りを行うものを町とした(図91)。

軒丸瓦

総点数は63点(点数はすべて破片数)。主要な文様は三巴文である。下記の方針により型式番号を

設定し，頭にNM(長崎・軒丸瓦の略)を付し，三桁の数字とアルフアベットを組み合わせて表示し

ている。

1 主要な文様による大分類

百位の数字で主要な文様をもとに分類。花十字文は100番台，左巻三巴文は200番台，右巻三巴丈300

番台，家紋丈は400番台とする。

2 文様構成による中分類

十の位の数字で珠文の数をもとに分類。珠文が8個は10香代， 9個は20香代， 10個は30香代， 11個

は40番代， 12個は50香代， 13個は60番代， 14個は70香代， 14個は70香代， 161屈は80香代， 20個は90番

代，その他は00番台。

3 河文関係による小分類

寸法や文様構成が似ているものにーの位の数字を与える。

A
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4 同箔関係による細分類

箔傷等から同じ箔であることが明らかなものを，大文字のアルファベットで表記する。

花十字瓦

キリスト教の花十字文を表した瓦である。中心に花十字文があり，それを囲むように珠文が配置さ

れる。長崎県下の遺跡で出土しているが，原城跡(長崎県南有馬町)以外はすべて長崎市内からの出

土である。花十字瓦については，宮下雅史「花十字紋瓦考Jr西海考古j5号がくわしい。

1 150A 花十字瓦珠文12

キリスト教の花十字文を表した瓦である。珠文が花弁の聞に3個ずつ 計12個と推定される。外区

が長崎県内出土の花十字よりも狭く，花弁と花弁の間に珠文を有するのが特徴である。瓦当全面には，

箔型から瓦の取り外しを容易にするために散布した砂粒が瓦当全面に付着して残る(以下，ハナレ砂

と呼ぶ)。色調は，灰自色。焼成は，良好。技法は不明。岩原Ve層の出土であるが，文様構成から

16世紀末から17世紀初めの製作・使用が考えられる。

MN210番台珠文8個の左巻きの3巴文

2 211A 新形式 色調は黒灰色。焼成は良好。技法は不明。巴と珠文の開に箔傷が複数ある。奉

行所地山上から 1点出土(皿期)。

NM220番台珠文9個の左巻きの3巴文

3 NM221A 色調は黒灰色のものと灰白色のものがある。焼成は良好。技法は立。巴と珠文の聞

に箔傷が複数ある。熊本県天草郡苓北町に所在する富岡城から搬入され再利用された瓦(富岡城田

苓北町教育委員会 1998 第46図 30他)。岩原V層や奉行所SD39・SD41などから計11点出土。(五

期)。

4 NM221B 色調は灰色。焼成は良好。技法は不明。岩原SX8から 1点出土(出土位置では年

代は町期に該当するが昨年の成果より E期)。

5 NM221C 色調は黒灰色。焼成は良好。技法は不明。岩原4層から l点出土(出土位量では年

代は町期に該当するが昨年の成果より直期)。

6 NM222A 色調は灰色。焼成は良好。技法は不明。岩原町層や奉行所石垣13前から計2点出土

(出土位置では年代はlV期に該当するが昨年の成果より E期)。

7 NM222C 色調は黒灰色。焼成は良好。技法はE。瓦当面にキラコ付着。岩原SX6や奉行所

S D39などから計4点出土(出土位置では年代はN期に該当するが昨年の成果より III期)0 

NM230番台珠文10個の左巻きの3巴文

8 NM231A 色調は黒褐色。焼成は良好。技法は不明。岩原Ve層から 1点出土(皿期)。

9 NM234A 色調は黒褐色。焼成は良好。技法は不明。巴と珠文の聞に箔傷がある。奉行所SD

39から 1点出土(lV期)。
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NM240番台珠文11個の左巻きの3己文

10 NM242A 色調は黒灰色。焼成は良好。岩原町層より 1点出土(出土位置の年では代は町期に

該当するが昨年の成果より田期)。

NM250番台珠文12個の左巻きの3巴文

11 NM251A 色調は黒灰色。焼成は良好。技法は不明。瓦当面にハナレ砂の痕跡がある。岩原町

層や奉行所SD36裏込めなどから計6点出土 (N期)。

12 NM252A 色調は黒灰色。焼成は良好。技法は不明。岩原町層や奉行所SD39から 3点出土(N

期)。

NH310番台珠文8個の右巻きの 3巴文

13 NM311A 色調は褐灰色。焼成は良好。技法は不明。瓦当面にはハナレ砂の痕跡がある。岩原

町層から 1点出土(出土位置の年代ではN期に該当するが昨年の成果より m期)0 

14 NM311B 色調は灰色。焼成はやや軟質O 技法は不明。瓦当面にキラコ片付着。岩原N層から

1点出土(出土位置では年代はW期に該当するが昨年の成果よりm期)0 
15 NM312A 色調は黒褐色。焼成は良好。技法は不明。岩原SD1より 1点出土(出土位置では

年代は町期に該当するが昨年の成果より盟期)。

NH320番台珠文9個の右巻きの 3巴文

16 NM321A 新形式 色調は灰色。焼成は良好。技法は不明。瓦当面にハナレ砂の痕跡がある。

岩原Vd層から I点出土 (m期)。

NH340番台珠文11個の右巻きの3巴文

17 NM341A 珠文11個の右巻きの3巴文。色調は灰色。焼成は良好。技法は不明。瓦当面にハナ

レ砂が残る。岩原SD7.Vd層などから計3点出土(出土位置では年代は田期に該当するが昨年の

成果より E期)。

NM350番台珠文12個の右巻きの 3巴文

18 NM351A 色調は黒灰色。焼成は良好。技法は不明。瓦当面にハナレ砂の痕跡がある。岩原S

B 1 -7・Vd層，奉行所石垣14前V層，炉粕町SD1などから計10点出土 (II期)。

19 NM353A 新形式色調は黒灰色。焼成は良好。技法は不明。岩原SD10から 1点出土 (N期)。

軒平瓦

総点数は32点。主要な文様は上向き三葉文と下向き三葉丈である。軒丸瓦と同じ方針により型式番

号を設定し，頭にNH(長崎・軒平瓦の略)を付している。

1 主要な文様による大分類

中心飾が上向きの均整唐草丈は100番台，中心飾が下向きの均整唐草丈は200番台，家紋文は300香
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台，その他は400香代とする。

2 文様構成による中分類

中心飾りをもとに分類。 10香代~60香代は三葉文， 70番代はその他の三葉文。 90香代は，その他の

文様とする。

3 同文関係による小分類と 4河箔関係による細分類の方針は軒丸瓦と同じである。なお，改箔や箔

傷の進行がある場合は，小文字のアルファベットを使用する。 a→ b→ cとなるほど，箔への彫り加

えや箔{易がi生千子することになる。

NHll1 中心飾りが上向きの3葉文で唐草が下上2回転する均正唐草丈。葉には稜線が入り，各葉

の下に珠文がある。同文が，小瀬戸番所遺跡(長崎市教育委員会 1995)や出島和蘭商館跡(長崎市

教育委員会 2002)で出土している。向箔関係は不明。

20 N H111A 色調は黒灰色。焼成は良好。技法はE。岩原SE 4，奉行所SD39などから計4点

出土 (m期)。

21 NHll1B 色調は黒灰色。焼成は良好。技法は破損のため不明だが顎裏面の面取りを行う。岩

原百層などから計2点出土(出土位置では年代は町期に該当するが昨年の成果より E期)。

22 NHll1C 色調は黒灰色。焼成は良好。技法はH。炉粕町SKllから 1点出土 (m期)。

23 NHll1D 色調は黒灰色。焼成は良好。技法はE。岩原N層，炉粕町SD1から計2点出土(m

期)。

24 NHll1F 色調は黒灰色。焼成は良好。技法は立。瓦当面・平瓦図面・凸面前面にキラコ片が

付着する。炉粕町SKllから 3点出土 (m期)。

25 NH111G 色調は灰褐色。焼成は良好。技法はH。中心葉とその下の珠文の間に箔傷がある。

岩原町層，炉粕町SD1から計2点、出土(皿期)。

26 NHll1H 色調は灰褐色。焼成は良好。技法は不明。炉粕町SD1から 2点出土(皿期)。

27 NH1111 新形式 色調は黒灰色。焼成は良好。技法は H。唐草の下方に珠文があるのが特徴

である。岩原N層から 1点出土(出土位置では年代は町期に該当するが文様構成より田期の可能性が

ある)。

NH120番台 中心飾りが上向きの3葉文で唐草が下上に2回転する均正唐草丈

28 NH121A 色調は黒灰色。焼成は良好。技法は不明。瓦当の文掠面にハナレ砂の痕跡がある。

岩原町層から l点出土(出土位置では年代はN期に該当するが昨年の成果より E期)。

29 NH124A 新形式 色調は黒灰色。焼成は良好。技法はE。瓦当の文様面にハナレ砂の痕跡が

ある。炉粕町SD1から 1点出土(田期)。

NH220番台 中心飾りが下向きの3葉丈で唐草が上に2回転する均正唐草文

30 N狂221A 色調は黒灰色。焼成は良好。技法は I。富岡城から搬入され再利用された瓦(富開

城田 苓北町教育委員会 1998 第49国 57~59他)。岩原V層などから 4 点出土 (II 期)

NH130番台 中心飾りが上向きの3葉文で唐草が下上に2回転する均正唐草丈
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31 NH132A色調は黒灰色。焼成は良好。技法は I。岩原Ve，SX8などから計4点出土(田期)。

32 NH194A 新形式 中心飾りしか残存しない。色調は黒灰色。焼成は良好。技法はじ瓦当の

文様面にハナレ砂の痕跡がある。炉粕町SD 1から 1点出土(皿期)。

軒桟瓦

良好な資料が少ないため型式番号は設定していない。軒桟瓦は全てN期に属する。

33 珠文12個の右巻きの小丸瓦当と平部瓦当に唐草が残る軒桟瓦。色調は黒灰色。焼成は良好。日付

町層から出土。

34 珠丈12個の左巻きの小丸瓦当と平部瓦当に唐草が残る軒桟瓦。小丸瓦当には外区と珠文・巴尾聞

に箔傷がある。色調は黒灰色。焼成は良好。日付N層から出土。

35 珠丈8個の右巻きの小丸瓦当と中心飾りの外に唐草が2回転する左軒桟瓦。この瓦以外左桟瓦は

見られないので，屋根の瞳羽に茸かれていたものであろう。色調は黒灰色。焼成は良好。日付町層か

ら出土。

36 中心飾りが三葉でその外に2葉その外に唐草を有する軒桟瓦。右外縁の上部は隅きり。色調は黒

灰色。焼成は良好。日付SD1から出土。

37 珠文12個の左巻きの小丸瓦当と中心飾りが三葉でその外に2葉その外に唐草を有する軒桟瓦。色

調は黒灰色。焼成は良好。目付町層から出土。

鬼瓦

2点ある。すべて色調は黒灰色。焼成は良好。 38は，表面の周縁に無文の突帯がめぐる。文様の詳

細は不明。裏面は毘縁に突帯を貼付。岩原Vd層から出土 (rn期)039は表面の中心が凸型円形で外

側には突帯がある。その突帯にキザミが施されている。文様の詳細は不明。裏面は周縁に突帯を貼付。

炉粕町SD1から出土 (rn期)。

鯨瓦

鯨は2点ある o 40・41共に胴部。鱗はU字形の沈線。 40は尾鰭が取り付く部分。尾鰭は破損してい

る。日付けVdとSE 2 -4出土のものが接合した。 41には釘穴が残る。 SE 2 -4から出土。これら

はどちらも SE 2 -4から出土しているため同一国体の可能性が高い。

棟込瓦

42 屋根の装飾に使用される瓦。小片のため詳細は不明。日付Vdから出土。

鳥会瓦

43 屋根の棟の端，鬼瓦の上部で使用される。 311Bの瓦箔を使用した右巻の三巴文。瓦当面は桂色

に変色しており 2次焼成の可能性がある。瓦当裏面には接合のためのカキメが残る。瓦当面は樫色，

裏面は黒灰色で焼成は良好。炉粕町SD1から出土。

。。
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平瓦

大量の平瓦片が出土したが全てが破片のため詳細は不明。

玉縁丸瓦

全長のわかるものはわずかに3点。すべてコピキBである。

44は，全長29.1cm，玉縁長2.9cm。凸面は玉縁から筒部狭端までが横なで，他は縦なで。図面は，

布袋痕が残り，側縁と広端には面取がある。色調は黒灰色で、焼成は良好で、ある。日付け東西トレンチ

2出土。

45は，全長29.6cm，玉縁長3.5cmo 凸面は玉縁から簡部狭端までが横なで。図面は，布袋痕が残り，

玉縁端と側縁，広端には面取がある。色調は灰色で焼成は良好である。日付N層出土0

46は，全長26.8cm，玉縁長2.3cm。凸面は玉縁から筒部狭端までが横なで，他は縦なで。図面は，

布袋痕と竹棒圧痕がある。玉縁端と側縁，広端には面取がある。色調は黒灰色で焼成は良好である。

目付N層出土。

刻印

47 i小左衛門jの刻印が押印されている丸瓦。富岡城から搬入され再利用された瓦(富岡城田 苓

北町教育委員会 1998 第51園 71~73他)。奉行所 S D41から出土。

編年

長崎市内の遺跡では瓦が多く出土する。奉行所，岩原，炉粕町の調査でも大量の瓦が出土した。屋

根に葺かれる瓦の大半は平瓦・丸瓦である。これらの瓦は近世になると形式化され，現在まであまり

変わらない。そこで昨年の調査で出土したものも含め軒瓦に視点をあて瓦の編年を組む。(図97)

1 -1期 NH142Aが玉砂利遺構VlIc層から出土。出土点数が少数のため詳細は不明。

1 -2期 軒丸瓦は花十字 (NM190A. 180A . 150A)がこの時期に該当する。軒平瓦はSD20出

土のNH142Bと，桐文のN耳371Aがある。

E期 この時期の瓦は大きく 2種類に分けることができる。石垣1前のVf居から出土のNM351A.

NH121Aと奉行所設立時の整地層などに多く含まれるNM221A. NM471A， NH221A. 141A・

161A . 191Aである。

皿期 奉行所SB5.石垣5の周辺と，炉粕町SD1から出土したものが中心になる。 SB5周辺か

らはNH221A. NM221が多く出土した。石垣5毘辺からは， NM222A. 241A， NHll1A ~ C . 

N H221A . 222A . 151A・152Aが出土した。この中では， NM241A， NH222Aが比較的まとまっ

て出土している。

炉粕町遺跡SD1からはNM252A，NH111D・l11G・11lHが少数ではあるが出土している。

百期 W期以降の瓦は桟瓦が中心になる。桟瓦はE期には出土しておらずN期に出現する。ただし町

期のなかでの上限は不明で、ある。桟瓦は奉行所SD1以外の遺構に伴って出土したものが少ない。 S

D1は18世紀末に廃棄されており桟瓦の制作年代は分からない。

Q
d
 

つムーi



考察

1-2期 遺構に伴って出土した花十字瓦は無いが，キリスト教との関係が指摘されていて(宮下雅

史「花十字紋瓦考Jr西海考古J5号)， 16 c 末~17初頭のものと考えられる。 NH142Aの系譜を引

くNH141Bと，桐文のNH371Aがある。桐文は長崎市内での出土は見られず，持ち込まれた可能性

が高い。花十字とどの軒平瓦がセットになるかは不明。

E期 奉行所より下層である石垣1の前のVf層からの一括資料の瓦がある。その瓦はNM351A. 

NH121Aである。 Vf層からは他の瓦の出土は無く，その瓦と共範する陶磁器の年代は17c中葉で

あった。この時期に立山に建っていた建物は井上筑後守屋敷である。このことから慶安元年 (1648)

に建てられた井上筑後守屋敷の瓦ということが判明した。これらの瓦はこの位置以外からの出土はほ

とんど見られず，石誼1上の井上屋敷の瓦を投棄したものであろう。

奉行所建設時の整地層や奉行所以前の整地層から出土瓦として， NM221A. NM471A， NH221 

A . 141A・161A. 191Aがある。これらの瓦は，すべて富岡城と同じ文様である。富岡城の発掘調

査では瓦の出土がほとんどなく，他所へ運ばれた可能性が指摘されている(熊本県天草郡苓北町教育

委員会1998)。軒丸瓦の中ではNM221が，軒平瓦の中ではNH221Aの出土数が圧倒的に多く， NM  

221とのセット関係にあると考えられる。文献資料でも『長崎志正編J(丹羽漢吉・森永種夫校訂1973)

によれば寛文11年 (1671)に「是迄ノ東屋敷ヲ批地ニ移シ，天草コボチ屋敷ヲ取寄セ長屋等ニ用之j

とあり rl崎腸群談J(中村易車・中村質校訂1974)では延宝元年 (1673)に「西屋舗の内東屋舗引取
家作出来，門長屋ハ天草の城はかれ之古道具有之候を申上当地へ受取候jとある。このことからも延

宝元年 (1673)の奉行所建設時に富岡城(熊本県天草郡苓北町)から持ち込まれた瓦ということが分

かる。

E期 SB5周辺からも富岡城からの搬入瓦が多く出土している。 SB5周辺から出土した瓦の多く

は富岡城から搬入されたものであることは f長崎志正編jや『崎陽群談』の記述と一致する。しかし

石垣5の瓦は，多くの種類の瓦で建てられていた。石垣5に葺かれていた瓦には富岡城の瓦は軒平瓦

が1点含まれているだけであとは， N H222A . 111系統・ 151A・152Aなどである。その中で，比較

的まとまって出土しているのがNM241A. N H222Aである。 NH222Aは14点と比較的まとまって

いるが，他の遺跡では見ることができない。少数派では， 111系統・ 151A. 152Aがある。 NH111は

他遺跡でも出土するため長崎で当時多く使用されていた文様である。奉行所・岩原・炉粕町のNH111

系統の出土は 9種類ある。この種の瓦は I期 .II期では見られず，延宝元年 (1673)の奉行所設立時

に使用されたものである。長崎市内の他遺跡では小瀬戸番所遺跡，出島和蘭商館跡，崇福寺などにみ

られる。元禄元年 (1688)に設立された小瀬戸番所に使用されたことが(扇浦正義編1995)，出島和

蘭商館跡では寛政の大火(1798) より数十年前であることが指摘されている(高田美由紀編2002)。

崇福寺の護法堂では享保16年 (1731)の創建時に使用されている(文化財建造物保存技術協会 1995)。

このことから少なくとも NH111系統の瓦の製作年代は延宝元年(1673)の奉行所設立時から享保16

年 (1731)の崇福寺の護法堂の創建時までの約60年間である。 151Aは同文様が桜町遺跡で出土し(扇

浦正義2000)，152Aは少しかたちの崩れた同文様が万才町遺跡で出土している(宮崎貴夫・寺田正則

編1995)。このことから石垣5に葺かれていた瓦は，奉行所でのみ出土する瓦と，長崎市内の他遺跡

でも出土する瓦に分けられる。 NH222Aは富開城から持ち込まれた瓦に似ていてその瓦をモチーフ
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に製作された可能性がある。そして，奉行所だけでしか出土しないため，奉行所専用に製作されたも

のである。その他の瓦は，他遺跡でも出土するため奉行所に限ったものでなく他にも供給していたも

のである。さらに，葺き替えの可龍性も考えられる。

技法的なものでは， 1 -2期・井上筑後守屋敷の瓦には離れ砂がある。田期の瓦にはNM222A・

312， N H111・222Aなどには見られないが， NM241A. 151A・152Aなどには離れ砂が見られる。

万才町遺跡で出土している瓦は町一 1 期 (1690年代~1740年代)に位置づけられ，離れ砂があること

が指摘されている。 17c後半から18c初めの瓦には，離れ砂を使用するものとしないものがあり，瓦

製作技法の中でちょうど過渡期にあったと考えられる。

N期 『長崎志正編』によると享保2年 (1717)に f屋敷内悉ク平地ニ均シテ本屋長屋全ク造リ替ラ

ルjとある。桟瓦の出現は少なくともこの時期以降であるが，出現時期は不明。桟瓦は良好な資料が

少なく，遺構に伴って出土しているものが少ない。その中で奉行所SD1から出土し，なおかつ他遺

跡出土が見られるものを選出した。桟瓦 1の同紋は小瀬戸番所跡や輿善町(宮下雅史編1999)，出島

で出土している。桟瓦2の同文は小瀬戸番所跡、から出土している。桟瓦3の同紋は万才町跡(扇浦正

義1996)や出島(高田美由紀編2002)から出土している。桟瓦の多くは特定の遺跡だけではなく，複

数の遺跡から出土する場合が多い。花十字や井上筑後守屋敷，奉行所石垣5のNH222Aが特定の建

物に使用されたのに対し，そういう意識は無く製作された瓦である。

まとめ

長崎奉行所跡，岩原目付屋敷跡，炉粕町遺跡の瓦を見てきた。これらの遺跡は17c初頭から幕末に

かけて文献資料を絡めて年代を抑えることのできる数少ない遺跡のひとつである。奉行所の瓦の出土

量に対し，岩原目付屋敷設立以降の瓦の出土が極めて少なく編年の中にはほとんど組み込まれていな

い。岩原設立後立て替えの際に持ち出され廃棄された可能性を考えなければならない。

立山は，山のサンタ=マリア教会→井上筑後守屋敷→長崎奉行所・岩原目付屋敷という土地利用の

変遺になっている。山のサンタ=マリア教会の時期の相当する建物跡は検出されていないが，花十字

瓦は出土している。しかし，これらの瓦が立山で使用されていたかは不明である。井上筑後守屋敷建

物の遺構は検出されていないが，一括資料であること，共範遺物が16c中葉であることなどからこの

建物の瓦であると判断した。奉行所でも設立時に使用された瓦と享保2年 (1717)以降に使用された

ものがわかった。このように， 17 c初頭から立山の建物に対する瓦ということで編年をおこなった。

問題点としては， NH111系統の出現時期・製作技法の変遺・桟瓦の出現時期などがあり，今後の

資料の増加により，いっそうの検討が必要となる。
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軒丸瓦

型式番号 図版番号 時期 点数

150A l 1-2 1 

211A 2 皿 1 

221A 3 E 11 

221B 4 E I 

221C 5 国 1 

222A 6 E 2 

222C 7 盟 4 

231A 8 国 1 

234A 9 N 1 
242A 10 国 1 

251A 11 N 6 
252A 12 N 1 
311A l3 盟 l 

311B 14 国 1 

312A 15 皿 1 

321A 16 E I 

341A 17 E 3 

351A 18 E 10 

353A 19 N 1 

軒平瓦

型式 図版番号 時期 点数

111A 20 盟 4 

11lB 21 皿 2 

111C 22 E 1 

11lD 23 E 2 

111F 24 国 3 

111G 25 取 2 

11lH 26 国 1 

111 1 27 N 1 
121A 28 E 1 

124A 29 亜 1 

221A 30 E 5 

132A 31 盟 4 

194A 32 E I 

軒桟瓦

図版番号 時期
小丸瓦当

珠文 直径

33 N 12 8.6 
34 N 12 8.7 
35 N 8 8. 7 

36 N 
37 N 11 8.3 

接合 珠文 直径

12 

8 14.9 

E 9 14.3 

9 

9 15.0 

9 

9 16.5 

10 

10 

11 

12 

E 12 

8 

8 

8 14.6 

9 16.2 

11 

12 

12 14.3 

接合 瓦当幅 瓦当高

E 4.3 

E 4.9 

立 4.9 

H 28.4 4.9 

E 4. 7 

4.3 

H 3.8 

E 3.5 

I 3.8 

I 4.6 

I 5.1 

平部瓦当

外区11届 瓦当厚 瓦当信1

1.1 2.3 5.1 

1.4 1.8 4.5 

1.9 2.4 3.9 

2.4 5.3 

1.1 2.1 4.6 

139 -

外区幅 瓦当厚

1.6 1.2 

2.5 1.7 

2.3 1.6 

2.5 1.8 

2.4 1.9 
2.8 1.3 

2.6 1.7 

2.3 1.1 

2.1 2.5 

2.3 1.6 

2.4 1.3 

2.8 1.5 

2.2 1.5 

2.6 1.5 

2.0 1.6 

2.8 1.1 

2. 7 1.6 

2.5 1.8 

2.5 2.1 

脇区右 脇区左

4.8 

5.8 

5.5 5.3 

5.1 

6.1 

2. 7 

脇区右

5. 7 

備考

キラコ

ハナレ砂

ハナレ砂

キラコ

ハナレ砂

ハナレ砂

ハナレ砂

弧深 備考

3.4 キフコ

ハナレ砂

ハナレ砂

備考

左桟瓦

角きり

備考

日付

日付

日付



(11) 長崎奉行所跡の出土銭貨

棲木晋ー

本遺跡から，第22表のように合計205枚の銭貨と小判の形態をした銅製品がl枚出土している。銭

貨は大別すると，北宋やj青など中国からの渡来銭が13枚，中世末から近世初期に中国銭を模してわが

国で作られた銭貨が5枚，徳川幕府の公鋳貨である寛永通賓が186枚と天保通賓が1枚となっている。

近世の遺跡から銭貨が出土するのは一般的なことであり，これらの銭貨を観察・検討することに

よって，当地で流通していた銭貨の特色や遺構の時期などを明らかにすることも可能となる。従って，

以下で銭貨を概観し，気づいた特徴的な点について述べる。出土銭貨の大半を占めている寛永通賓に

ついては，いわゆる古銭学的分類も可能な限り示した。1)

まず，出土渡来銭から述べる。唐の開元通賓 (621年初鋳)や北宋銭の天聖元賓 (1023年初鋳)・皇

宋通賓 (1038年初鋳)・政和通賓 (1111年初鋳)は，中世において大量に流通していた銭種であり，

本遺跡の性格から判断すると，近世に至っても流通市場に一部残存していたものが出土したと考えら

れる。明銭の洪武通賓(1368年初鋳)と寓暦通賓 (1576年初鋳)は，貨幣流通の実態把握を試みる経

済史研究にとっては注目すべき銭貨である。洪武通賓は明初期に発行された貨幣であり，銭径や文字

の変化が大きな銭種である。本資料は降共と分類されているタイプである。このタイプの洪武通賓は，

通常の一文銭より 1nilllほど銭径が小さい。九州各地で出土する銭貨中に占める洪武通賓の割合が高くへ

銭貨の流通圏を把握するためには格好の資料である。明末に発行された寓暦通賓は，近年徐々に出土

例が増えてきているが，まだ国内での出土例は少ない。長崎市家庭裁判所遺跡ペ栄町遺跡へ博多遺

跡群第102次調査5)などわずかな出土遺跡が知られているのみで，それも長崎や博多などに偏って見ら

れる。この銭種は16世紀第4四半世紀に，福建省からジャワに流入していたことが知られておりへ

東南アジアで広範に流通していたと考えられている銭貨であるが，わが国で、の出土例は少ない。当該

期のシナ海交易と長崎・博多など北部九ナ1'1の都市との関係を解明するカギを握っている貨幣なので，

今後も注目する必要がある。 4枚出土している清銭も，乾隆通賓 (1736年初鋳)以外の3枚はいわゆ

る豆銭7)と呼ばれている小型の銭貨である。康!開通賓(1662年初鋳)は清初期の発行なので銭径は26

nml程度のやや大型の銭貨が多いのだが，本資料は17nilllと2枚とも小型である。道光通賓(1821年初鋳)

も小型で、ある。清銭には背面にも満州文字などが弱まれたものが多く，この道光通賓は左が「賓j字，

右が鋳造地を示している。右の満州文字は，湖南賓南局のものに見える。寛文10年 (1670)以降，わ

が国では法令によって渡来銭の流通が禁じられていた。小畑弘己氏の研究8)によると， 1青銭は幕末か

ら明治にかけて流入したものが多く，本資料は流入時期も含め，実際にわが国で流通していたのかど

うかについても慎重に考察していく必要がある。

次に，わが国で、模鋳された銭貨について述べる。行書の元豊通費は北宋銭の元豊通賓ではなく，新

規母銭を製作し，わが国で鋳造されたものである。管見の限り，これと似たタイプの元豊通賓が，築

町遺跡9)から 1点出土しているだけである。改造ピタあるいは加治木系ピタとも呼ばれているこのタ

イプの元豊通賓は，鋳造地が長崎と関連する可能性も考えねばならない。筑前洪武と呼ばれている模

鋳銭10)の洪武通賓は，長瞬と呼ばれているタイプを写しており，制銭の洪武通賓と比較すると銭径が

若干小さい。このタイプの洪武通賓は，北部九州地域で多くの出土例を確認できる。従って，この地
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域一帯で広範に流通していた可能性をもっ銭貨である。真書の元豊通賓は長崎貿易銭と呼ばれている

もので，万治2年 (1659)から貞享2年 (1685)にかけて輸出用として長崎で鋳造されていたといわ

れているものである。近年出土事例が増加してきていることから，かなりの数量国内流通をしていた

可能性が高まってきた。

徳川幕府の公鋳貨である寛永通賓は，寛永13年(1636)から鋳造された古寛永，寛文8年 (1668)

から江戸亀戸で鋳造されたいわゆる文銭，元禄10年 (1697)以降に全国各地で鋳造された新寛永に大

別できる。この大別によると古寛永99枚，丈銭14枚，新寛永73枚となり，古寛永の割合が高い。この

ことは，総じて江戸時代でも前半までの遺構からの出土銭貨が多い結果ではないかと推概される。古

寛永の鋳造地については確定的ではないものが多く，古銭学的分類に付された地名が必ずしも鋳造場

所を示しているのではないということは銘記しておかねばならない。

古銭学的分類に注目すると，古寛永は称岡山(9枚)・称水戸 (11枚)・称坂本(6枚)・称建仁寺

( 5枚)・称芝 (18枚)・称鳥越 (12枚)・称沓谷(12枚)などが多く，推岡山・称仙台・称吉田・称

高田・長門・不知銭などは少ないが，ほとんどすべての種類が出土しているといってよい。さまざま

なタイフ。の寛永通賓が交じり合って流通していた当時の状況をうかがい知ることができる。出土数の

多寡は，鋳造量そのものの反映であると考えられる。新寛永については，四ツ宝銭 (14枚)旧猿江銭

( 5枚)・仙台石巻銭(6枚)・不旧手|日十万坪銭(8枚)・不|日手七条銭(6枚)などが多い。背面

に文字を有するものでは 佐渡で鋳造された背「佐J(1714年初鋳) 摂津高津の背「元J(1741年初

鋳)，当地長崎稲佐で鋳造された背「長J銭 (1767年初鋳)が3枚出土している。背「長j銭の複数

出土は鋳造量の多さでなく 調査地点と鋳造場所の地理的関係を如実に示していると考えられる。長

崎で鋳造された銭貨は，主に在地で流通させていたということであろう。

天保6年 (1835)に古文銭として登場した天保通賓の出土例は，長崎市の築町遺跡や他の遺跡でも

見られるが，築町遺跡では便壷の廃棄儀礼とのかかわりも指摘されている。小判型銅製品は玩具であ

る可能性が高いと思われるが，表面上下に浅い放射状の菊花のような線刻が認められる。

貨幣の鋳造地でもあり，近世の貿易都市でもある「長崎」で出土する銭貨は，貨幣生産や各地との

交易関係を探るために格好な土地柄であり，今後も注意を払っていかねばならない。

〔註〕

1 )元東洋鋳造貨幣研究所研究員の古田修久氏に拓本による鑑定を依頼した。

2 )榛木晋ー「洪武通賓の出土と成分分析Jr季刊考古学j第62号，雄山閤出版， 1998年
3 )長崎市教育委員会『家庭裁判所敷地埋蔵文化財発掘調査報告書J，1992年

4)長崎県教育委員会 f栄町遺跡』長崎県教育委員文化財調査報告書第162集， 200l年

5)福岡市教育委員会『博多80J福岡市教育委員会文化財調査報告書第706集， 2002年

6 )黒田明伸 fl6・17世紀環シナ海経済と銭貨流通Jr越境する貨幣j青木書庖， 1999年
7 )満州地方の私鋳銭と考えられている。 (r改訂増補古銭語事典j国書刊行会， 1997年)

8)小畑弘己「清銭の流入と流通 鎖国~開国期の銭貨事情 J r博多研究会誌』第5号， 1997年
9 )長崎市教育委員会『築町遺跡J，1997年

10)中国政府が発行した制銭を，わが国で、模して鋳造した銭貨を模鋳銭と呼んでいる。
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番号 E重 耳U 分 調 出 i民地点

1 寛永旭n 文銭細字背文 (，奉)SX3十

2 1~>ki雨l.Y 古寛'"称芝銭不草，~~ (事)SX，Ll二

3 寛永:i!H百 (奉)SX4下

4 主主永J雨~ 占寛永 (辛)SX'!ド

5 TI;笠通貨 模鍔銭雲母元畳(折規母銭罰) ('奉)SXI9

6 !立永3泊費 1日偵江銭小字 (辛)501 上層

7 8 寛永通認 旧猿江銭正~t (奉)501 _l:屑

9 寛永i泊l'I 不!日手七条銭 ョ貝方、ノI、J雨 (辛)SD1 上層

10 寛永通官 文銭中字背丈 (奉)501 上屑

11 克7k;出資 秋田銭大字 (辛)5D1 上層

12 寛永ョ由貿 古究永荷t青谷銭萎足宝 (事)SOI ~C屑

13 1>.永州立 四ッ:主持 9h永 (事)5D1 上層

14 寛永通釘 千人囚銭 大字 (幸)SOI 上回

15 1>.永通l'I 仙台u壱銭 異己主長通 (辛)5D1 上層

16 ィ、引1)1盟銅製品 (奉)501 C屑

17 主主永3禍王可 古寛永 fお沓拝銭 !日記宝 (事)501 中層

18 ノごを寝7tW 実古 」と宋 (幸)5D1 中層

19 寛永通安 仙台石巻銭異苫進国 (辛)5D1 中層

20 寛7KJ雨釘 子守寛永称建仁寺銭小'す広寛 (奉)SOI 中府

21 1>.五(J!翁l'I 不旧手l口十万坪銭小目宝 (辛)5D1 中層

22 寛刃く旭w 不!日手!日十万坪銭 広自覚 (奉)SOI 中層

23 寛永jHB)I 四ツ宝銭 9}J永広究 (辛)5D1 中層

24 寛7}<::i鴎1.'1 亀戸同年銭 小椋ドキコ繭 (事)5D1 中府

25 1>.五心昌王T 仙台{_j壱銭異2r低究 (辛)5D1

26 寛永通貨 不旧手七条銭送水 (幸)SD1

27 究永"釘n 仙台石巻銭異i訂巡目 (辛)5D1

28 寛7k:i重w 平野新田銭十万坪子 (奉)5D1

29 寛永角n (辛)5D1 [-1m)，!屯込め

30 寛永:iill1.Y 古究本抗l山Wl銭縮克 (事)5D7

31 寛永舟n 占「立ij( 弥日越投低寛 (辛)808

32 'tt永同w 古寛永建仁寺銭小字Jl~ 't'l (辛)5D8

33 寛止通w 古寛永弥高出銭笹手Jk (奉)509

34 t'l.永;III官官 古寛永推岡山銭縞主主 (事)SD9

35 寛主連w 古1旬、 (奉)509

36 立永述w 古寛永 (事)5D9

37 寛永畑1){ 冗文十万坪銭虎の尾寛 (奉)SD13

38 寛永沖l.Y 弓ミIWfヵ (辛)5D14

39 寛永通夜 同ツ宝銭 11;永 (幸)SD14

40 寛永角王宮 旧民江銭正午 (辛)5D14

41 克7k:i尚Y 四ツ宝銭勤永 (辛)5D14

，12 寛永遠官 占:立永称之銭 草点 (辛)8014

43 立7ki凶w 不!日手七条銭市永 (辛)5D14

，14 寛/)cjilll'i 四ツ宝銭 !'II聞 (事)SOI4J目方

45 立永jlliJX 不 IU手!日十万坪銭 (毒手)sD14.ffi!1j
46 究水通貨 (奉)SD20 1府

47 主主永通n 出寛永称水戸銭 jJ永 (辛)5D20 2肝

48 寛永通w 不!日手七条銭ョilhk (幸)SD21

49 主主永j車n 占立7k r下岡山銭良認手 (事)5D26上

50 寛永ョ臣官 古笠木骨、芝銭 :平内 (奉)5D27

51 寛永旭n 占主主永不知銭太細 (事)S027

52 寛永州政 仙台{j巻銭 異主主長角 (辛)SV5

53 寛永コ血宵 古主主永称鳥越銭 高究 (奉)SK6

ら4 立永通n 京都荻l京銭 it:永 (事)SK9

55 究本通貨 秋田銭大字 (奉)5K9

56 主主走。扇n 古寛永長門銭'bf永 (辛)SKll

57 寛永週lY 同ツ宝銭効永広:il: (事)SK16

58 寛永沖設 占立7k 称芝銭不草点 (辛)SK46

59 Jbk:i制定 同ツ宝銭ヵ (辛)SK89

60 宜 Jki!iH!i 占i'tt永称白越銭高寛 (ミ奉)8K89

61 主主ik;I泌氏 古寛，J<科、高田銭笹子永 (辛)SK89

62 寛_，-jcjill苛 文銭正字背丈 (事)SK174

63 完永t雨1主 古寛"く称坂本銭段永 (辛)SK179上

6'1 寛永舟n 古主主永不知銭太明 (奉)5B5fて

65 1初、通n 不旧下!日 t-Jj坪銭長目宝 (辛)5B5上

66 1~>}(寸重w 古寛永柏;沓谷銭正足宅 (ミ辛)SB5_l--_

67 寛永舟rr 日:μ荻原銭厚内向寛 (辛)S851'. 

68 党7k:i盟校 子守寛永相、吉田銭伎永小字 (事)585下

69 長崎}じ豊油官 単出i盛 (幸)885ド

70 克オ、州政 古寛永称鳥越銭高~ (事)5B5下

71 寛水:imW 古寛永称水f-i持。仰木 (幸)5B5下

72 寛永3訟rr 古寛永称岡山銭小字 (辛)西区 6層

73 宜 7i<::im百 古寛永称沓谷銭大守: (事)P-17 5<1屑

74 寛永通費 不旧予!日十ノj坪党 長目宝 (幸)L-19 5d屑ド

75 皐宋コ重1￥ 宗苫て 北宋 (辛)L-19トレンチ 5d屑

76 寛永週n 占完永称水戸銭 9}JJJ乞 (辛)N-17 5屑

77 党ズi通貨 江戸荻原銭厚向高主主 (事)W'U裏 5回

78 寛永J由貿 占主主永弥岡山銭小字 (奉)同区玉砂利上 5層

79・80 洪武通lY f莞持銭銭写煩 長明(筑前洪武) (事)西区玉砂利 f-_ 5回

81 寛永通臼 古主主オ 推同山銭箱寛 (幸)回以玉砂利上 5層

82 洪武両校 降共明 (事)西区五砂手IU: 5層

83 寛阜両官 古主主永称本μ銭力71;、 (幸)N-18 4a屑

84 寛永3雨n 古寛永称沓拝設大字 (辛)D-10 4b居

85 寛永コ面lY (辛)D-11 4b厄

86 寛永ュ由貿 占主主，j之 弥高出銭縮通 (奉)口 12 4b層

87 開元揮官 唐 (事)]¥1-18 4b層

88 寛永通費 占 1~>i( 称舟谷銭吾足宝 (奉)N-18 ，ld層

89 主主ik)遁 l~ 古寛永相、持越銭高主主 (辛)N-18 4d庖

90 寛永通費 不 l日子旧十万坪銭広目覚 (事)N-18 4d屑

91 J'}>k;i!!1W 古寛永称岡山銭小字 (辛)N-18 4d庖

92 寛永:iillW 肯寛永称鳥越銭低究 (辛)N~-18 4d屑

93 寛永品質 占主主ik (幸)N-18 :1d層

94・95 1bki陪iH;'1 士銭掛字民文 (事)L-19 4層

96 寛 ;}<_j血n 出主主永 弥建仁寺銭 小字広宣 (幸)L~19 4屑

97 立永片山 古寛，"称芝銭阿草占 (事)L-19 4層

98 寛永寸前T 古究永 (幸)P~17 4府

99 主主永J陶lY 日都荻原銭 _!fL点永治水 (辛)0-17 ，1層上

100 ノミ保通l.y 本座広郭 (事)P-17 4層上

番号 j，j! 日リ 世 調 出 I~ 灰地占

101 主主永品質 古寛永称沓谷銭正足宝 (奉)石垣1翌 3b層

102 寛水晶w 小f草委主 小梅手広穿 (事)D-10 3居

103 寛永通夜 山立永称芝銭ィ、草点 (奉)0~11 3屑

104 寛永コ扇子J 不 i口手旧十万坪銭長円支 (~，辛)D-11 3居

105 寛永3由貿 7C 立:~Jj-I→万坪銭虎の尾寛 (奉)ド 10 3層

106 寛永コ耐耳 同 'YI委主 FA主永 (辛)H-19 3庖

107 'f'l永通王者 古寛永祢芝銭 草占 (奉)K~18 3層

108 寛永通夜 IUi実江銭 If.宇 (事)K-18 3層

109 IZ永通主主 占寛永弥17出銭広永 (奉)K~18 3層

110 寛永通貨 同ア宝銭 Jl~永 (辛)L-19 31冒

111 ('l永品質 秋田銭中字降水 (奉)L~19 3屑

112 寛永掃w 不 I日手七条銭進永 (事)L-19 3居

113 寛永jlii資 不!日手構大路銭 j!hk (事)N~18 3屑

114 寛永J!UY 古寛忠柏:高田銭笹子永 (辛)P-16 3層

115 寛永3車交 占'f'l71< (奉)南lメ 3屑

116 寛永j困問 古寛点字;1尚山銭防永 (事)3層

117 寛永通費 不!日子横大路銭扶目寛 (幸)M.-18 南北トレンチ

118 1:likコlliW 古寛永称芝銭不草占 (辛)南区トレンチ

119 寛永通rr 四ツ宝銭時間 (奉)0-15 ~世乱

120 立7KJ重iY 京都荻原銭草点永治』 (事)0-15 撹乱

121 寛永舟王宮 高津背冗銭朝]字背冗 (奉)O~15 J畳乱

122 寛7KJ重'iY 四ツヨZ銭広永 (辛)口目指舌L

123 寛永坦宵 7C文十万坪銭虎の尾宜 (奉)J~20 表土

124 立7k:i昌w 同ツヨZ銭 (事)1-20 表 1-

125.126 寛永通夜 占克永称芝銭イミ草点 (奉)表土

127 1~>k ;Ì凶lY 文銭 (辛)西区表採

128 寛永迎賓 長崎背長銭背長 (奉)西氏去採

129 'fl.永3lli'1¥' (辛)西区支持

130 寛永通t~ 山i:広永称寝本銭 Zf6.7k (幸)表n

131 乾佳品質 d青 (辛)J~16

132 寛永通夜 不旧手!日十万宇坪銭高立 (青)SD1

133 1>.永J車交 古寛永祢岡山銭陪本 (岩)SOI

134 寛7J(J重校 同ツ宝銭 {野鼠 (岩)SDl

135 'f'l7i<;車交 仙台石巻銭異性外宝 (岩)SD1

136 寛7k:i重校 肯寛永相、坂本銭正武 (岩)SD5

137 寛永通n 文銭 執すて扶丈 (岩)S07

138 立7κ通w 古寛Aく称鳥越銭高'f'i (子I)SE3

139 究本旭宵 秋田銭大字 (岩)SK9

140 主主7k:;凶仇r 古寛永 (Ji:1)SK13 
141 究本jffi{τ 古寛永称芝銭 :平内 (岩)SK13

142 立永通n x銭正字背丈 (む)5屑

143 寛永通貨 古寛永称芝銭不草山 (官)5層

144 :定永通認 古寛永称水戸銭印点 (岩)5a屑

145 寛7bill1.1_( 文銭 IE字背文 (官)E-7 5b層

146 寛永油資 占「完永弥芝銭 早点 (岩)E~7 5b屑

147 果宋:iilliI{ rτ言下 iヒオこ (有)E-7 5b居

148 寛永通認 占克永弥水戸銭安足寛 (岩)E~7 5b屑

149 立永i磁波 古寛永称[lllfi銭被宝 (岩)E-7 5b居

150 寛永直訴 占!な永弥仙台銭 l官字 (岩)5b居

151 主主永片rr 文:銭 (む)口 9 5c屑

152 寛永jffit苛 古寛永相、鳥越銭高主主 (岩)G-7 5c屑

1fJ.'3 主主永井賀 古寛永称鳥越銭高寛 (む)5d屑

154 -155 寛永通t:': 古寛止柏、芝銭不草，出 (有)5d層

156 寛永角宣言 古J~>k 1下坂本錯 flì~/k (岩)5d府

157 寛永通'i'1 古寛永称岡山銭防水 (計)5e屑

158 皇米通夜 当主書北宋 (岩)Se層

159 車j常通w 且銭消 (JL})5e屑

160 宜Jkjlli宵 文銭段字小丈 (岩)5e庖

161 寛永滋賀 古寛永弥坂本銭段丘、 (む)5c屑

162'163 寛7k:illii'τ 古党永称沓谷銭大字 (岩)5e居

164 00，己資 1/，1 所片北京 (む)5c'" 
165 立 7k揮官 古寛永材、芝銭不草内 (岩)5e層

166 寛永川irr 古$Z7k 称高出銭箱川1 (岩)5c府

167 立7k:I凶王者 古寛永科、水戸銭 1ム永 (計)5e層

168 寛永3由貿 R 部荻原銭 平白木 (岩)B-6 4屑

169 寛永:Illii'1 古寛水刊建仁寺銭大字決主主 (む)D-9 ，1層

170-171 寛永通安 不知銭太細 (岩)E~7 4回

172・173 寛永jtl1IV 古寛永称沓科技大字 (む)E-7 <1層

174 寛永通'!Y 文銭 lE宇背文 (官)E~7 4回

175 寛永jlliW 占J立7k 称オ戸銭広Jk ('岩)B-7 4屑

176 寛永通貨 同ツ宝銭 {府関 (軒)E-7 4居

177 寛永:i!1Ul" 山克永弥オ戸銭劫7K (岩)日 7 4屑

178 克71()雨n 小 1毎銭小梅手大水 (岩)F-6 4層

179 寛ノ士通宵 古寛永称間山銭刊hk (岩)F-6 4府

1おO 立永刑rr 佐渡銭明和背佐 ( ~ι)F-6 ，j層

181 >!，回3由貿 R銭清 (岩)F-6 4府

182 道光州~f 旦銭 i7i (白ι)1'-6 <1層

18主 長崎元笠通w 単占通 (皆川居

184・185 寛永通rr 出J立7k ftr:鳥越銭尚寛 (む)4屑

186 寛永挿w 肯寛，j、柏、イ、μ銭力永 (岩)<l居

187 寛永"泊費 古JZ永弥芝2長田平点 (む)4屑

188 寛永述式「 子守寛永官、芝銭不草出 (皆川層

189 宜J記述n- 占ま記永 弥建仁寺銭小字広寛 (岩)4周

190・191 党永通貨 文銭掛字小文 (官)4層

192 寛ホ旭ff 不 i日手構大路銭 :i11永 (岩)4回

193 克永同w イミ!日手七条銭迫4 (誌は屑

19-1 寛永通w 古寛永称凶山銭進71<: (岩)4庖

195 寛永通費 高津背冗銭接~l;宝背フじ (む)4屑

196-197 寛永通1'1 古寛永柏;吉田銭 j先j]吋 (岩)4居

198 寛永3由貿 占主主三 弥水戸銭凶性本 (;ι)4府

199 克j}<:.コ酎Y 古寛永称坂本銭段永 (官)ιi:hU下揖乱

200 寛本通貨 同ツ宝銭到オ広立 (岩)百両1下撹乱

201・202 主主永通認 長暗背長銭背長 (む)B-l0 j百舌L

203 寛永通交 古寛永称沓谷銭大'了 (岩)表1:

2'" 寛永3市JX 不知銭(元文例推定) 清水短J泊 (む)表土

205 同1胃辿w 明 (岩)表 i

206 政利1j臣官 4えゼ主F ゴと芳三 (炉)撹乱

第22表銭黄観察表
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87.開元通貰

206.政和通賓(纂書)

5.元豊通賓(模鋳)

159.康烈通費

58.称芝銭不草点、

47.称水戸銭力永

18.天聖元賓(真書)

82.洪武通賓(降共)

79.洪武通賓(模鋳)

146.称芝銭ニ草点

198.称水戸銭

157.称岡山銭備永

第98図銭黄① (1/1) 
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182.道光通費

跳永

81.推向山銭縮寛

56.長門銭奇永



20.称建仁寺銭小字広寛 169.称建仁寺銭大字狭寛 149.称仙台銭披宝

150.称仙台銭潤字 114.称高田銭笹手永 166.称高回銭縮逐

109.称吉田銭広永 196.称吉田銭狭永小字 17.称沓谷銭正足宝

163.称沓奇銭大字 70.称鳥越銭高寛 64.不知銭太細

94.文銭綴字狭文 145.文銭正字背文 110.西ツ宝銭広永

23.四ツ宝銭勤永広寛 7.旧猿江銭正字 6.旧猿江銭小字

77.江戸荻原銭厚肉高寛 99.京都荻原銭草点永治水 54.京都荻原銭正永

第99図銭貨②(1 /1 ) 
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小包宝広毘寛22.不|日手!日十万坪銭

異書低寛25.仙台石巻銭
昭和背「佐J退永113.不!日手横大路銭

小梅手広穿102.小梅銭虎の尾寛37.元文十万坪銭異書進冠

大字

19.仙台石巻銭

背「長j

十万坪手28.平野新沼銭11.秋田銭

.，~タコ'~'.:"，~
，~ -;.とさιf竜介・人

:持 eど:'<:1.'.
，'t:.'_，..，-(-‘ 

~.~Ì'し?号
、民'人， ~~t 

緩誠E~.2♂\fト凡 、

J〆Pメ;Jン‘~:ヨ

誤L口司1;"一l点]3必~主~陸.ii1ら;よs 
私 J之LυJ51.写?， 
、手掛Y

小様降通接郭宝背 f元j

100.天保通賓 本座広郭

195.高津背元銭

16.小判裂銅製品
銭貨③(1ハ)

円

h
U
Aιτ 
1
1ム
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。2) 長崎奉行所遺跡群出土の動物遺存体
1.異類

長崎奉行所遺跡群奉行所地点から出土した貝類遺存体は，合計4分類群(2種・ 1種不明・ 1日以

下不明)である(第23表)。資料は，現場で目視によって検出されたものである。今囲報告する資料

の内訳は，総最小個体数4である。検出された貝類遺存体は，ハマグリ・サザエ等，長崎市内の江戸

時代の遺跡に一般的に出土するものが主体である。

長崎奉行所遺跡群岩原地点から出土した貝類遺存体は，合計9分類群(5種.2種不明・ 1属種不

明・ 1日以下不明)である(第23表)。資料は，現場で目視によって検出されたものである。今回報

告する資料の内訳は，総最小個体数20である。検出された貝類遺存体は，サザ、エ・ハマグリ等，長崎

市内の江戸時代の遺跡に一般的に出土するものが主体である。

ここで注目されるのは ハイガイの最小個体数が3と相対的に多く出土したことである。菅野

(1981) によると，大ナチュラリスト向井元升 (1609~1677)の遺著『庖厨備用倭名本草Jという，

今日でいえば食品百科事典ともいえるもののなかで，元升は「唐人は，シシガイ(ハイガイやサルボ

ウを指す)をよく洗い，軽く湯煮をして，殻の開かないうちに，殻のまま食卓に出し，主客手づから

殻を開いて食べる。血液を棄てないで食べるので，薬になるとの話だ」と述べているとある。また，

「今日の上海流ハイガイ調理法となんとよく似ていることであろう。元升は，肥前回神崎郡j酉村企(現

在の佐賀県神崎郡。いま酒村がどこか私にはわからないが，おそらく神崎町であろう)に生れ，幼時

長崎に移り，五十歳で京都に移るまでその地に留ったから，おそらく直接の見聞を書いたものであろ

う，長崎と中国，ことに上海との交流は，昔から今にいたるまで，きわめて密接で、ある。元升に，ハ

イガイの食べ方を教えたのは，上海の人だったかも知れぬ。jとある(菅野 1981)。

現在では，当該種は国内では有明海においてのみ生息する。その沿岸では冬期の食卓にしばしば供

されている(加藤 2005)。当該遺跡と同じ長崎市内にある唐人屋敷跡(天后堂前)から出土した貝

類遺存体の総数318点のうち，当該種が25.5%を占め，主体を占める貝種であるという結果を得た(加

藤・阿部・江田2003)0また，当該遺跡と同様に長崎市内のいくつかの近世遺跡、から，少量のハイガ

イが出土している(金子1998など)。これらの事実から，向井元升のいう唐人のたしなむハイガイの

料理とは，本人が長崎に住んだことがあるので，長崎の日本人から聞いたのかもしれない。そして当

時，長崎では普通に日本人が食べていたものかもしれないことを著者は指摘したことがある(加藤

2005)。

当該種の捕獲地や移入経路，さらには消費地での調理や消費量など，まだまだわかっていないこと

が多くある。それらの課題解明のためにも，当該遺跡のような基礎資料の調査の蓄積が望まれている。

(加藤久雄)

[51周文献}

加藤久雄 2005 rハイガイを食すJr史紋』第3号 (p.85-89)r史紋』刊行会
加藤久雄・阿部常樹・江田真毅 2003r唐人屋敷跡出土の動物遺存体Jr唐人屋敷跡 天后堂前広場整備に伴う埋蔵
文化財発掘調査報告書J(p.22-32)長崎市教育委員会

金子治昌 1998 r動物遺体Jr輿善町遺跡 臼本団体生命保険株式会社長崎ピル建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告
書j(p.87-89)長崎市教育委員会

菅野徹 1981rr有明海 自然・生物・観察ガイドJ(194pp.)東海大学出版会
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第23表 出土貝類種名表と最小個体数

綱 絹(ラテン語) 目 日(ラテン語) 科 科(ラテン語) 種名 種名(フテン語) 最小田件数(斬)最小田件数(吉原)

HlI足網 Gastropoda 原始腹足目 Arch，刊隣国側hミミガイ Haliotidae 種不明(アワピ類) HωiOfis sp. 1 
リュテンサザエ Turbinidae サザエ Bafilllls C01'llUfllS l 7 

一枚貝綱 Pelecypoda 不明 不明 日以下不明 自rd.etfam.et.gen.et.s手indet. l 

翼形日 Pteriomorphia フネガイ Arcidae サルボウガイ Sc型，llOl'caSlIbcl'el1afa 

ハイガイ Tegillarca grallosa 3 
イタヤガイ Pectiniidae 種不明(イタヤガイ類) Pecten sp 1 
イタボガキ Ostreidae 属・種不明(カキ類) gen. et. sp. indet. l 

マガキ Crassostrea gigas 2 
異歯目 Heterodonta マルスダレガイ Veneridae ハマグリ Meretrix losllria l 3 

合計 4 20 

2.魚類

長崎奉行所遺跡群から出土した魚類遺存体は 合計8分類群(1種.2種不明・ 4属種不明・ 1日

以下不明)である(第24表)。資料は，現場で目視によって検出されたものである。出土資料の内訳

は，総破片数137(奉行所:34 ;岩原103)である。検出された魚類遺存体は，サメ類・タイ類・フグ

類・ベラ類等，長崎市内遺跡に一般的に出土するものが主体である。(加藤 久雄)

第24表出土魚類種名表

続 総(ファン語) 日 日(ファン諾) 科 科(フテン語) 属 属(フテン語) 種名 種名(ラテン語)
軟骨魚籾 Ch日ndlichthyes ネズミザメ自 Lamniformes ネズミザメT:fLamnidae アオザメ属? Isurus? 

日以下不明

条鰭魚網 Actinopterygii スズキ日 Perciformes ハタ科 Serranidae 属・種不明 gen田etsp. indet. 
タイ科 Sparidae マダイ属 Pagrus マダイ P. lIlajO/ 

(マダイ亜科) (Pagrinae) 属・種不明 gen. et sp. indet. 
ベラ科 Labridae コブダイ属 Semicossyphus コブダイ? S. reticlllatlls? 

属・種不明 gen. etsp. indet 
フグ目 刊誌odontiformes フグ科 Tetraodontida巴 属・種不明 gen. et sp目indet.

*同定・記載に関して，土岐耕司氏(国際航業株式会社)および若山真由美氏に多大なるご協力を得た。厚く御礼

申し上げたい。

3.鳥類

長崎奉行所遺跡群からは20点の鳥類遺存体が出土した。このうち14点で目以下を単位とした同定が

可能で，キジ類 (Phasianidaespp.; 5点)，カモ類 (Anatinaespp. ; 4点)，タカ類 (Accipitridaesp. ; 

2点)，ツル類 (Gruidaesp. ; 1点)，チドリ類 (Charadriiformessp. ; 1点)，カラス類 (Corvidaesp. ; 

1点)が確認された。キジ類と同定した資料(右烏口骨肩端，左上腕骨遠位端，左尺骨遠位端，右手

根中手骨完存，左足根中足骨近位端)のうち，手根中手骨を除く 4点はすべて筆者所有のキジ♂の標

本 (EP-143) よりかなり大きく，さらに足根中足骨では下足根内側稜が第一中足嵩まで隆起するキ

ジやヤマドリの特徴(西国・林 1984) は認められなかった。以上のことから，手根中手骨を除く 4

点はニワトリのものである可能性が高い。カモ類と同定した資料(右上腕骨遠位端2点，中間部1点，

左尺骨近位端 1点)のうち，尺骨と上腕骨遠位端の 1点はカルガモの標本 (EP-84) と，他はオナ

ガガモの標本 (EP -4) とほぼ同じ大きさであった。タカ類の資料2点は左尺骨の遠位端と中間部

破片で，同一個体のものである可能性が高い。大きさはトピの標本 (EP-3) よりかなり大きいも

のであった。また，ツル類の資料(左腔足根骨近位端)はナベヅルの標本 (EP -137) と，カラス

類の資料(右大腿骨完存)はハシブトガラスの標本 (EP -13) とほぼ同じ大きさであった。チドリ

類とした資料は右上腕骨の近位端~中間部で，形態はシギ科のタシギにもっとも類似し，チド1)科，

ウミスズメ科，カモメ科とは大きく異なった。なお，骨の部位の名称は， Baumel et a1. (1993) および

門

i44 
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その和訳である日本獣医解部学会 (1998)に，分類群名は日本鳥類目録編集委員会 (2000)に従った。

また，資料の同定にあたってJII上和人氏(森林総合研究所)の標本を拝見させていただいた。末筆な

がらこの場を借りて謝意を示す次第である。(江田 真毅)

{引用文献}

Julian J. Baumel， Anthony S. King， James E. Breazile， Howard E. Evans & James C. Vand巴nB巴rg巴 (eds.)“Handbookof Avian 

Anatomy: Nomina Anatomica Avium 2nd Edition" Publication of the Nuttal Ornithological Club， No.23 1993 

日本鳥類目録編集委員会編「日本産鳥類目録 改訂第6版j日本烏学会 2000

日本獣医解部学会編「家禽解剖学用語j日本中央競馬会 1998 

西国隆雄・林良博 1984 r遺跡に見られるキジ科鳥類骨格標本の形態学的分析Jr古文化財に関する保存科学と人
文・自然科学総括報告書 j(pp50l -507) 

4. n甫乳類

長崎奉行所遺跡群奉行所地点から出土した捕乳類遺存体は，合計6分類群(6種)である(第25表)。

資料は，現場で目視によって検出されたものである。資料の内訳は，総破片数55(接合可能なものは

破片数を 1とカウントした。 以下河様)である。検出された晴乳類遺存体は，ヒト・イヌ・イエネコ・

イノシシ/ブタ・ウシ・ウマと江戸時代の遺跡に一般的に出土するもので構成される。

長崎奉行所遺跡群岩原地点から出土した晴乳類遺存体は，合計8分類群(6種・ 1種不明・ 1科以

下不明)である(第25表)。資料は，現場で目視によって検出されたものである。資料の内訳は，総

破片数112である。検出された晴乳類遺存体は，ヒト・イヌ・イエネコ・イノシシ/ブタ・ニホンジ

カ・ウシ等と，江戸時代の遺跡に一般的に出土するもので構成される。

出島和蘭商館跡(金子1986)および唐人屋敷跡(加藤・阿部・江田2003)など長崎市内の遺跡から

多くの量が出土するが，江戸府内遺跡ではあまり多く出土しないヤギ/ヒツジ類が岩原地点から 1点

出土しているところは興味深い。このような輸入動物の広がりを考えることも今後の課題である。

両地点とも，出土したネコの破片数が最も多い。ある程度の部位が揃った形で出土するものもあり，

解体痕等の人為的な傷などがないことから，おそらくヒトが食したものではないだろう。また，両地

点(奉行所:P 17の4層・ SD20の2/3層・ SK182 ;岩原:表土)からヒトも 4点出土している。

当該遺跡は，江戸期以前においてキリスト教寺院の墓域にあたる可能性があり，これら人骨と奉行所

を建設した時期に破壊された江戸期以前の時期の遺構との関連性が興味深い。(加藤 久雄)

[引用文献]

加藤久雄・阿部常務・江田真毅 2003r唐人屋敷跡出土の動物遺存体Jr唐人屋敷跡 天后堂前広場整備に伴う埋蔵
文化財発掘調査報告書j(p.22-32)長崎市教育委員会

金子治昌 1986 r出島遺跡出土の動物遺存体についてJr国指定史跡 出島和蘭商館跡範囲確認調査報告書j(p35-
37)長崎市教育委員会

第25表 出土晴乳類種名表

網(ラテン語) 目(亜巨) 日(ラテン諾) 科 科(ファン語) 種名 種名(ファン語) 奉行所 岩原

Mammalia 霊長日 Primates ヒト科 Hominoidae ヒト HOlllo sapiens 。。
クジフ目 Cetacea ?ジラ類(制下不明) Fam. et gen. indet 。
食肉目 Car百lvora イヌ科 Canida巴 イヌ Canis .fa/l1iliaris 。。

ネコ科 F巴1ida巴 イエネコ Fel/is catlls 。。
偶蹄日 Artiodactyla イノシシ科 Suidae イノシシ/ブタ SIIS sClVj討/SIISsClVfa domesficlIs 。。

シカ科 Cervidae ーホンシカ Cell'lIS 1也但11 。
ウシ科 Bovidae ウシ Bos tallrlls 。。

ヤギ/ヒツジ Capra hircllslOvis aries 。
奇蹄目 Perissodacty la ウマ科 Equidae ウマ 白III1Scaballlls 。

*0は出土した分類群を示す。
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5. その他の動物

長崎奉行所遺跡群(岩原地点)より 出土し，同定されたその他の遺存体は， 1分類群(第26表)， 

l点である。サンゴ類:長さ数センチの破片である。何らかの用途で意図的にもちこまれたものなの

か，地形時に混入したものだろうか，現在のところ，当該地点で当該動物が出土した要因がわからな

い 。(加藤 久雄)

第26表 出土したその他の動物遣存体種名表

門 |門(ラテン語)I 網
刺胞動物門 Ic耐 aria 花虫網

網(ラテン語)

Anthozoa 

目 科 科(ラテン語)

命

・
4
鎗

v

・a.3命
令
ι
Y 貝類・その他

貝類 ・その他 1-3 奉行所4-11:岩原

1ハマグリ2サザエ (蓋) 3カキ類4アワビ類

5サザエ 6サルボウガイ 7ハイガイ 8イタヤガ

イ科(穿孔あり。貝杓子などの道具の可能性が

ある。)9マガキ10ハマグリ11サンゴ類

j魚類 1-6:奉行所7-11:岩原 lサメ ・
エイ類推骨2サメ類椎骨3サメ類推骨

4不明椎骨 5マダイ亜科歯骨

6ベラ科コブダイワ下/1国頭骨

7サメ類椎骨8アオザメ属?歯
9ハタ科前上顎骨10マダイ亜科前上顎骨

11フグ科前上顎骨12フグ科前上顎骨

魚類

Q
d
 
4
 

1
1
ム



鳥類(約50%) 1 -4右上腕骨

5-6右手根中手骨7-9左足根中足骨

3 1.， fl 
1I I 

10-11右大腿骨12-13左尺骨

4 14-15左腔足根骨 lオナガガモ

14 2カモ類3チドリ類4タシギ

5キジ土真6キジ(♀)7，8ニワトリ

9キジ(♂)10ハシブトガラス

11カラス類12タカ類13トビ

5 6 圃r 14ツル類15ナベヅル
2 

2，3，5，7，11，12，14は出土資料
他，現生標本

11甫乳類1-7 奉行所8-17:岩原

lヒト上腕骨 (華容で女性的) 2ヒト上顎第

7 • I I l切歯3イヌ上顎犬歯4ネコ上腕骨5ネコ

!座骨6イノシシ/ブタ前頭骨7ウシ距骨

L I I I 
8ヒト上顎第(2/3?)大臼歯9クジラ類?

9 
音[¥位不明 (穿孔あり 。何らかの道具の可能性

がある。)10イヌ肩甲骨11ネコ下顎骨12ニホ
ンジカ

上腕骨13ニホンジカlji[骨14ヤギ/ヒツジ

下顎第(1?/2)後臼歯15ウシ基節骨・

16イノシシ/ブタ)j~骨 17ウマ下顎骨

iムJ笠 -T 
10 11 

鳥 類

晴乳類
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長崎奉行所立山役所の変遷についての一考察

~絵図面を中心として~

小松 旭

現在，長崎奉行所立山役所全体を描いたものとして確認されている絵図面は10数枚を数える。本稿

ではこれらの分類を行い，特色を比較し年代等を考察したい。まず，絵図面を主な特色から 4パター

ン (A~D) に分類し，それぞれの特色を比較したい。

1 .分類

Aパターンの図面としては， r長崎鳥服図扉風(箔屋扉風)j(神戸市立博物館蔵) (図版A)がある。
この立山役所の特色は次の3点があげられる。

①他のグルーフ。の奉行所と比べて，規模が小さい。②現在の奉行所前通例期に表門があり，しかも

2箇所である。③屋根は瓦葺ではない。

Bパターンの図面としては， r長崎実録大成』の「立山御役所図J(図版B-1)， r長崎諸役所建物
絵図j(東大史料編纂所蔵) (図版B-2)等がある。この立山役所の特色は次の3点があげられる。

①鎮守稲荷の鳥居から社までが，二段になっている。②厩長屋と奉行所本屋の間に，別の長屋があ

る。③奉行所の北に蔵がおかれている。

但し， r長崎実録大成jの方は， I池jがなく，東側に「ホ 1)Jがあり，厩長屋側からの山之内(馬
場)への入口の方向が異なることから，この2枚にも作成された年代に若干のずれが想定される。

なお， Bのものとして他に『立山御屋敷の図j(長崎大学経済学部蔵)など数点がある。

Cパターンの図面としては， r長崎諸役場絵図j(県立長崎図書館蔵) (図版C-1)， r長崎諸官公
街国j(県立長崎図書館蔵) (図版C-2)等がある。この立山役所の特色は次の3点があげられる。

①厩長屋と奉行所本屋の間の長屋がなくなり，塀で仕切られている。②鎮守稲荷の鳥居から社まで

が，四段になっている。③奉行所の北の蔵がなくなっている。④布石(鏑石)が小山稲荷及び南

長屋・西長屋まで伸びている。

なお， Cのものとして他に『長崎諸役所絵図j. r崎腸諸図j(国立公文書館蔵)， r長崎諸役所古図j
(福岡市立博物館蔵)など数点がある。現在確認されている立山役所の絵図面のパターンとしては最

も多い。

Dパターンの図面としては， r立山御役所絵図面j(JII村家文書・新潟市蔵) (図版D)がある。 JII
村家文書とは， 110代長崎奉行・川村対馬守修就(ながたか)の御子孫の家に所蔵されていた三千点

余の資料で，修就が初代新潟奉行をつとめたという縁で新潟市郷土資料館に寄贈されたものである。

この立山役所の特色は次の4点があげられる。

①御白洲が東南方向に移動し，向きも変更されて，目安方詰所・仮牢などが増設されている。②御

自治iの移動にともない，土蔵も東南方向に移っている。③誼文場の東南側の部屋が，詰所から番

所に変更されている。④小山稲梼の東側に，別棟が増設されている。

なお，現在確認の絵図面のなかで最も新しい時期の立山役所を描いたものが，このDパターンであ

り，幕末から明治期に想定されている長崎奉行所遠景写真(東京国立博物館蔵)にある立山役所に時

代的に最も近いと考えられる。
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2聞考 察

長崎奉行所立山役所の建物の変遷に関する事項については 以前『長崎実録大成jr長崎集』など
によりまとめており(註10)，今回

は特に関係あるものを第27表.立山

役所関係事項①に抜き出した。また，

本考察について関係ある事項を第27

表.立山役所関係事項②に列挙した。

ここではいくつかの資料と記録を比

較し，絵図面に描かれた奉行所の時

期を考察したい。

図版Aは長崎の貿易商人箔屋三田

村家が大坂の本家に送ったもので，

寛文の大火(寛文3年 .1663年)前

後の町名があり，延宝4 (1676)年

に破却された長崎代官末次平蔵の屋

敷も描かれていることから，延宝年

間末頃 (1680年代)の作成と考えら

れている。また，立山役所は享保年

間の大改修前は移設された東屋敷時

代の規模が基本で後のものと比して

小規模と考えられ，瓦茸の建物では

ないことから，図版Aは延宝元

(1673)年に完成した直後の立山役

所を描いたものと考えられる。

図版BとCの大きな違いの一つは

鎮守稲荷の形状であるが，これは寛

政12(1800)年の記録と符合すると

思われる。また，東長屋側の「ホリj

及びその周辺の変化は寛政5

(1793)年の改築と関係があると考

えられる。このことは「ホリjから

出土した遺物の年代が19世紀段階ま

で入らないことからも明らかと思わ

れる(註11)。これらのことから図

版Bは享保2 (1717)年の全面改築

から18世紀段階の情報を反映した図

面であろう。なお，これらの比較か

ら19世紀中頃作成とされる『立山御

屋敷の図j(第28表の 4)は，18世紀

段階のものであることが推定される。

図版CとDの違いについてはマク ※ 1 

ドナルドの記述が興味深い。幕末に zi 
※4 

漂流し来日したアメリカ人ラナルド

第27表 長崎奉行所立山役所関係事項一覧表

西経 和暦 立山役所関連事項① 告考 立山役所関連事項② 言考

1611 寛文11 長崎奉行所東屋敷を立山に移し造営 註l

1613 延宝元 長崎奉行所立山役所が完成する 註2

1111 享保2 立山役所，全面改築。地均し，本屋 註3

長屋など全て造り替える

1144 延享元 立山役所，瓦葺になる 註4

1189 寛政元 南長屋を立て替える 註5

1193 寛政5 東長屋・長屋向住居を立て替える 註6

1196 寛政8 立山役所専用水樋がつくられる

1800 寛政12 鎮守稲荷社拝殿が建て替えられる 註7

1804 文化元 奥書院・土蔵・本屋・長震が建て替 註B

えら才もる

1842 天保13 与力 10騎・同心15人を再置

1844 弘化元 与力・同心を廃止する

1845 弘化2 靭倉彦太夫，立山役所普詩掛を 註9

命じられる

1848 嘉永元 米人マクドナノレド，立山役所に

おいて井戸対馬守より取り調べ

1855 安政2 )11村対馬守，長埼奉行に就任

第28表 長崎奉行所立山役所関係絵図面一覧表

資料名 所蔵先等 本韓首国 本語巨額1¥0. {樟考

1 『長崎烏敵陣厚手嵐(~古屋扉風u 神戸市立博物館 A A 

2 「立山御役所図J 『長崎実録大成』より B B-l 

3 『長崎諸役所建物絵図』 東大史料編纂所 B B-2 

4 『立山御屋敷の図』 長崎大学経済学部・武藤文庫 B ※1 

5 『立山新図』 (株)恋文阪出版社 B ※2 

6 『長崎!日間』 ま軍訪神社 B 

7 『長崎諸役場絵図』 県立長崎図書館 C C-l 

日 『長崎諸官公街図』 県立長埼図書館 C C-2 ※3 

日 『長崎諸役所絵図』 国立公文書館・内網文庫 C 

10 『自奇E島諸図』 思立公文書館・内閣文庫 C 

11 I W長崎諸役所古図』 福岡市立博物館 C 

12 『長崎諸御役場絵図』 県立長崎図書館 C 

13 『長崎諸役場絵図』 長崎市立博物館 C 

14 『立山御役所絵図面』 新潟市・ )11村家文書 D D-l 

15 『立山屋鋪絵図』 神戸市立博物館・厳重コレクγョン 不明 ※4 

絵図の記録によると，作成は天保年間 (19世紀中頃)
絵図の記録によると，作成は宝暦3-4年 (1753-1754年)の修復後
絵図の記録によると，作成は文化5 (1808)年
考察記述後の調査で，初期の立山役所(図版A期)を描いたものであることが判
明した。
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=マクドナルドは嘉永元 (1848)年に立山役所で長崎奉行・井戸対馬守に取り調べを受け，その時に

建物の記録を残している。それは次の通りである(註12)0 I奉行所の門を入り， じやり道を右に曲が

り，つきあたりを左に折れ，引戸の低い門を入ると横木で固まれた場所に連れて行かれた。小さなく

ぐり門を入札物置小屋のような建物に入った。その床は 2フィート (60センチ)ばかり高くなって

いて，汚らしい産(マット)が敷きつめられていた(途中省略)J。また，見取図(図版E)によると，

マクドナルドが入った門は奉行所の裏門で，裏門(図版E-A) と，奉行が座り (E-P)，座らさ

れた場所 (E-0)の関係・方向がよくわかる。上記の記述と絵図面を比較すると，図版Cは，裏門

と御白洲は同じ北東方向を向いているので，記述と合わない。一方，図版Dすなわち川村・家文書の絵

円
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図面は，裏門は北東方向を向き，御白洲は南東方向を向いているので，マクドナルドの記録と符合す

る。すわなち1848年段階では少なくとも御白洲付近に関しては図版Dの状態になっていたと推定され

る。このことは弘化2 (1845)年に立山役所普請掛が命じられた記録と関係があると推定され，また，

図版Cの中の『長崎諸官公街図Jに，同心詰所という記述があり， 同心が再置されたのは天保13(1842) 
年であるから図版CからDへの変化は1840年代中頃と考えられる。

註 1r長崎志正編J1928 長崎文庫刊行会P37
註2r長崎志正編J1928 長崎文庫刊行会P38
註3r長崎志正編J1928 長崎文庫刊行会P37
註4r新長崎年表J(上)1974長崎文献社P303
註5r続長崎実録大成J1974長崎文献社P41
註6r続長崎実録大成J1974長崎文献社P41
註 7r続長崎実録大成J1974長崎文献社P41
註8r続長崎実録大成J1974長崎文献社P41
註9r長崎幕末史料大成3 開国対策編 1J 
1970長崎文献社P1 

註10r長崎奉行所立山役所J1998長崎県文化財
調査報告書第146集P13~ P 19 

註nr長崎奉行所(立山役所)跡・炉粕町遺跡j
2004長崎県文化財調査報告書第177集P76

註12rマク ドナルド「日本回想記JJ1979万水
書房P133~ P 141 

西 西長屋

図版Di立山御役所絵図面J(新潟市・ 川村家文書)

物置小屋 B
マクドナルド O
長崎奉行 P じやり道側

J 

a
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図版E マクドナルドが書いた立山役所見取図
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第5章総 括

前章まで遺構と遺物について個別に報告を行ってきたが，三年間に及ぶ調査の総括として全体的な

遺跡の変遷について整理を行ってみたい。調査によって遺跡の遺構面は概ね上・中・下の三面である

ことが判明したが，それぞれの面に関係する層位・遺構・出土遺物からより詳細な整理が可能である。

以下では時期別にそれぞれの主な内容を提示したい。

下層面 1 -1期(中世?)・土坑墓SK181 (地山上)

1-2期(6層・ 17世紀初頭か)※初期伊万里を含む時期に廃絶したものが多い。

(奉)掘立柱建物，玉砂利敷遺構，溝SD20・34，井戸SE 9，土坑SK76ほか

(岩)石組遺構SX2 [キリシタン時代]

(ロ)炉跡

中層面 E期(5層・ 17世紀前葉~中葉)

(奉)石垣l下部，石垣7下部，

(岩) SB5， SE3 (廃絶はSB4以前か)

国期(5 層・ 17世紀後葉~18世紀初頭) [初期奉行所時代}

※(奉)礎石建物SB 1 (中・下層は不明)

[井上屋敷時代]

(奉)長屋建物跡SB5・10，石垣4・5，石組溝

(岩)基壇建物SB 4，溝SD 5，玉砂利，柵列SA 1，井戸SE4・5

(ロ)溝SD1

上層面 町期 (4 層上・ 18世紀初頭~18世紀末) [奉行所・目付屋敷時代]

(奉)石垣1上，石垣7上，正門階段，石畳，溝SD 1 (開削は18世紀中葉)

(岩)建物 SB1~3 ，石垣 1 ・ 2 ，

V期 (4 層上・ 18世紀末~19世紀後葉)

(奉)一

(岩)溝SD 1，井戸SE2

各匝と時期区分は以上のようになる。では，これらは文献史料の記録とどのように対応するのであ

ろうか。まず，下層面の遺構が文献にみえる「山のサンタマリアjと呼ばれた聖堂や墓地に対-応する

かどうかが問題となってくる。出土遺物からみると下層面の堆積層である 6層は，肥前陶器(唐津)

と明青花を主体とし，わずかに肥前磁器(初期伊万里)を含んでいる。肥前磁器の生産は，現在のと

ころ1610年代と考えられていること，および6層には1620年代以降とされる格子タタキを用いた肥前

陶器を含まないことなどから 6層の下限は1610年代と推測される。とすれば，前年のキリスト禁教併

に続いて行われた，慶長十九年 (1614)の長崎の教会の一斉破却と時期的には重なってくる。石組み

の側溝をもっ玉砂利敷遺構は下層面の代表的な遺構であるが，分厚い間層によって文字通り「埋め殺

されたj感のある廃絶遺構であるが，上巻で指摘したようにポルトガル人によって舗装された「山の
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サンタマリアへ続く道」とすれば，教会破却を示すものとして重要である。この遺構の北側には時期

の特定できない礎石建物SB1があり，今後多角的な検討からこの時期の様相を明らかにする必要が

あろう。

E期については，上巻で小松旭が明らかにしたように，幕府大日付井上筑後守政重が長崎下向の際

に屋敷として利用した可能性が指摘されている。発掘成果からみると，敷地を東西に走る石垣1が，

II-1期直後に成立したと考えられ，石垣で区画された場所として何らかの利用が行われたことが推

測される。いわゆる『寛永長崎図Jでも，付近には石垣が描かれており状況は一致している。井上家

の文書である f井系譜』は，慶安元年 (1648)に立山に屋敷を拝領し， I玄関・書院・長屋・台所・

馬屋・風呂屋等Jを普請したと記している。発掘成果で時期的に対応する遺構は明確で、はないが， 17 

世紀中葉に堆積・廃棄されたと考えられる土層や遺物が散発的にみられる。 後述のE期としている遺

構の多くは，建て替え・造り替えが行われているものが多く， II期に成立がさかのぼるものも多いと

推測される。より深い検討が必要で、あるが，そのように仮定した場合，国期とした初期奉行所の建物

配置と井上屋敷時代の建物配置は，多くが重複している可能性を指摘することができる。初期奉行所

の普請に際しては，富岡城などから資材が運ばれたことが文献・考古的に実証されているが(上巻参

照)，礎石や溝などの利用できる下部構造が再利用された可能性もあろう。

盟期は多くの遺構が確認されている。 遺構内出土の遺物および堆積層である 5層出土の遺物は，内

野山系の緑軸陶器，現川系の刷毛目陶器を含むことなどから， 18世紀初頭頃を下限と判断される。理

期の遺構の多くが確認された石垣 lの南側は一段低くなっているが，盟期の遺構や堆積層を覆って地

山風化磯層である 4層が厚く堆積し，層位的に大きな断絶がある。加えて 5層からは富岡城出土瓦と

同箔の瓦が確認されていることから，文献にみえる立山役所設置の記録および[土地を平たく均し，

全く造り替えたjたという正徳五年 (1715)から享保二年(1717)にかけての造成・建て替えの記録

とも一致する。初期奉行所を描いた詳細な絵図面は現時点で確認されておらず，発掘成果との比較が

できない状況であるが，実年代のわかる貴重な遺構として注目される。また，岩原目付屋敷側の中層

の堆積にも富岡城の瓦が含まれており，奉行所の建て替えに伴って出た廃材などが造成土として使わ

れた可能性がある。さらに炉粕町遺跡のSD1も，陶磁組成が奉行所・目付屋敷と共通することから，

一連の造成の際に埋められたと考えられる。

町期は，奉行所の造成・建て替えと目付屋敷が成立する時代である。奉行所では正門階段，石垣1・

7 ，目付屋敷では建物 SB1~3 ，石垣 l などが確認され，いずれも絵図面と位置関係が一致する。

遺構面は明治期まで継続していたようであり，文献では小規模な建て替えが何度かみえる。発掘調査

で確認した変遷としては奉行所東側のSD1があり， r長崎実録大成』宝暦五年 (1755)に「立山御
役所東塀内二用水ノ堀出来ス」とあり，開前の年代がわかる。さらに出土遺物が18世紀終わり頃を主

体とすることから， r続長崎実録大成jに寛政五年 (1793)I東長屋建替，並長屋向住居替有之jとあ
るように，長屋の建て替えに際して埋められたと推測される。絵図面においても， r長崎実録大成』
所収の「立山御役所図]には堀が搭かれているが，文化年開の諸国には描かれていない。 SD1から

は豊富な遺物が出土しており，年代が特定できることからN期とし，以後をV期として分けることと

した。 v期については，明治以降の増築のせいか良好な遺構は確認できなかった。
各時期の出土遺物はバラエティに富んでいる。瓦・文字資料など奉行所や目付屋敷の直接的な手が
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かりになるような資料もあり，とくに瓦は富岡城からの搬入が確認されるなど大きな成果があった。

また，陶磁器やガラス製品では廃棄の年代が特定できることから，それぞ、れの研究における成果の活

用が期待される。全般的に注意すべきは，今回の調査範囲が奉行所の本体部分から外れていることで

あろう。出土遺物の多くは，奉行や目付の屈辺で使用されたものは少なく，おそらく与力・向心など

家臣や役人が使用したものが多いと推測される。したがって，出土遺物から場の機能を評価するにあ

たっては慎重な検討が必要であり，今回の出土遺物をもって奉行や日付のステータスを云々すること

は早計であろう。

各期の遺構・遺物を通して言えることは，三遺跡が内容的に密接なつながりを持っており，遺跡名

は異なるものの，本来的にはひとつの遺跡として捉える必要があるということである。筆者は長崎の

主要な施設と!日町の総称として「長崎遺跡群Jという概念を提示しているが，その意味では付近は長

崎遺跡群・立山地区と位置づけることができょう。

最後に，博物館建設側と調整によって幸いにも保存あるいは活用することができた範囲について言

及しておきたい。該当する遺構や場所は以下のとおりである(位置・範囲は掲載各図を参照)。

(奉)正門階段・石畳・石垣7南隅

(岩) S X 2 (記録後埋め戻し)

(ロ)調査区東西側 (SD 1は東西に長くのびると判断される)

これらは近世長崎の輝かしい歴史を包蔵する極めて貴重な場・遺構であり，後世に伝えるべき価値

を有するものである。奉行所復元という博物館建設の妙によって活用が決まったが，やむなく破壊さ

れた遺跡を代弁するものとしてご覧頂けたら幸いである。

本報告では様々な制約から十分な考察ができなかった。ただしデータ提示には全力で努めたので，

使える情報は多いのではないかと思う。これをもとに今後も積極的な論考の機会を持ちたいと考えて

いる。また，本書の執筆・編集に関しては現場段階からは多くの方々の協力を得た。以下に記して感

謝申し上げたい。ボランテイアによる協力も多かったが，それは遺跡の魅力によるものだと思ってい

る。とりわけ調査員の柚木・平田の両氏の活躍は， )11買風耳・千里眼の如しであった。 深く感謝申し上

げたい(jll口)。

一瀬裕子・小川博美・末吉由里子・寺井浩美・冨永諭美・永尾ひとみ・中島美恵子・中村ヒロ子・成

田万里・野島愛子・浜崎美加・林田志保美・溝上布美子・山口幸恵・山下容代・横田愛子・吉野はる

か・和田美加・渡辺洋子・土田ひき子・樋口真子・竹田ゆかり・山田英明

(追)脱稿後，神戸市立博物館所蔵の『立山御鋪屋図jを参賭することができ，調査成果との比較か

ら本図が正徳・享保の奉行所の大規模改修以前のものであることが判明した。絵図面の豊富な後期の

建物配置とは大きく異なっている点が驚かされる。とくに石垣1の南側の一段低くなる場所について

は，正門階段の位置を含め，中層面の調査成果と一致している。調査前に本図を参考にすることがで

きなかった点が悔やまれるが，手探りで成果に驚きつつ調査ができた時間は楽しいものであった。最

後に答案をみせられ，ともかくも合格点をとったという気持である。本図は急逮トレースし，校正中

に掲載することとした(第l02ag中段参照)0読者の採点を請うところである。
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図版



図版 1

① 石垣12・15，S038・39・40，玉石東から

② 石垣12・玉石北から
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図版2

東から
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⑤ 石垣12(上・中層面) 北から

⑦ 石垣12・15(上・中層面) 西から

⑨ 石垣12・15(上・中層面) 西から

⑪ 石垣12(上・中層面) 北から

図版3

⑥ S038・39・40(上・中層面) 東から

⑥ 卜レンチ②溝内断面東から

⑩ 卜レンチ③溝内断面東から
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図版4

⑬ 調査区遠景 東から

⑮ S038・39・40(上・中層面) 西から

⑮ 石垣7・17(上・中層面) 西から

i 

⑭ SX7・S036断面北から

⑮ S036 (近代) 酉から

⑪ 調査区東側断面

⑩ SX 7・石垣13(上・中層面) 東から
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@ 石垣13(中層面) 西から

@ 石垣13(中層面) 南から

@ 石垣13断面南から

@ 石垣16(中層面) 西から

@ SK193・194 西から

@ 調査区遠景東から

⑮ 調査風景

@ 調査員・作業員
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図版7

@ SB4基壇周辺遺構全景東から

@ SX2 東から
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図版10

⑪ SB4基壇遺構西から

⑩ SD5 南から

(@ SX 7 北から

@ SB5 西から

⑬ SBl 北から

¥@ SE 3 北から

@ Ve層遺物出土状況東から

~ SX2 南から
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